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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
三
月
発
行
の
『
東
京
人
類
學
會
雜
誌
』
第
二
十

六
巻
三
百
号
）
初
出
で
（
初
出
は
「J-S

T
A

G
E

」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

）
で
読
め
る
）、
大
正
一
五
（
一
九
二

六
）
年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方
隨
筆
」
に
収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
南
方
隨
筆
」
原
本
画
像
で
視
認

し
て
用
い
た
。 

 

但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
、
前
の
「
小
兒
と
魔
除
」
注
釈
中
、
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
（
こ
の
堅

実
な
電
子
化
サ
イ
ト
は
古
く
か
ら
知
っ
て
い
た
が
（
ど
う
い
う
方
が
作
っ
て
お
ら
れ
る
か
も
知
っ
て
い
る
）、

「
万
葉
集
」
は
永
く
私
の
興
味
圏
外
に
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
十
数
年
以
上
、
訪
問
し
て
い
な
か
っ
た
）
に
平

凡
社
の
「
南
方
熊
楠
全
集
」
の
本
文
電
子
化
（
全
部
で
は
な
い
が
、
主
要
邦
文
論
文
部
は
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
て

い
る
）
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
た
め
、
今
回
か
ら
は
、
そ
ち
ら
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト
（
底
本
は
平
凡
社

「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年
刊
）
を
加
工
デ
ー
タ

と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
疑
問
箇
所
は
先
の
初
出
及
び
所
持
す

る
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
３
」
（
一
九
八
四
年
刊
）
の
「
南
方
随
筆
」（
新
字
新
仮
名
）
で
校
合
し
た
。 

 

但
し
、
既
に
「
小
兒
と
魔
除
」
の
注
で
遂
に
爆
発
憤
激
し
て
述
べ
た
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
全
集
を
親
本

と
し
た
私
の
所
持
す
る
「
選
集
」
は
、
熊
楠
の
肉
声
を
不
当
に
（
厳
密
な
細
か
な
書
き
換
え
基
準
を
設
け
ず

に
）、
た
だ
た
だ
読
み
易
け
り
ゃ
い
い
的
に
恣
意
的
に
標
準
化
し
て
お
り
、
甚
だ
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

こ
れ
は
「
選
集
」
が
「
全
集
」
の
校
訂
方
針
に
拠
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
以
上
、「
全
集
」
も
そ
う
し
た
変

更
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
言
っ
た
舌
が
干
ぬ
間
に
、
冒
頭
本
文
内
注
で
、
ま
た
し
て
も
、

私
の
癇
癪
が
暴
発
し
た
。
五
月
蠅
い
と
は
思
う
が
、
我
慢
し
て
お
附
き
合
い
戴
き
た
い
。 

 

段
落
に
附
し
た
注
の
後
は
一
行
空
け
、
前
注
の
場
合
も
前
後
を
一
行
空
け
た
。 

 

な
お
、
欧
文
書
誌
デ
ー
タ
の
表
記
の
不
審
部
分
（
実
は
不
全
・
不
審
・
誤
記
部
分
が
甚
だ
多
い
）
は
上
記

「
選
集
」
に
拠
っ
て
修
正
し
た
。
但
し
、
そ
れ
は
五
月
蠅
い
だ
け
に
な
る
の
で
、
原
則
、
注
記
し
て
い
な
い
。 

 

本
作
は
、
ブ
ロ
グ
で
分
割
公
開
し
た
も
の
を
、
一
括
化
し
、
概
ね
、
ル
ビ
化
し
てP

D
F

に
変
換
し
た
も

の
で
あ
る
。
但
し
、
ブ
ロ
グ
版
で
老
婆
心
で
附
し
た
読
み
は
、
一
部
を
省
略
し
て
あ
る
。 

 

な
お
、
一
箇
所
、
ブ
ロ
グ
で
御
指
摘
を
頂
戴
し
て
訂
正
し
た
箇
所
は
、
特
に
旧
注
の
誤
り
を
示
さ
ず
に
、

結
果
の
み
を
示
し
た
。【
二
〇
二
一
年
二
月
十
五
日 

藪
野
直
史
】
］ 
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（
異
れ
る
民
族
間
に
存
す
る
類
似
古
話
の
比
較
硏
究
） 

  

明
治
四
十
一
年
六
月
の
早
稻
田
文
學
、
予
の
「
大
日
本
時
代
史
に
載
せ
た
る
古
話
三
則
」
中
に
述
し
如
く
、

古
話
に
其
土
特
有
の
者
と
、
他
邦
よ
り
傳
來
の
も
者
と
有
り
、
又
古
く
各
民
族
未
だ
分
立
せ
ざ
り
し
時
代
す

で
に
世
に
存
せ
し
と
覺
し
く
、
廣
く
諸
方
に
弘
通
さ
れ
居
た
る
者
有
、
一
々
之
を
識
別
す
る
は
、
十
分
材
料

を
集
め
、
整
理
硏
究
せ
る
後
な
ら
で
叶
は
ぬ
事
也
、
而
し
て
、
故
「
イ
サ
ア
ク
、
テ
ロ
ロ
ル
」
の
原
殆
「
ア

リ
ア
ン
」
人
篇
に
「
レ
ツ
ツ
」「
リ
チ
ユ
ア
ニ
ア
ン
ス
」
等
の
諸
語
は
、
由
來
頗
る
古
き
者
乍
ら
、
記
錄
無

く
、
文
章
無
か
り
し
爲
、
希
臘
羅
丁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ラ
テ
ン
」。］
程
に
古
く
思
は
ぬ
人
多
し
と
論
ぜ

る
と
等
し
く
、
古
話
に
於
て
も
、
記
錄
せ
る
時
代
の
先
後
は
、
必
し
も
其
話
が
出
來
せ
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
し
ゆ
つ
た
い
せ
し
」。］
早
晚
と
偕
は
ず
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
と
も
な
は
ず
」。］
、
併
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
し
か
し
」。］
齊
し
く
文
筆
の
用
を
知
り
お
り
た
る
諸
國
民
に
就
て
、
同
種
古
話
の
記
錄
の
先
後
と
、
類
似

せ
る
諸
點
の
多
寡
を
察
す
れ
ば
、
大
要
其
譚
の
、
先
つ
て
何
れ
の
國
に
專
ら
行
は
れ
出
た
る
を
知
る
に
難
か

ら
じ
、
外
國
の
古
話
を
吾
國
に
輸
入
せ
し
と
思
は
る
ゝ
一
二
の
例
を
擧
ん
に
、
左
大
史
小
槻
季
繼
記
に
、「
太

政
大
臣
實
基
公
（
嘉
祿
元
年
十
一
月
十
日
補
せ
ら
る
）
檢
非
違
使
別
當
の
時
、
八
歲
の
男
子
を
、
二
人
の
女
、

面
々
に
我
子
の
由
を
稱
し
け
る
間
だ
、
法
曹
輩
計
申
云
、
任
法
意
旨
、
三
人
が
血
を
出
し
て
、
流
水
に
流
す

時
、
眞
實
の
骨
肉
の
血
、
末
に
て
一
つ
に
成
り
、
他
人
の
血
氣
は
末
に
て
別
也
、
如
此
可
沙
汰
之
由
、
計
申

處
、
大
理
云
、
八
歲
者
可
血
之
條
、
尤
不
便
事
也
、
今
度
沙
汰
の
時
、
彼
三
人
並
諸
官
等
、
可
參
之
由
、
被

仰
て
、
其
日
遂
不
被
決
雌
雄
、
後
沙
汰
日
、
彼
三
人
諸
官
等
令
參
之
時
、
數
刻
之
後
、
大
理
出
座
、
被
仰
云
、

件
女
性
兩
人
し
て
、
此
男
子
を
引
て
、
引
取
ら
む
を
母
と
可
申
由
被
計
け
る
時
、
二
人
し
て
此
子
を
引
け
る

に
、
引
れ
て
損
ぜ
ん
と
す
る
時
に
、
一
人
の
女
は
放
ち
、
今
一
人
は
只
引
勝
ん
と
す
、
如
此
す
る
事
度
々
、

其
時
大
理
云
、
放
つ
る
女
は
實
母
也
、
勞
は
る
に
由
て
此
如
放
つ
者
也
、
今
一
人
は
無
勞
心
、
只
勝
ん
と
思

ふ
心
計
に
て
引
也
云
々
、
無
相
違
、
放
つ
る
女
は
母
也
、
當
座
被
引
は
、
荒
ふ
に
は
似
た
れ
ど
も
、
思
慮
の

深
き
處
也
、
實
基
公
は
法
曹
に
達
す
る
人
也
」
と
見
ゆ
、
古
事
類
苑
法
律
部
第
一
册
、
一
一
七
三
頁
に
、
此

記
を
引
き
、
次
に
風
俗
通
を
引
て
云
、
前
漢
、
潁
川
太
守
、
黃
霸
、
本
郡
有
富
室
兄
弟
同
居
、
弟
婦
懷
姙
、

其
長
姒
亦
懷
姙
胎
傷
匿
之
、
弟
婦
生
男
、
長
姒
輒
奪
取
、
以
爲
己
子
、
論
爭
三
年
、
附
於
霸
、
霸
使
人
抱
兒

於
庭
中
、
及
使
娣
（
稚
婦
）
姒
競
取
之
、
既
而
俱
至
、
姒
持
之
甚
猛
、
弟
婦
恐
有
傷
於
手
、
而
情
甚
凄
慘
、

霸
、
乃
叱
長
姒
曰
、
汝
貪
家
財
、
欲
得
此
子
、
寧
慮
意
頓
有
所
傷
乎
、
此
事
審
矣
、
姒
伏
罪
、「
ア
ラ
ビ
ヤ
」

夜
譚
に
は
、
一
人
兩
妻
を
具
せ
し
が
、
兩
妻
同
時
同
室
に
、
一
產
婆
に
助
け
ら
れ
て
分
挽
し
、
生
ま
れ
た
る

男
兒
は
活
き
、
女
兒
は
卽
座
に
死
し
け
れ
ば
、
兩
妻
一
男
兒
を
爭
ふ
て
賢
相
に
訴
ふ
、
賢
相
二
婦
の
乳
汁
を

空
卵
殼
に
盛
り
、
秤
り
比
べ
て
、
汁
の
重
き
方
を
男
兒
の
母
と
斷
定
せ
し
も
、
他
の
一
婦
服
せ
ず
、
喧
嘩
已



ま
ざ
り
け
れ
ば
、
賢
相
今
は
其
兒
を
二
つ
に
割
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
き
て
」。］
、
一
半
を
各
に
與
ん
と

言
ふ
に
、
乳
汁
重
き
女
、
最
早
爭
ひ
を
止
む
可
れ
ば
、
子
を
他
の
女
に
與
え
玉
へ
と
言
ふ
に
反
し
、
今
一
人

の
女
は
、
願
く
は
兒
の
一
半
を
與
へ
よ
と
言
ふ
、
賢
相
便
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
な
は
ち
」。］
汁
輕
き

女
を
絞
殺
せ
し
め
、
兒
を
汁
重
き
女
に
附
す
と
有
り
（B

u
rto

n
, ̀

S
u
p
p
lem

en
tal N

ig
h
ts,` 1

8
9

4
, V

o
l. x

i, p
p
. 

5
1

―
5
3
.

）、
皆
人
の
知
る
如
く
、
舊
約
全
書
（1

. K
in

g
s iii, 1

6
―

2
0

）
に
載
せ
た
る
「
ソ
ロ
モ
ン
」
の
裁
判

は
、
此
話
の
最
古
く
傳
は
れ
る
も
者
に
て
、
色
々
の
補
刪
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ほ
さ
ん
」。
添
削
。］
を
經

て
漢
土
本
邦
迄
も
入
來
れ
る
な
る
べ
し
、
又
前
年
、
坪
内
博
士
が
、
早
稻
田
文
學
に
て
公
表
せ
ら
れ
し
、
幸

若
の
舞
曲
、
其
か
ら
淨
瑠
璃
等
に
名
高
き
百
合
若
の
話
は
、
希
臘
の
「
ユ
リ
ツ
セ
ス
」
の
傳
に
基
く
て
ふ
考

說
抔
、
素
人
が
日
本
固
有
の
美
譚
と
思
込
だ
る
者
に
も
、
實
は
舶
來
の
燒
直
し
無
き
に
非
ざ
る
を
證
す
る
に

餘
有
り
、 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『
明
治
四
十
一
年
』（
一
九
〇
八
年
）『
六
月
の
早
稻
田
文
學
、
予
の
「
大
日
本
時
代
史

に
載
せ
た
る
古
話
三
則
」
中
に
述
し
如
く
、
古
話
に
其
土
特
有
の
者
と
、
他
邦
よ
り
傳
來
の
も
者
と
有
り
』

こ
れ
は
本
篇
の
三
年
前
に
雑
誌
『
早
稻
田
文
學
』
第
三
十
一
号
に
載
っ
た
熊
楠
の
論
考
で
あ
る
が
、
初
出
で

も
同
じ
題
名
で
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
正
し
く
は
「
大
日
本
時
代
史
に
載
す
る
古
話
三
則
」
で
あ
る
。「
全

集
」
で
し
か
読
め
な
い
が
、
幸
い
、
先
に
示
し
た
「
私
設
万
葉
文
庫
」
の
「
南
方
熊
楠
全
集

3

（
雑
誌
論

考
Ⅰ
）」
で
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
、「
大
日
本
時
代
史
」
で
あ
る
が
、
こ
の
熊
楠
の
論
考
は
確
信
犯
の

投
稿
で
あ
っ
て
、
前
年
の
明
治
四
十
年
か
ら
こ
の
年
に
か
け
て
早
稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
時

代
別
に
分
割
さ
れ
た
歴
史
書
で
、
著
者
も
異
な
る
（
「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」
の
同
書
の
検
索
結
果
ペ

ー
ジ
の
こ
ち
ら
を
参
照
）。
原
本
は
、
後
の
大
正
期
の
版
で
は
あ
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
全
巻
が
読
め
る
。
さ
て
、
熊
楠
の
論
考
は
冒
頭
で
主
に
『
米
糞
聖
人
の
話
（「
平
安

朝
史
」
一
六
一
頁
）、
醍
醐
天
皇
哭
声
を
聞
き
て
婦
人
の
姦
を
知
り
た
ま
い
し
話
（
同
、
三
四
五―

六
頁
）、

毛
利
元
就
箭
を
折
り
て
子
を
誡
め
し
話
（「
安
土
桃
山
史
」
一
九
二
－
三
頁
）』
の
三
つ
の
伝
承
に
つ
い
て
扱

う
と
述
べ
て
い
て
（
但
し
、
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
、
そ
れ
以
外
の
事
例
を
幾
つ
か
挙
げ
て
あ
る
）、
こ

れ
ま
た
、
な
か
な
か
面
白
い
。
是
非
読
ま
れ
た
い
。 

「
弘
通
」「
ぐ
つ
う
」。
本
来
は
仏
教
用
語
で
、
仏
教
が
（
仏
教
を
）
広
く
世
に
行
わ
れ
る
（
行
わ
さ
せ
る
）

こ
と
の
み
を
指
す
が
、
こ
こ
は
汎
用
使
用
し
た
も
の
。 

『「
イ
サ
ア
ク
、
テ
ロ
ロ
ル
」
の
原
殆
「
ア
リ
ア
ン
」
人
篇
』
い
ろ
い
ろ
な
欧
文
文
字
列
で
試
し
て
み
た
が
、

不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。 

「
レ
ツ
ツ
」
不
詳
。
同
前
。 

「
リ
チ
ユ
ア
ニ
ア
ン
ス
」
不
詳
。
同
前
。 

「
左
大
史
小
槻
季
繼
記
」
小
槻
季
継

お
づ
き
の
す
え
つ
ぐ

（
建
久
三
（
一
一
九
二
）
年
～
寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
）
は
鎌
倉
中

http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm
https://iss.ndl.go.jp/books?any=%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2&op_id=1
https://iss.ndl.go.jp/books?any=%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2&op_id=1
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%97%A9%E7%A8%B2%E7%94%B0%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%87%BA%E7%89%88%E9%83%A8%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%97%A9%E7%A8%B2%E7%94%B0%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%87%BA%E7%89%88%E9%83%A8%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%97%A9%E7%A8%B2%E7%94%B0%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%87%BA%E7%89%88%E9%83%A8%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%97%A9%E7%A8%B2%E7%94%B0%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%87%BA%E7%89%88%E9%83%A8%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI


期
の
官
人
で
算
博
士
（
大
学
寮
に
あ
っ
て
計
算
・
測
量
な
ど
の
数
学
技
術
の
教
授
職
）
小
槻
公
尚
の
子
。
官

位
は
正
五
位
上
・
左
大
史
（
神
祇
官
・
太
政
官
（
弁
官
局
）
に
置
か
れ
た
。
四
等
官
四
番
目
で
あ
る
主
典

さ

か

ん

相

当
。
官
位
相
当
）。
元
仁
元
（
一
二
二
四
）
年
、
壬
生
流
の
国
宗
の
死
の
あ
と
を
受
け
て
官
務
と
な
り
、
二

十
一
年
間
に
亙
っ
て
在
職
し
、
大
宮
官
務
家
の
基
礎
を
固
め
た
が
、
国
宗
か
ら
官
務
の
地
位
と
と
も
に
伝
え

ら
れ
た
所
領
を
、
大
宮
家
の
み
で
独
占
し
よ
う
と
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
同
家
と
壬
生
家
と
が
相
論
を
重

ね
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
る
。
他
に
修
理
東
大
寺
大
仏
長
官
・
備
前
権
介
・
紀
伊
守
・
筑
前
守
な
ど
の
地

方
官
を
兼
任
し
て
い
る
。
但
し
、
現
在
の
こ
の
「
左
大
史
小
槻
季
継
記
」
と
し
て
流
布
し
て
い
る
日
記
は
、

実
は
季
継
の
息
子
の
秀
氏
の
日
記
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ

ス
テ
ム
」
の
「
歴
代
残
闕
日
記
」（
第
三
十
八
巻
）
の
「

33

」
コ
マ
目
（
左
頁
五
行
目
）
に
当
該
部
を
発
見

し
た
。
明
治
期
の
写
本
で
非
常
に
読
み
易
い
（
但
し
、
熊
楠
は
孫
引
き
で
、「
古
事
類
苑
法
律
部
第
一
册
、

一
一
七
三
頁
に
、
此
記
を
引
き
」（
後
掲
す
る
）
と
あ
る
。
左
ペ
ー
ジ
三
行
目
か
ら
）。
電
子
化
し
て
お
く
。

【 

】
は
右
傍
注
。
カ
タ
カ
ナ
は
概
ね
右
寄
り
に
小
さ
い
が
、
同
ポ
イ
ン
ト
で
示
し
、
記
号
・
句
読
点
な
ど

を
施
し
、
一
部
に
推
定
の
読
み
を
施
し
、
段
落
を
成
形
し
て
読
み
易
く
し
た
。
ま
た
、
一
部
は
後
人
に
よ
っ

て
朱
で
訂
さ
れ
た
方
を
採
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

 

太
政
大
臣
實
基
公
【
嘉
祿
元
年
十
一
十
、
補
。
】
、
撿
非
違
使
別
當
ノ
時
、
八
歳
男
子
ヲ
、
二
人
ノ
女
、
面
々

ニ
、 

「
我
子
。」 

ノ
由
ヲ
稱
シ
ケ
ル
間
、
法
曹
輩

は
ふ
さ
う
の
は
い

、
計

申

云

は
か
り
ま
う
し
て
い
は
く

、「
任
法
意
旨

は
ふ
に
ま
か
す
の
い
し

、
三
人
ガ
血
ヲ
出

い
だ
し

テ
、
流
水
ニ
流
ス
ト
キ
、

眞
實
ノ
骨
肉
ノ
血
ハ
、
末
ニ
テ
一

ひ
と
つ

ニ
成
リ
、
他
人
ノ
血
氣
ハ
末
ニ
テ
別
ナ
リ
。
如
此
、
可
沙
汰
。
」 

之
由
、
計
申
處
、
大
理
云
、 

「
八
歳
者
、
可
血

ち
す
べ
し

之
條
、

尤
も
つ
と
も

不
便

ふ
び
ん
の

事
也
。
今
度
、
沙
汰
之
時
、
彼
三
人

并
な
ら
び
に

諸
官
等
、
可
參
。」 

之
由
、
被
仰
テ
、
其
日
、
遂
不
被
決
雌
雄
。 

 

後
、
沙
汰
日
、
彼
三
人
・
諸
官
等
、
令

參

ま
ゐ
ら
せ
し
む

之
時
、
數
刻
之
後
、
大
理
出
座
、
被
仰
云
、 

「

件
く
だ
ん
の

女
性
、
兩
人
シ
テ
、
此
男
子
ヲ
引ひ

き

テ
、
引
取
ラ
ム
ヲ
、
母
ト
可
用

も
ち
ふ
べ
き

。」 

由
、
被
計

は
か
ら
れ

ケ
ル
時
、
二
人
シ
テ
、
此
子
ヲ
引
ケ
ル
ニ
、
被
引

ひ

か

れ

テ
損
セ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
、
一
人
ノ
女
ハ
、
放
チ
、

今
一
人
ハ
、
只
、
引
勝

ひ
き
か
た
ん

ト
ス
。
如
此
ス
ル
事
、
度
〻

た
び
た
び

。 

 

其
時
、
大
理
云
、 

「
放
ツ
ル
女
は
實
母
也
。
イ
タ
ハ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
此
如
、
放

は
な
つ

モ
ノ
也
。
今
一
人
ハ

無

勞

心

い
た
は
り
の
こ
こ
ろ
な
く

、
只
、
勝
ン

ト
思

お
も
ふ

心
計

ば
か
り

ニ
テ
引
也
。」
云
々
。 

 

無
相
違

さ
う
ゐ
な
く

、
放
ツ
ル
女
ハ
母
也
。
當
座
、
被
引

ひ
か
さ
れ
し

ハ
荒

あ
ら
き

ニ
ハ
似
タ
レ
𪜈ど

も

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
当
初
、
二
人
の

女
に
引
っ
張
ら
さ
せ
た
の
は
荒
っ
ぽ
い
仕
儀
に
は
、
一
見
、
見
え
る
け
れ
ど
も
。
］
、
思
慮
ノ
深
キ
ト
コ
ロ
也
。

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/Viewer/1000212500036/2cb096ae33714c26a1b2f21d54b6b6e9
https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/Viewer/1000212500036/2cb096ae33714c26a1b2f21d54b6b6e9


實
基
公
ハ
法
曹
ニ
達
ス
ル
人
也
。 

 
 

 
＊ 

「
太
政
大
臣
實
基
」
徳
大
寺
実
基
（
建
仁
元
（
一
二
〇
一
）
年
～
文
永
一
〇
（
一
二
七
三
）
年
）
は
鎌
倉
中

期
の
公
卿
で
従
一
位
・
太
政
大
臣
。 

「
嘉
祿
元
年
」
一
二
二
五
年
。 

「
十
一
月
十
日
補
せ
ら
る
」
こ
れ
は
一
見
誰
も
が
太
政
大
臣
へ
補
任
の
年
月
日
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
彼
が

太
政
大
臣
と
な
る
の
は
、
ず
っ
と
後
の
建
長
五
（
一
二
五
三
）
年
十
一
月
二
十
四
日
で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ

は
誤
記
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
日
付
は
ち
ょ
っ
と
違
う
が
、
こ
の
嘉
禄
元
年
十
一
月
十
九
日
に
権

中
納
言
・
左
衛
門
督
を
兼
ね
て
検
非
違
使
別
当
に
補
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
荒
ふ
に
は
似
た
れ
ど
も
」
こ
の
「
荒
ふ
」
は
初
出
も
同
じ
で
あ
る
。「
選
集
」
で
は
「
荒
（
や
ぶ
）
る
」
と

勝
手
に
送
り
仮
名
ま
で
変
え
て
ル
ビ
を
振
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
私
は
「
荒
っ
ぽ
い
仕
方
を
す

る
」
の
意
の
「
あ
ら
ぶ
る
」
の
「
る
」
の
脱
字
か
、「
す
さ
ぶ
」
の
「
ぶ
」
の
誤
植
で
は
な
い
か
疑
っ
て
お
り
、

そ
の
次
に
熊
楠
の
当
て
訓
で
「
あ
ら
が
ふ
」
か
と
思
う
。
そ
れ
は
「
荒
ふ
」
に
相
当
す
る
和
語
の
動
詞
が
存
在

し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
や
ぶ
る
」
は
正
規
の
訓
や
意
味
は
な
い
か
ら
、
実
は
話
に
さ
え
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
う
し
た
改
変
や
、
お
か
し
な
当
て
訓
が
編
集
方
針
の
中
で
ま
か
り
通
る
の
か
私
に
は

全
く
以
っ
て
不
思
議
で
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
原
本
は
「
故
事
類
苑
」
版
で
も
「
荒
ニ
ハ
」
で
あ
る

か
ら
、
私
は
「
あ
ら
き
に
は
」
と
気
持
ち
よ
く
訓
読
し
た
の
で
あ
る
。 

「
古
事
類
苑
法
律
部
第
一
册
、
一
一
七
三
頁
に
、
此
記
を
引
き
、
次
に
風
俗
通
を
引
て
云
」「
古
事
類
苑
」

が
明
治
期
に
政
府
が
編
纂
し
た
類
書
（
百
科
事
典
）。
本
文
千
巻
。
刊
本
は
和
装
本
で
三
百
五
十
冊
、
洋
装

本
で
は
五
十
冊
・
索
引
一
冊 (

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
再
版
で
は
六
十
冊)

。
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）

年
に
西
村
茂
樹
の
建
議
で
文
部
省
に
編
纂
係
が
設
け
ら
れ
、
刊
行
開
始
は
明
治
二
十
九
年
に
ず
れ
込
み
。
大

正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
な
っ
て
や
っ
と
完
結
し
た
。
内
容
は
歴
代
の
制
度
・
文
物
・
社
会
百
般
に
亙
っ
て

多
く
の
引
用
を
示
し
て
あ
る
。
天
・
歳
時
・
地
・
神
祇
な
ど
の
三
十
部
門
に
分
類
さ
れ
て
あ
る
。
現
在
、

「P
u

kiW
iki 

古
事
類
苑
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」・「
古
事
類
苑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」・「
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
・
古
事
類
苑
ペ
ー
ジ
検
索
シ
ス
テ
ム
」
が
起
動
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
使
い
勝
手
に
合
わ
せ
て
私

は
頻
繁
に
使
用
さ
せ
て
貰
っ
て
い
る
。
お
試
し
あ
れ
。「
風
俗
通
」
は
後
漢
末
の
応
劭
の
撰
し
た
「
風
俗
通

義
」
の
略
称
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
・
習
俗
・
伝
説
・
民
間
信
仰
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
。
但
し
、
散
佚

し
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
他
書
に
引
用
さ
れ
た
断
片
が
残
る
。
さ
て
も
そ
れ
を
「
日
文
研
」
の
「
古
事
類

苑
ペ
ー
ジ
検
索
シ
ス
テ
ム
」
の
こ
ち
ら
で
、
当
該
箇
所
の
原
本
画
像
を
視
認
出
来
る
。
以
下
、
原
文
を
ま
ず

電
子
化
し
（
句
読
点
を
一
部
追
加
し
、
返
り
点
は
除
去
し
た
）、
後
で
訓
読
す
る
。 

 
 

 

＊ 

〔
棠
陰
比
事
上

〕
黃
覇
叱
姒 

https://ys.nichibun.ac.jp/kojiruien/index.php?%E5%8F%A4%E4%BA%8B%E9%A1%9E%E8%8B%91%E5%85%A8%E6%96%87%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%99%E3%83%BC%E3%82%B9
http://base1.nijl.ac.jp/~kojiruien/index.html
http://base1.nijl.ac.jp/~kojiruien/index.html
http://base1.nijl.ac.jp/~kojiruien/index.html
http://shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/index.html
http://shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/index.html
http://shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/index.html
http://shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/index.html
https://lapis.nichibun.ac.jp/kojiruien/viewer/pageview.php?pn=hori_1_1173&left=hide#listlink-select
https://lapis.nichibun.ac.jp/kojiruien/viewer/pageview.php?pn=hori_1_1173&left=hide#listlink-select


前
漢
、
潁
川
太
守
黃
霸
、
本
郡
有
富
室
、
兄
弟
同
居
、
弟
婦
懷
姙
、
其
長
姒
亦
懷
妊
、
胎
傷
匿
之
、
弟
婦
生

男
、
長
姒
輒
奪
取
、
以
爲
己
子
、
論
爭
三
年
、
訴
於
霸
、
霸
使
人
抱
兒
於
庭
中
、
及
使
娣
【
音
弟
、
稚
婦
曰

娣
】・
姒
競
取
之
、
既
而
俱
至
、
姒
持
之
甚
猛
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
持
」
は
底
本
は
「
埒
」
で
、
こ
れ
は
お

か
し
い
。
初
出
は
「
捋
」（
音
「
ラ
ツ
」）
で
、「
選
集
」
も
「
捋
」
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
漢
文
脈
を
勝
手

に
訓
読
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
『
捋ひ

く
』
と
訓
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
。
何
故

な
ら
、
こ
の
漢
字
は
「
な
で
る
」「
扱し

ご

く
」「
抜
き
取
る
」
の
意
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
変
だ
。
御
覧

の
通
り
、「
古
事
類
苑
」
は
「
持
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
当
の
引
用
元
で
あ
る
「
棠
陰
比
事
」
を
複
数
見
た
と

こ
ろ
、
や
は
り
「
持
」
で
あ
る
。「
持
」
に
は
「
握
る
・
持
ち
合
う
」
の
意
が
あ
る
か
ら
納
得
出
来
る
。
さ
れ

ば
、「
持
」
を
採
っ
た
。］、
弟
婦
恐
有
傷
於
手
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
手
」
は
底
本
で
は
「
乎
」
で
あ
る
が
、
お

か
し
い
。
初
出
も
「
選
集
」
も
「
手
」
で
あ
り
、
御
覧
の
通
り
、「
古
事
類
苑
」
も
「
手
」
で
あ
る
の
で
、
特

異
的
に
本
文
を
訂
し
た
。］、
而
情
甚
悽
慘
、
霸
、
乃
叱
長
姒
曰
、
汝
貪
家
財
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
貪
」
は
底

本
で
は
「
貧
」。
初
出
・「
選
集
」・「
古
事
類
苑
」
は
孰
れ
も
「
貪
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
本
文
を
訂
し
た
。］、

欲
得
此
子
、
寧
慮
意
伏
罪
【
出
風
俗
通
。】［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
最
後
が
「
寧
慮
意
頓
有
所
傷
乎
、
此

事
審
矣
、
姒
伏
罪
」。
後
注
参
照
。］ 

 
 

 

＊ 

〔「
棠
陰
比
事

た

う

い

ん

ひ

じ

」
上

〕「
黃
覇
叱
姒

こ

う

は

し

つ

じ

」 

 

前
漢
の
潁え

い

川せ
ん

太
守
黃
霸
あ
り
。 

 

本
郡
に
富
室
有
り
。
兄
弟
、
同
居
す
。
弟
婦
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
弟
の
妻
。］
、
懷
姙
す
。
其
の
長
姒

ち
や
う
じ

［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
兄
の
妻
。］
も
亦
、
懷
妊
す
る
も
、
胎
、
傷こ

は

れ
、
之
れ
を
匿か

く

す
。
弟
婦
、
男
を
生
み
し
に
、

長
姒
、
輒

す
な
は

ち
、
奪
ひ
取
り
、
以
つ
て
己
れ
が
子
と
爲
す
。 

 

論
爭
す
る
こ
と
三
年
、
霸
に
訴
ふ
。 

 

霸
、
人
を
し
て
、
庭
中
に
て
、
兒
を
抱い

だ

か
し
め
、
及

す
な
は

ち
、
娣て

い

【
音
「
弟
」。「
稚
婦
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

弟
の
妻
。］
を
「
娣
」
と
曰
ふ
。
】・
姒
、
競
は
せ
て
、
之
れ
を
取
ら
し
む
。
既
に
し
て
俱
に
至
り
、
姒
、
之

れ
を
持
す
こ
と
、
甚
だ
猛
し
。 

 

弟
婦
は
、
手
を
傷
つ
く
る
こ
と
有
る
を
恐
れ
、
而
し
て
、
情
、
甚
だ
悽
慘
た
り
。 

 

霸
、
乃
ち
、
長
姒
を
叱
り
て
曰
は
く
、 

「
汝
、
家
財
を
貪
り
、
此
の
子
を
得
ん
と
欲
す
。

寧
い
づ
く
ん

ぞ
、
慮
意
あ
ら
ん
や
。」 

と
。
罪
に
伏
す
。
【「
風
俗
通
」
に
出
づ
。】 

 
 

 

＊ 

・「
潁
川
」
当
時
は
現
在
の
河
南
省
禹う

県
を
指
し
た
。 

・「
太
守
」
郡
州
の
長
官
。 

・「
黃
霸
」
第
九
代
宣
帝
（
在
位
：
紀
元
前
七
四
年
～
同
四
八
年
）
の
時
に
廷
尉
正
（
刑
罰
・
司
法
を
管
轄



す
る
職
）
と
な
り
、
一
時
期
、
冤
罪
で
獄
に
繋
が
れ
た
が
、
後
に
抜
擢
さ
れ
、
潁
川
太
守
と
な
り
、
さ
ら
に

丞
相
に
登
り
つ
め
た
。
漢
代
の
治
民
の
名
官
吏
と
し
て
知
ら
れ
る
（
こ
こ
は
所
持
す
る
岩
波
文
庫
「
棠
陰
比

事
」（
一
九
八
五
年
刊
）
駒
田
信
二
訳
の
注
に
拠
っ
た
）。 

さ
て
も
、
冒
頭
に
あ
る
通
り
、
引
い
た
書
で
あ
る
「
棠
陰
比
事

と

う

い

ん

ひ

じ

」
は
宋
の
桂
万
栄
の
著
に
な
る
裁
判
記
録
集

で
、
一
二
〇
七
年
成
立
。
中
国
古
今
の
名
裁
定
百
四
十
四
件
の
判
例
を
、
暗
唱
し
や
す
い
よ
う
に
四
字
の
韻

語
で
標
題
し
て
収
録
す
る
。
日
本
に
も
早
く
か
ら
伝
え
ら
れ
、
井
原
西
鶴
の
「
本
朝
櫻
陰
比
事
」(

元
禄
二

（
一
六
八
九
）
年
板
行
）
や
知
ら
れ
た
「
大
岡
政
談
」（
実
録
体
小
説
。
名
奉
行
大
岡
忠
相
の
裁
判
を
主
題

と
し
、「
天
一
坊
」「
白
子
屋
阿
熊

し

ら

こ

や

お

く

ま

」
な
ど
十
六
編
の
話
か
ら
な
る
が
、
史
実
と
は
無
関
係
の
も
の
が
多
く
、

完
全
な
推
理
小
説
的
創
作
で
あ
る
。
人
情
と
機
知
に
富
ん
だ
古
今
東
西
の
裁
判
の
話
を
江
戸
時
代
の
も
の

に
巧
み
に
改
変
・
脚
色
し
て
い
る
。
原
作
者
は
不
詳
。
江
戸
期
の
講
釈
に
起
源
を
持
つ
）
な
ど
に
影
響
を
与

え
た
。
原
本
の
そ
れ
は
「
上
」
の
以
下
。
頭
に
同
じ
事
例
の
枕
が
あ
る
。
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
内

の
「
棠
陰
比
事
」（
四
明
叢
書
）
の
原
本
画
像
か
ら
起
こ
し
た
。 

 
 

 

＊ 

李
崇
還
泰
黃
覇
叱
姒 

後
魏
李
崇
爲
揚
州
刺
史
縣
民
荀
㤗
者
有
子
三
歲
失
之
後
見
在
趙
奉
伯
家
各
言
已
子
竝
有
鄰
證
郡
縣
不
能
斷

崇
乃
令
二
父
與
兒
各
禁
數
日
忽
遣
獄
吏
報
兒
暴
卒
泰
聞
之
悲
不
自
勝
奉
伯
嗟
歎
而
已
遂
以
兒
還
泰
奉
伯
伏

罪 漢
時
頴
川
有
富
室
兄
弟
同
居
弟
婦
與
長
姒
皆
懐
姙
長
姒
胎
傷
弟
婦
生
男
輒
奪
以
爲
己
子
爭
訴
三
年
郡
守
黃

覇
使
人
抱
兒
於
庭
令
娣
姒
競
取
之
長
姒
持
之
甚
猛
弟
婦
恐
有
所
傷
於
手
覇
乃
叱
長
姒
曰
汝
貪
家
財
欲
得
兒

寧
慮
頓
有
所
傷
乎
乃
以
兒
還
弟
婦
出
【
出
風
俗
通
】 

 
 

 

＊ 

こ
の
末
尾
部
分
が
熊
楠
の
記
す
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
さ
ら
に
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の
近
代
中
国
語

の
本
書
（
全
編
）
の
版
本
画
像
（P

D
F

）
の

10

コ
マ
目
に
あ
る
も
の
の
末
尾
が
、 

 
 

 

＊ 

「
汝
貪
家
財
、
欲
得
此
子
、
寧
慮
意
頓
有
所
傷
乎
。
此
事
審
矣
。
」
姒
伏
罪
。 

 
 

 

＊ 

と
完
全
一
致
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

「
汝
、
家
財
を
貪
り
、
此
の
子
を
得
ん
と
欲
す
。
寧
ぞ
頓と

み

に
傷
つ
く
る
所
有
る
を

慮
お
も
ん
ぱ
か

り
意お

も

は
ん
や
。
此

の
事
、
審
ら
か
な
り
。」 

と
。
姒
、
罪
に
伏
す
。 

 
 

 

＊ 

https://ctext.org/library.pl?if=en&file=86434&page=35
https://ctext.org/library.pl?if=en&file=86434&page=35
https://ctext.org/library.pl?if=en&file=86434&page=35
https://ctext.org/library.pl?if=en&file=86434&page=35
http://lsc.chineselegalculture.org/Asset/Source/lscDocument_ID-70_No-1.pdf
http://lsc.chineselegalculture.org/Asset/Source/lscDocument_ID-70_No-1.pdf
http://lsc.chineselegalculture.org/Asset/Source/lscDocument_ID-70_No-1.pdf
http://lsc.chineselegalculture.org/Asset/Source/lscDocument_ID-70_No-1.pdf


や
っ
と
、
気
が
晴
れ
た
。 

「B
u
rto

n
, `S

u
p
p
lem

en
tal N

ig
h
ts,` 1

8
9
4
, V

o
l.x

i, p
p
. 5

1
―

5
3

.

」
原
本
確
認
出
来
ず
。 

「
舊
約
全
書
（1

. 
 
K

in
g
s iii, 1

6
―

2
0

）
に
載
せ
た
る
「
ソ
ロ
モ
ン
」
の
裁
判
」「
旧
約
聖
書
」「
列
王
紀
上
」

の
第
三
章
の
「

16

」
か
ら
「

28

」。「W
ik

iso
u
rce

」
の
「
列
王
紀
上
（
口
語
訳
）
」』
（
一
九
五
五
年
日
本

聖
書
協
会
刊
）
の
当
該
部
を
読
ま
れ
た
い
。 

「
前
年
、
坪
内
博
士
が
、
早
稻
田
文
學
に
て
公
表
せ
ら
れ
し
、
幸
若
の
舞
曲
、
其
か
ら
淨
瑠
璃
等
に
名
高
き

百
合
若
の
話
」
室
町
時
代
の
幸
若
舞
を
起
源
と
す
る
と
さ
れ
る
貴
種
流
離
譚
の
一
つ
「
百
合
若
」
伝
説
の
主

人
公
「
ゆ
り
わ
か
だ
い
じ
ん
」
と
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」
の
発
音
の
類
似
や
、
話
の
展
開
の
各
所
に
見
ら
れ
る
類

似
性
か
ら
、
現
在
で
も
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」
起
源
説
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
れ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、
坪
内
逍

遙
が
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
一
月
に
『
早
稻
田
文
學
』
発
表
し
た
「
百
合
若
傳
說
の
本
源
」
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
坪
内
逍
遙
の
論
集
「
文
藝
瑣
談
」
（
明
四
十
年
春
陽
堂
刊
）

の
画
像
で
こ
こ
か
ら
視
認
出
来
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
百
合
若
大
臣
」
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
『
坪
内
逍
遙
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
・
ホ
メ
ロ
ス
が
謡
っ
た
叙
事
詩
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
が
な
ん
ら
か
の
形
で
（
あ
る
い

は
室
町
時
代
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
手
に
よ
り
）
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
が
翻
案
さ
れ
た
も
の
こ
そ
が
「
百

合
若
大
臣
」
で
あ
る
と
の
説
を
』
提
唱
し
、『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
の
ラ
テ
ン
語
で
の
発
音
「
ユ
リ
シ
ス
」
と

「
百
合
」
が
似
て
い
る
こ
と
や
、
主
人
公
・
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
留
守
を
守
る
妻
・
ペ
ネ
ロ
ー
ペ
ー
が
織
物

を
し
て
時
間
を
稼
ぎ
、
求
婚
者
を
か
わ
す
逸
話
が
、
百
合
若
の
妻
の
行
い
を
思
わ
せ
る
か
ら
で
あ
』
っ
た
。

『
坪
内
は
、
伝
来
の
道
筋
と
し
て
「
い
ず
れ
の
国
人
」
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
と
断
り
な
が
ら
、

あ
る
い
は
「
堺
や
山
口
を
経
」
た
も
の
と
の
思
い
つ
き
に
達
し
た
と
す
る
』。『
こ
れ
は
室
町
時
代
に
や
っ
て

き
た
「
南
蛮
人
」・「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
」
に
よ
る
伝
播
説
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
』
。
な
お
、『
南
蛮
伝

播
に
よ
り
強
く
執
着
し
た
の
は
、
こ
の
坪
内
よ
り
も
』
言
語
学
者
で
「
広
辞
苑
」
編
集
や
キ
リ
シ
タ
ン
文
献

の
研
究
で
も
知
ら
れ
る
者
新
村
出

し
ん
む
ら
い
ず
る

『
で
あ
っ
た
』（
後
の
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
刊
「
南
蠻
記
」（
東
亜

堂
書
房
））。
し
か
し
、『
こ
の
説
は
』
そ
の
後
、『
津
田
左
右
吉
、
柳
田
國
男
、
高
野
辰
之
、
和
辻
哲
郎
な
ど

に
よ
っ
て
鋭
く
排
撃
さ
れ
て
』
お
り
、『
こ
の
型
の
説
話
の
分
布
は
広
く
、
偶
然
の
一
致
と
し
て
懐
疑
的
に

見
る
意
見
が
あ
る
』
点
、『
ま
た
、
百
合
若
の
初
演
が
』
天
文
二
〇
（
一
五
五
一
）
年
で
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

に
よ
る
種
子
島
銃
の
伝
来
か
ら
わ
ず
か
』
七
『
年
あ
ま
り
で
』、
か
く
も
『
完
成
度
の
高
い
翻
案
を
不
可
能

と
目
す
論
旨
が
あ
る
』。
一
方
、『
坪
内
と
の
同
調
派
に
は
、
新
村
出
に
く
わ
え
て
、
ア
メ
リ
カ
出
身
のE

・

L

・
ヒ
ッ
バ
ー
ド
（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）
が
あ
り
、
ま
た
日
系
人
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・T

・
ア
ラ
キ
が
い

る
』。『
ア
ラ
キ
は
、
た
と
え
初
演
が
』
一
五
五
一
年
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
前
年
頃
に
『
ザ
ビ
エ
ル
神

父
の
通
訳
フ
ァ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ズ
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
』
と
考
え
る
『
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
力
説

し
』、『
こ
れ
に
賛
意
を
唱
え
た
論
文
も
』
近
年
『
新
た
に
出
て
』
お
り
、
賛
同
派
は
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」
と
「
百

合
若
」
の
み
が
、
『
い
く
つ
も
の
モ
チ
ー
フ
が
段
ご
と
に
連
綿
と
し
て
一
致
す
る
酷
似
性
が
あ
る
と
強
調
す

https://ja.wikisource.org/wiki/%E5%88%97%E7%8E%8B%E7%B4%80%E4%B8%8A(%E5%8F%A3%E8%AA%9E%E8%A8%B3)#%E7%AC%AC3%E7%AB%A0
https://ja.wikisource.org/wiki/%E5%88%97%E7%8E%8B%E7%B4%80%E4%B8%8A(%E5%8F%A3%E8%AA%9E%E8%A8%B3)#%E7%AC%AC3%E7%AB%A0
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/871774/120
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/871774/120
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BE%E5%90%88%E8%8B%A5%E5%A4%A7%E8%87%A3#%E3%82%AA%E3%83%87%E3%83%A5%E3%83%83%E3%82%BB%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%81%A8%E3%81%AE%E9%A1%9E%E4%BC%BC


る
』。『
た
だ
、
最
古
の
記
録
が
』
一
五
五
一
『
年
と
い
う
ア
ラ
キ
等
の
前
提
』
は
既
に
『
覆
さ
れ
て
お
り
』、

永
正
一
一
（
一
五
一
四
）
年
の
「
雲
玉
和
歌
抄
」
に
『
詳
し
い
言
及
が
あ
る
こ
と
が
今
で
は
判
明
し
て
い
る

た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
伝
来
説
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
』。『
し
か
し
』、
坪
内
逍
遙
や
『
新
村
出
の
「
南
蛮

人
」
伝
来
説
を
』、『
よ
り
広
義
的
に
と
り
、
例
え
ば
』、『
ア
ジ
ア
に
到
達
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
媒
介
し

た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
既
に
南
方
熊
楠
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
』
（
本

篇
の
こ
の
部
分
か
ら
、
以
下
の
段
落
で
の
考
察
を
指
す
。
ま
だ
続
く
の
で
注
意
さ
れ
た
い
）。『
井
上
章
一
も
』、

逍
遙
の
言
う
『
南
蛮
時
代
に
伝
来
し
た
と
い
う
説
は
成
り
立
た
な
い
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全
体
に
、
前
史

時
代
に
広
ま
っ
た
説
話
の
一
つ
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
と
し
て
』
お
り
、『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
叙
事
詩
』

「
ア
ル
パ
ム
ス
」
と
『
類
似
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ユ
リ
シ
ー
ズ
伝
説
と
の
中
間
的
な
媒
体
だ
っ
た
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
甲
賀
三
郎
伝
説
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
ア
ジ
ア
経
由
を
た
ど
っ
た
の
で
は
』
な
い
か

と
、『
大
林
太
良
な
ど
は
推
察
』
し
て
い
る
、
と
あ
る
。 

「
ユ
リ
ツ
セ
ス
」「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
英
雄
で
、
イ
タ
ケ
ー
の
王
で
あ
り
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の

叙
事
詩
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
の
主
人
公
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
物
語
。
ラ
テ
ン
語
で
「U

lix
es

（
ウ
リ
ク
セ

ス
）」
或
は
「U

ly
sseu

s

」（
ウ
リ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
）
と
も
い
い
、
こ
れ
が
英
語
の
「U

ly
sses

」（
ユ
リ
シ
ー
ズ
）

の
原
型
で
あ
る
。］ 

  

予
は
田
舍
に
居
り
、
件
の
坪
内
博
士
の
論
を
見
ず
、
纔
に
其
槪
略
を
友
人
よ
り
聞
し
の
み
な
れ
ば
、
姑
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ば
ら
く
」。］
其
後
、
自
分
の
思
ひ
中
り
し
事
共
を
記
さ
ん
に
、
百
合
若
の
譚
、
本

邦
の
古
物
語
や
謠
曲
に
見
え
ず
、
江
戶
幕
府
初
り
て
後
、
屢
ば
聞
ゆ
、（
甫
庵
の
豐
臣
記
卷
五
に
、
天
正
十

五
年
正
月
二
日
、
秀
吉
朝
飯
後
休
む
事
、
百
合
若
大
臣
軍
に
疲
れ
、
熟
睡
せ
ら
れ
し
に
も
越
た
り
、
宗
像
軍

記
に
、
大
宮
司
氏
重
、
高
向
某
に
、
織
幡
山
神
社
の
來
歷
を
問
ふ
、
答
る
詞
の
中
に
、
百
合
若
大
臣
の
、
故

鄕
に
放
つ
鷹
島
や
、
と
あ
り
、
延
文
三
年
卽
ち
尊
氏
死
せ
し
歲
の
事
乍
ら
、
此
詞
は
、
遙
か
後
に
編
者
が
潤

色
せ
る
な
ら
ん
）
戰
國
時
代
、
幸
若
の
舞
普
く
持
囃
さ
れ
、
談
客
援
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ひ
き
て
」。
］

以
て
話
柄
と
爲
し
事
夥
し
（
甲
陽
軍
鑑
、
湯
淺
常
山
の
文
會
雜
記
等
を
見
よ
）
さ
れ
ば
百
合
若
の
傳
に
、「
ユ

リ
ツ
セ
ス
」
の
傳
と
相
似
の
點
多
き
の
み
な
ら
ず
、
主
人
公
の
名
又
相
似
た
る
を
見
れ
ば
、
誠
に
博
士
の
說

の
如
く
、
其
頃
南
蠻
人
が
齎
し
た
る
、
希
臘
の
舊
譚
が
、
日
本
に
轉
化
さ
れ
て
、
百
合
若
の
物
語
と
成
り
、

幸
若
の
舞
題
に
用
ひ
ら
れ
て
、
盛
ん
に
人
口
に
膾
炙
し
た
る
な
る
べ
し
、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
段
で
注
し
た
通
り
、
坪
内
逍
遙
が
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
一
月
に
『
早
稻
田
文

學
』
発
表
し
た
「
百
合
若
傳
說
の
本
源
」
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
坪
内
逍
遙
の

論
集
「
文
藝
瑣
談
」（
明
四
十
年
春
陽
堂
刊
）
の
画
像
で
こ
こ
か
ら
視
認
出
来
る
。 

「
甫
庵
の
豐
臣
記
」
小
瀬
甫
庵

お

ぜ

ほ

あ

ん(

永
禄
七
（
一
五
六
四
）
年
～
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）
年)

は
安
土
桃
山
か

ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
儒
学
者
・
医
師
・
軍
学
者
で
、「
特
に
「
太
閤
記
」「
信
長
記
」
の
著
者
と
し
て
知

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/871774/120
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/871774/120


ら
れ
る
。
名
は
道
喜
（
ど
う
き
／
み
ち
よ
し)

。
甫
庵
は
号
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
美
濃
土
岐
氏
の
庶

流
で
、
尾
張
国
春
日
井
郡
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
』。『
坂
井
氏
の
養
子
と
な
っ
た
と
い
い
、
後
に
土
肥
氏
を

名
乗
り
、
最
後
に
小
瀬
氏
に
改
め
た
』。
当
初
は
、『
医
学
と
経
史
を
学
ん
で
、
織
田
氏
家
臣
の
池
田
恒
興
に

医
者
と
し
て
仕
え
、
そ
の
死
後
は
豊
臣
秀
次
に
仕
え
た
』。
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
の
『
秀
次
の
死
後
に

は
活
字
本
「
補
注
蒙
求
」
な
ど
『
の
医
書
を
刊
行
し
て
い
る
』。「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
の
後
、『
堀
尾
吉
晴
に

仕
え
』、『
松
江
城
築
城
の
際
に
』
は
『
縄
張
り
も
行
っ
た
。
吉
晴
死
後
は
浪
人
と
な
っ
た
が
、
播
磨
に
し
ば

ら
く
住
み
、
京
都
に
移
っ
た
』。
寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
に
は
『
子
の
小
瀬
素
庵
が
前
田
利
常
に
仕
え
た

縁
で
』、『
加
賀
藩
で
知
行
』
二
百
五
十
『
石
を
貰
い
、
藩
主
の
世
子
光
高
の
兵
学
の
師
と
な
っ
た
』。
太
田

牛
一
著
「
信
長
公
記
」
を
元
に
「
信
長
記
」
を
書
い
た
後
の
、
寛
永
五
（
一
六
二
八
）
年
か
ら
同
年
代
に
か

け
て
「
太
閤
記
」
を
板
行
し
て
い
る
と
あ
る
の
が
、
こ
の
「
豐
臣
記
」
で
あ
る
。
但
し
、
一
方
、
ウ
ィ
キ
の

「
太
閤
記
」
を
見
る
と
、『
初
版
は
』
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
と
し
、
全
二
十
巻
で
、
各
種
の
「
太
閤
記
」

の
中
で
は
最
も
有
名
な
も
の
が
本
書
で
あ
る
と
し
、『
作
者
の
名
を
と
っ
て
』「
甫
庵
太
閤
記
」
と
も
称
す
る

と
あ
っ
て
、『
江
戸
時
代
に
幾
度
か
発
禁
に
さ
れ
た
が
、
以
降
も
版
を
重
ね
て
い
る
』。
『
秀
吉
伝
記
の
底
本

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
著
者
独
自
の
史
観
や
』、『
そ
れ
に
基
づ
く
史
料
の
解
釈
、
改
変
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
前
の
引
用
に
出
た
通
り
、『
加
賀
藩
で
俸
禄
を
給
っ
て
い
る
関
係
か
ら
か
』「
賤
ヶ
岳
の
戦
い
」
に
於

け
る
『
前
田
利
家
の
撤
退
に
つ
い
て
』、『
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
前
後
の
関
係
を
無
視
し
て

唐
突
に
前
田
利
家
の
活
躍
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
』
と
あ
る
。
熊
楠
が
言
っ
て
い
る
の
は
、

こ
こ
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
版
「
太
閤
記
」
第
五
・
六
巻

の
画
像
）
の
右
頁
後
ろ
か
ら
二
行
目
か
ら
左
頁
一
行
目
。
但
し
、
熊
楠
の
「
天
正
十
五
年
」
は
「
天
正
十
一
年
」

の
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
選
集
」
で
も
直
さ
れ
て
い
な
い
。 

「
朝
飯
後
休
む
事
、
百
合
若
大
臣
軍
に
疲
れ
、
熟
睡
せ
ら
れ
し
に
も
越
た
り
」
以
上
の
リ
ン
ク
で
示
し
た
部

分
、
判
読
し
難
い
が
、
熊
楠
の
読
み
は
正
確
で
な
い
の
で
、
判
読
を
試
み
る
と
（〔 

〕
は
私
の
推
定
の
読

み
。
一
部
に
記
号
と
濁
点
を
添
え
た
）、 

 
 

 

＊ 

其
御
後
、
二
日
に
、
午ひ

る

に

眼
〔
め
ざ
め
〕

し
か
ば
、
朝
餉

あ
さ
か
れ
ひ

、
祝

し
ゆ
く

し
給
ひ
て
、
休
み
給
ふ

ヿ
〔
こ
と
〕

、「
ゆ
り
わ
か
大
臣
」、

軍
〔
い
く
さ
〕

に
、
し
つ
か
れ
、
𤍨

睡

じ
ゆ
く
す
い

せ
ら
れ
し
に
も
、

越
〔
こ
え
〕

た
り
。 

 
 

 

＊ 

で
あ
ろ
う
。 

「
宗
像
軍
記
」
元
禄
一
七
（
一
七
〇
四
）
年
板
行
。
作
者
不
詳
。
筑
前
宗
像
大
神
宮
の
宮
司
宗
像
氏
の
武
将

と
し
て
の
活
躍
を
中
心
に
、
大
明
神
の
縁
起
か
ら
、
戦
国
後
期
の
宗
像
大
社
第
七
十
九
代
大
宮
司
で
宗
像
氏

本
流
最
後
の
当
主
で
戦
国
大
名
で
あ
っ
た
宗
像
氏
貞
（
天
文
一
四
（
一
五
四
五
）
年
～
天
正
一
四
（
一
五
八

六
）
年
）
の
死
去
ま
で
を
記
し
た
軍
記
物
。
当
該
部
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
史

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E7%80%AC%E7%94%AB%E5%BA%B5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%96%A4%E8%A8%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%96%A4%E8%A8%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%96%A4%E8%A8%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%96%A4%E8%A8%98
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2546244/18
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/223


籍
集
覽
」
の
第
十
五
冊
の
画
像
で
確
認
出
来
る
（
左
ペ
ー
ジ
四
行
目
）。
こ
こ
は
宗
像
大
社
の
歌
枕
と
し
て

の
そ
れ
を
繋
げ
て
示
し
て
連
綿
た
る
歴
史
を
示
す
部
分
で
あ
る
。
百
合
若
大
臣
伝
説
に
は
鷹
が
重
要
な
役
割

を
持
つ
。
面
倒
な
の
で
、
こ
こ
で
ウ
ィ
キ
の
「
百
合
若
大
臣
」
を
引
い
て
説
明
に
代
え
る
（
太
字
下
線
は
私

が
附
し
た
）。『
百
合
若
大
臣
は
、
蒙
古
襲
来
に
対
す
る
討
伐
軍
の
大
将
に
任
命
さ
れ
、
神
託
に
よ
り
持
た
さ

れ
た
鉄
弓
を
ふ
る
い
、
遠
征
で
み
ご
と
に
勝
利
を
果
た
す
が
、
部
下
に
よ
っ
て
孤
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。

し
か
し
鷹
の
緑
丸
に
よ
っ
て
生
存
が
確
認
さ
れ
、
妻
が
宇
佐
神
宮
に
祈
願
す
る
と
帰
郷
が
叶
い
、
裏
切
り
者

を
成
敗
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
』。
最
も
ル
ー
ツ
に
近
い
全
篇
と
考
え
ら
れ
る
「
幸
若
舞
」
の
「
百
合

若
大
臣
」
の
シ
ノ
プ
シ
ス
は
以
下
。
彼
の
『
父
親
は
、
嵯
峨
朝
の
左
大
臣
「
公
満
（
き
ん
み
つ
）」
で
、
大

和
国
の
初
瀬
寺
』『
の
観
音
に
祈
願
し
て
授
け
ら
れ
た
男
児
が
後
の
百
合
若
大
臣
で
あ
る
』
。『
百
合
若
は
』

十
七
『
歳
で
右
大
臣
に
就
任
し
、
大
納
言
章
時
（
あ
き
と
き
）
の
娘
を
妻
に
迎
え
る
』。『
百
合
若
は
、
日
本

（
博
多
）
へ
押
し
寄
せ
て
き
た
蒙
古
（
む
く
り
）』『
の
大
軍
討
伐
を
命
じ
ら
れ
、
当
地
で
あ
る
筑
紫
』『
の

国
司
と
い
う
任
地
を
与
え
ら
れ
る
。
妻
は
豊
後
国
』『
に
構
え
た
館
に
残
す
。
託
宣
に
従
い
、
百
合
若
は
八

尺
五
寸
の
鉄
弓
と
』
三
百
六
十
三
『
箭
の
矢
を
持
た
さ
れ
る
』。『
蒙
古
軍
は
、
す
で
に
神
風
に
遭
っ
て
唐
土

（
も
ろ
こ
し
）』『
に
引
き
上
げ
て
い
た
。
百
合
若
は
船
団
を
従
え
て
こ
れ
を
追
い
、
ち
く
ら
が
沖
の
海
上
で

決
戦
と
な
る
。
蒙
古
側
は
、
麒
麟
国
の
王
が
青
息
を
吹
い
て
霧
を
た
ち
こ
め
ら
す
が
、
百
合
若
が
日
本
の

神
々
に
祈
願
す
る
と
』、『
よ
う
や
く
霧
が
晴
れ
る
。
百
合
若
は
矢
を
ほ
と
ん
ど
撃
ち
尽
く
し
て
奮
戦
し
、
蒙

古
側
の
四
大
将
の
両
蔵
（
り
ょ
う
ぞ
う
）
ら
を
討
ち
取
り
、
あ
る
い
は
捕
虜
と
な
し
勝
利
を
お
さ
め
る
』
。

『
百
合
若
は
、
玄
界
ガ
島
』
『
に
立
寄
っ
て
休
息
し
、
そ
の
大
力
を
発
揮
し
た
と
き
の
常
と
し
て
、
ま
る
』

三
『
日
間
眠
り
こ
け
る
』。『
こ
れ
に
乗
じ
て
、
配
下
の
別
府
兄
弟
は
、
百
合
若
は
矢
傷
で
死
ん
だ
と
偽
り
、

船
を
引
き
揚
げ
さ
せ
、
百
合
若
を
孤
島
に
置
き
去
り
に
し
て
し
ま
う
。
別
府
兄
弟
は
朝
廷
に
戦
勝
を
奏
上
し
、

別
府
太
郎
は
、
百
合
若
が
配
さ
れ
て
い
た
筑
紫
の
国
司
の
役
目
に
任
命
さ
れ
る
』
。『
上
司
の
地
位
簒
奪
に
収

ま
ら
ず
、
別
府
太
郎
は
さ
ら
に
百
合
若
の
御
台
所
に
恋
愛
を
迫
る
』。『
御
台
所
は
、
宇
佐
神
宮
で
千
部
の
写

経
を
行
っ
て
い
る
最
中
だ
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
返
答
を
引
き
延
ば
す
。
し
か
し
百
合
若
が
つ
い
に
帰
ら
な

け
れ
ば
自
殺
す
る
と
決
め
て
い
る
の
で
、
身
の
回
り
の
琵
琶
や
琴
を
整
理
し
、
飼
っ
て
い
る
犬
、
馬
や
鷹
の

数
々
を
解
き
放
つ
。
こ
の
と
き
』、『
緑
丸
と
い
う
鷹
は
、
玄
界
島
ま
で
飛
ん
で
ゆ
き
、
百
合
若
に
託
さ
れ
て

柏
の
葉
に
血
で
書
い
た
文
を
持
ち
帰
る
。
御
台
所
は
、
夫
の
生
存
を
知
り
、
墨
や
硯
な
ど
を
鷹
に
結
び
つ
け
て

送
り
返
す
が
、
鷹
は
こ
の
重
さ
に
耐
え
か
ね
、
死
体
』
と
な
っ
て
島
の
百
合
若
の
も
と
へ
『
漂
着
す
る
』。『
宇

佐
神
宮
に
、
御
台
所
が
夫
の
生
還
を
祈
願
す
る
と
、
そ
の
願
い
が
か
な
い
、
壱
岐
の
浦
に
い
た
釣
り
人
が
風

で
流
さ
れ
、
玄
界
ガ
島
に
い
た
百
合
若
を
発
見
し
て
、
日
本
の
本
土
に
送
り
戻
す
。
着
い
た
場
所
は
博
多
で

あ
っ
た
。
百
合
若
の
あ
ま
り
の
変
わ
り
果
て
よ
う
に
、
誰
も
そ
の
正
体
が
わ
か
ら
な
い
。
別
府
は
余
興
と
し

て
こ
の
奇
異
な
る
男
を
召
し
抱
え
る
こ
と
に
し
、
門
脇
の
翁
と
い
う
者
に
預
け
る
』
。『
こ
の
頃
、
別
府
は
御

台
所
が
な
び
か
な
い
の
で
、
つ
い
に
処
刑
す
る
と
決
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
は
さ
せ
ま
い
と
、
門
脇
の
翁

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/223
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BE%E5%90%88%E8%8B%A5%E5%A4%A7%E8%87%A3


の
娘
』『
が
身
代
わ
り
に
な
っ
た
こ
と
を
百
合
若
は
知
る
』。『
正
月
に
な
り
、
宇
佐
八
幡
宮
で
の
初
弓
で
、

百
合
若
は
「
苔
丸
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
矢
取
り
の
役
を
仰
せ
つ
か
る
。
面
々
の
弓
の
技
量
を
嘲
弄
し
た

百
合
若
は
、
別
府
に
一
矢
射
て
見
せ
よ
と
命
令
さ
れ
る
。
揃
え
ら
れ
た
強
弓
は
ゆ
る
い
と
言
っ
て
、
つ
い
に

は
か
の
鉄
の
弓
を
も
っ
て
こ
さ
せ
、
み
ご
と
こ
れ
を
引
き
絞
り
』、『
自
分
は
百
合
若
で
あ
る
』
、
『
と
の
』
、

『
名
乗
り
を
上
げ
る
。
大
友
氏
の
諸
卿
や
松
浦
党
は
か
し
こ
ま
り
、
別
府
太
郎
は
降
参
す
る
が
』、『
許
さ
ず
、

百
合
若
は
こ
れ
を
縛
り
上
げ
さ
せ
、
手
づ
か
み
で
舌
を
引
き
抜
き
、
首
切
り
は
』
七
『
日
か
け
て
鋸
挽
き
の

刑
に
処
し
た
』。『
命
の
恩
人
の
釣
り
人
に
は
壱
岐
と
対
馬
国
を
下
賜
し
、
門
脇
の
翁
は
筑
紫
の
荘
園
の
政
所

の
職
に
つ
け
、
百
合
若
は
、
京
に
上
り
』、『
将
軍
と
な
っ
た
』。
幸
若
舞
の
歌
詞
の
板
行
原
本
も
ネ
ッ
ト
上

に
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
流
石
に
甚
だ
読
み
難
い
。
そ
こ
で
、
私
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
あ
る
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
金
文
堂
書
店
刊
の
竹
田
秋
楼
著
「
博
多
物
語
」
に
所
収
す
る
、
非
常
に

読
み
易
く
解
説
し
、
し
か
も
細
か
な
部
分
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
「
百
合
若
大
臣
の
歌
」
を
強
く
お
薦
め
す

る
も
の
で
あ
る
。 

「
大
宮
司
氏
重
」
宗
像
大
社
第
五
十
六
代
大
宮
司
宗
像
氏
重
。
先
の
「
宗
像
軍
記
」
に
よ
れ
ば
、
前
々
代
の

宗
像
重
俊
の
子
と
あ
る
（「
叔
父
氏
名
ノ
讓
リ
ヲ
受
テ
社
務
ト
ナ
ル
」
と
す
る
）。
代
五
十
五
代
は
宗
像
氏
頼
。 

「
高
向
某
」
同
じ
く
先
の
「
宗
像
軍
記
」
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
「
織
幡
ノ
神
社
」
の
「
神
職
高
向
民
部
」
と

あ
る
。 

「
織
幡
山
神
社
」
宗
像
市
鐘
崎
に
あ
る
織
幡
（
お
り
は
た
）
神
社
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写

真
）
。
宗
像
大
社
境
外
摂
社
で
あ
る
。
画
像
は
南
西
の
宗
像
大
社
（
辺
津
宮
）
と
の
位
置
関
係
が
判
る
よ
う

に
し
て
あ
る
。 

「
延
文
三
年
」
南
朝
正
平
十
三
年
で
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
五
八
年
。 

「
尊
氏
死
せ
し
歲
の
事
」
延
文
三
年
四
月
三
十
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
六
月
七
日
）、
足
利
尊
氏
は
享
年
五
十
四

で
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

「
甲
陽
軍
鑑
」
江
戸
初
期
に
集
成
さ
れ
た
軍
学
書
。
全
二
十
巻
。
甲
斐
の
武
田
晴
信
・
勝
頼
二
代
の
事
績
に

よ
っ
て
、
甲
州
流
軍
法
や
武
士
道
を
説
い
た
も
の
。
異
本
が
多
く
、
作
者
は
諸
説
あ
る
が
、
武
田
家
の
老
臣

高
坂
弾
正
昌
信
の
遺
記
を
元
に
、
春
日
惣
二
郎
・
小
幡

お

ば

た

下
野

し
も
る
け

が
書
き
継
ぎ
、
小
幡
景
憲
が
集
大
成
し
た
と
見

ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
最
古
の
板
本
は
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
の
も
の
。 

「
湯
淺
常
山
の
文
會
雜
記
」
備
前
岡
山
藩
士
で
古
文
辞
学
派
の
儒
学
者
で
荻
生
徂
徠
の
高
弟
服
部
南
郭
の

門
下
で
あ
っ
た
湯
浅
常
山
（
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
～
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
）
が
徂
徠
学
派
の
言
行

を
纏
め
た
随
筆
。
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
宮
田
金
峰
序
。 

 

以
下
の
段
落
は
底
本
で
は
、
さ
ら
に
二
字
下
げ
と
な
り
、
ポ
イ
ン
ト
さ
え
落
ち
て
い
る
。
則
ち
、
補
説
で
あ

る
前
段
の
、
そ
の
ま
た
補
記
の
意
味
合
い
で
あ
る
。
熊
楠
ら
し
い
ダ
ラ
ダ
ラ
で
あ
る
が
、
見
た
目
の
変
化
を
加

え
て
あ
る
だ
け
マ
シ
で
あ
る
。］ 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/960993/57
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/960993/57
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/223
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/223
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/223
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/223
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/223
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/223
https://www.google.com/maps/place/%E7%B9%94%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE(%E5%AE%97%E5%83%8F%E5%A4%A7%E7%A4%BE%E5%A2%83%E5%A4%96%E6%91%82%E7%A4%BE)/@33.8557277,130.5221251,8832m/data=!3m1!1e3!4m12!1m6!3m5!1s0x35422effb0af8599:0x39bafeca460cb066!2z5a6X5YOP5aSn56S-6L665rSl5a6u!8m2!3d33.8310594!4d130.5143997!3m4!1s0x0:0x256bcdf703f81e9!8m2!3d33.887758!4d130.5255818
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/52


 

「
ユ
リ
ツ
セ
ス
」
故
鄕
に
歸
り
て
、
不
在
中
其
妻
「
ペ
ネ
ロ
ペ
」
を
競
望
せ
し
輩
と
、
射
を
試
み
、
勝
て
彼

輩
を
射
殺
せ
し
弓
は
、
無
双
の
射
手
「
ユ
リ
ツ
セ
ス
」
が
手
馴
せ
し
物
也
、
其
事
略
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ほ

ぼ
」。］
射
場
某
が
、
寬
文
中
、
備
前
酒
折
の
社
所
藏
の
、
百
合
若
の
鐵
弓
箭
を
試
し
お
ほ
せ
た
る
に
似
た
り
、

（
和
漢
三
才
圖
會
卷
七
八
）
、「
ユ
リ
ツ
セ
ス
」
の
名
亦
百
合
若
に
近
し
、
奸
人
の
張
本
別
府
と
有
る
は
、
偶

ま
「
ア
ン
チ
ノ
ウ
ス
」
と
「
ペ
ネ
ロ
ペ
」
を
混
じ
違
へ
た
る
や
ら
ん
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ユ
リ
シ
ー
ズ
（
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
）
の
流
離
の
果
て
の
帰
国
の
後
の
話
は
、
ウ
ィ
キ
の

「
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
」
か
ら
引
く
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
、
や
っ
と
故
郷
へ
と
故
国
イ
タ
ケ
ー
に
帰
国
し
て

見
る
と
、『
妻
ペ
ー
ネ
ロ
ペ
ー
に
多
く
の
男
た
ち
が
言
い
寄
り
、
そ
の
求
婚
者
た
ち
は
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
を

も
は
や
亡
き
者
と
し
て
扱
い
、
彼
の
領
地
を
さ
ん
ざ
ん
に
荒
し
て
い
た
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
す
ぐ
に
正
体

を
明
か
す
こ
と
を
せ
ず
、
ア
テ
ー
ナ
ー
の
魔
法
で
み
す
ぼ
ら
し
い
老
人
に
変
身
す
る
と
、
好
き
放
題
に
暴
れ

て
い
た
求
婚
者
た
ち
を
懲
ら
し
め
る
方
法
を
考
え
た
。
ペ
ー
ネ
ロ
ペ
ー
は
夫
の
留
守
の
間
、
な
ん
と
か
貞
操

を
守
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
も
も
う
限
界
だ
と
思
い
、「
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
強
弓
を
使
っ
て
』
十
二
『
の
斧

の
穴
を
一
気
に
射
抜
け
た
者
に
嫁
ぐ
」
と
皆
に
知
ら
せ
た
。
老
人
に
変
身
し
て
い
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
』、

『
こ
れ
を
利
用
し
て
求
婚
者
た
ち
を
罰
し
よ
う
と
考
え
た
』。『
求
婚
者
た
ち
は
矢
を
射
ろ
う
と
す
る
が
、
あ

ま
り
に
も
強
い
弓
だ
っ
た
た
め
、
弦
を
張
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
老
人
に
変
身
し
た
オ
デ

ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
弓
に
弦
を
華
麗
に
張
っ
て
み
せ
、
矢
を
射
て
』
総
て
『
の
斧
の
穴
を
一
気
に
貫
通
さ
せ
た
。

そ
こ
で
正
体
を
現
し
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
そ
の
弓
矢
で
求
婚
者
た
ち
を
皆
殺
し
に
し
た
。
求
婚
者
た
ち

も
武
装
し
て
対
抗
し
よ
う
と
し
た
が
、
歯
が
立
た
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
求
婚
者
た
ち
は
死
に
、
そ
の
魂

は
ヘ
ル
メ
ス
に
導
か
れ
て
冥
界
へ
と
下
っ
て
行
っ
た
』。『
ペ
ー
ネ
ロ
ペ
ー
は
、
最
初
の
う
ち
は
オ
デ
ュ
ッ
セ

ウ
ス
の
こ
と
を
本
物
か
ど
う
か
疑
っ
て
い
た
が
、
彼
が
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
し
か
知
り
え
な
い
こ
と
を
発
言

す
る
と
、
本
物
だ
と
安
心
し
て
泣
き
崩
れ
た
。
こ
う
し
て
、
二
人
は
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
』。 

「
射
場
某
が
、
寬
文
中
」（
一
六
六
一
年
～
一
六
七
三
年
）「
備
前
酒
折
」（
さ
か
を
り
）「
の
社
所
藏
の
、
百

合
若
の
鐵
弓
箭
」（
こ
こ
で
は
「
和
漢
三
才
図
会
」
の
記
載
と
の
対
照
（
後
掲
）
か
ら
「
て
つ
の
ゆ
み
」
と

仮
に
当
て
訓
し
て
お
く
）「
を
試
し
お
ほ
せ
た
る
に
似
た
り
、（
和
漢
三
才
圖
會
卷
七
八
）」「
和
漢
三
才
圖
會
」

の
地
誌
部
の
巻
第
七
十
八
「
備
前
」
の
「
當
國
神
社
佛
閣
名
所
」
の
二
番
目
に
「
酒さ

か

折お
り

の
社 

岡
山
の
石
關

に
在
り
」
と
し
て
挙
げ
て
解
説
し
た
最
後
に
（
原
本
か
ら
訓
読
し
て
示
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

相
傳
ふ
、
百
合

ゆ

り

若わ
か

麿
、
持
つ
所
の
鐡
弓
、
當
社
に
納
む
。
未
だ
然
る
由
來
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
人
、
之
れ
を

引
く
こ
と
能
は
ず
、
以
つ
て
奇
と
爲
す
と
。
而
し
て
寬
文
年
中
、
當
國
武
臣
射
塲

い

ば

の

藤
大
夫
と
い
ふ
者
有
り
、

世
に
鳴
る
。
是
に
於
い
て
、
試
み
に
、
之
れ
を
引
き
、
難
し
と
爲
さ
ず
、
且
つ
、
之
れ
を
挽
き
折
り
納
む
と

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%87%E3%83%A5%E3%83%83%E3%82%BB%E3%82%A6%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%87%E3%83%A5%E3%83%83%E3%82%BB%E3%82%A6%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%87%E3%83%A5%E3%83%83%E3%82%BB%E3%82%A6%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%87%E3%83%A5%E3%83%83%E3%82%BB%E3%82%A6%E3%82%B9


云
々
。 

 
 

 
＊ 

こ
の
「
酒
折
社
」
は
現
在
の
岡
山
県
岡
山
市
北
区
石
関
町
に
あ
る
岡
山
神
社
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
大
朏

お

お

で

東
華

と

う

か

（
人
物
不
詳
）
の
随
筆
「
斉
諧

せ
い
か
い

俗
談

ぞ
く
だ
ん

」（
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
刊
）
の
巻
之
三
に
も
以
下
の
よ
う
に
あ

る
（
吉
川
弘
文
館
随
筆
大
成
版
を
参
考
に
、
漢
字
を
恣
意
的
に
正
字
化
し
、
読
み
を
総
て
推
定
で
歴
史
的
仮

名
遣
で
示
し
た
）
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

〇
百
合
若
丸
之
弓

ゆ

り

わ

か

ま

る

の

ゆ

み 

備
前
國
赤
坂
郡
酒
折
石
上

さ
か
を
り
い
し
が
み

の
社
に
、
百
合
稚
丸

ゆ

り

わ

か

ま

る

の
鉄て

つ

弓ゆ
み

あ
り
。
人
、
是
を
ひ
く
こ
と
あ
た
は
ず
。
し
か
る
に
、

寬
文
年
中
、
當
國
の
武
臣
射
場

い

ば

藤と
う

太
夫

だ

い

ふ

と
い
ふ
人
、
世
に
聞

き
こ
え

し
强
弓

が
う
き
ゆ
う

な
り
。
こ
の
人
、
試
に
か
の
弓
を
引ひ

き

て
難な

ん

と
せ
ず
。
終つ

ひ

に
此
弓
を
引ひ

き

折を
り

て
納
む
と
云い

へ

り
。 

 
 

 

＊ 

「
ア
ン
チ
ノ
ウ
ス
」
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
愛
人
と
し
て
寵
愛
を
受
け
た
夭
折
し
た
青
年
ア
ン
テ

ィ
ノ
ウ
ス
（A

n
tin

o
u
s 

一
一
一
年
～
一
三
〇
年
）
の
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
浮
か
ば
な
い
。
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」

（
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
）
の
物
語
に
近
似
音
の
名
前
は
見
出
せ
な
い
。 

 

以
下
、
底
本
で
は
再
び
一
字
下
げ
に
戻
る
。］ 

  

但
し
南
蠻
人
の
名
は
、
必
し
も
歐
洲
人
に
限
ら
ず
、
歐
人
初
て
來
た
り
し
よ
り
百
五
十
餘
年
前
、
南
亞
細

亞
の
囘
敎
國
民
、
若
狹
に
著
せ
し
等
の
例
、
渡
邊
世
祐
氏
の
室
町
時
代
史
三
二
〇―

二
三
頁
に
見
え
た
り
、

采
覽
異
言
卷
三
に
、
明
の
章
潢
の
回
々
館
の
記
を
引
き
、
如
占
城
日
本
眞
臘
瓜
哇
滿
刺
加
諸
國
、
皆
習
回
回

敎
、
遇
有
進
貢
番
文
、
亦
屬
本
館
代
譯
と
云
り
、
囘
々
敎
國
な
ら
ぬ
日
本
の
假
字
書
も
、
都
合
上
回
々
館
に

て
扱
し
と
見
え
（
大
英
類
典
二
二
卷
六
五
九
頁
に
、
日
本
を
囘
敎
國
と
せ
り
、
四
年
前
三
月
二
日
の
「
ノ
ー

ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ス
」
に
、
予
一
書
を
投
じ
、
其
出
所
を
問
し
も
、
今
迄
答
る
者
無
し
、
件
の
明
人
の

記
抔
に
據
る
誤
傳
な
ら
ん
か
）、
允
澎
入
唐
記
、
享
德
二
年
十
月
十
三
日
、
南
蠻
瓜
哇
國
人
百
餘
人
、
在
館

求
通
信
於
日
本
と
あ
れ
ば
、
邦
人
當
時
、
海
外
で
回
敎
民
と
交
り
し
を
知
る
べ
し
、
爾
前
囘
敎
勃
興
し
て
、

亜
剌
伯
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ア
ラ
ビ
ア
じ
ん
」。］
全
盛
の
時
、
古
希
臘
羅
馬
の
文
字
、
歐
州
に
亡
て
、

彼
輩
に
保
存
さ
れ
た
り
て
ふ
程
な
れ
ば
、
邦
人
海
外
に
赴
き
て
回
敎
民
よ
り
傳
へ
た
る
、
古
歐
洲
の
物
語

少
々
に
は
非
じ
、
棚
守
房
顯
手
記
に
、
百
合
若
の
父
公
光
の
篳
篥
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
ち
り
き
」。］、
嚴

島
に
存
す
と
云
ひ
、
鹽
尻
、
帝
國
書
院
刊
本
、
上
卷
六
六
四
頁
に
、
百
合
若
、
豐
後
國
船
居
に
傳
る
故
事
な

り
と
て
、
之
に
關
せ
る
遺
蹟
を
列
ね
、
紫
の
一
本
に
肥
後
に
百
合
若
塚
あ
り
、
土
人
云
、
百
合
若
は
賤
き
者

也
、
世
に
大
臣
と
云
、
大
人
也
、
大
太
と
も
云
、
大
人
に
て
、
大
力
有
て
强
弓
を
引
き
、
能
く
礫
を
打
つ
、

今
大
太
ぼ
つ
ち
と
は
、
百
合
若
の
事
也
、
ぼ
つ
ち
と
は
礫
の
事
也
と
ぞ
と
云
り
、（
四
十
一
年
四
月
十
五
日

https://www.google.com/maps/place/%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.6221257,133.9336193,11.42z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x3554063af4f33e59:0xfbceddde3bd82608!2z44CSNzAwLTA4MTMg5bKh5bGx55yM5bKh5bGx5biC5YyX5Yy655-z6Zai55S6!3b1!8m2!3d34.6669967!4d133.9320541!3m4!1s0x3554063a511864d9:0xca8c42c7ab07bb2b!8m2!3d34.6677537!4d133.9313731


の
東
洋
學
藝
雜
誌
、
予
の
「
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ウ
シ
の
足
跡
」
參
看
）
、
是
れ
等
は
、
本
邦
固
よ
り
斯
る
巨
人
の

俚
傳
有
し
に
、
後
世
百
合
若
の
名
を
附
會
し
、
隨
て
遺
物
遺
跡
抔
と
故
事
付
け
た
る
に
や
、
松
屋
筆
記
、
卷

九
三
、
豐
後
國
志
に
、
百
合
若
は
、
大
分
君
稚
臣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
ほ
き
だ
の
き
み
わ
か
お
み
」。
］

が
事
、
是
れ
天
武
紀
に
見
た
る
勇
士
、
豐
後
大
分
郡
の
人
也
と
云
る
も
、
其
名
よ
り
臆
測
し
た
る
牽
强
ら
し

く
思
は
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
途
中
の
「
抔
」
が
二
箇
所
「
杯
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
初
出
・「
選
集
」
で
訂
し
た
。

ま
た
、「
囘
」「
回
」
が
混
用
さ
れ
て
い
る
の
は
マ
マ
で
あ
る
（
初
出
は
総
て
「
回
」）。 

「
渡
邊
世
祐
氏
の
室
町
時
代
史
三
二
〇―
二
三
頁
に
見
え
た
り
」
こ
れ
は
既
に
注
し
た
早
稲
田
大
学
出
版

部
か
ら
刊
の
時
代
別
に
分
割
さ
れ
た
歴
史
叢
書
「
大
日
本
時
代
史
」（
「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」
の
同
書

の
検
索
結
果
ペ
ー
ジ
の
こ
ち
ら
を
参
照
）
の
一
冊
。
原
本
は
、
後
の
大
正
期
の
版
で
は
あ
る
が
、
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
全
巻
が
読
め
、
こ
こ
で
熊
楠
が
示
す
の
は
こ
れ
。
著
者
は
日

本
史
学
者
渡
辺
世
祐
（
よ
す
け 

明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
～
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
：
山
口
県
生
ま

れ
。
明
治
大
学
・
國
學
院
大
學
教
授
。
文
学
博
士
）。
し
か
し
、
こ
の
ペ
ー
ジ
数
は
誤
り
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
（
大
正
版
が
初
版
と
同
ペ
ー
ジ
と
し
て
で
、
初
版
の
版
組
み
は
ズ
レ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
）
。「
二
五
二
」

ペ
ー
ジ
か
ら
「
二
五
三
」
ペ
ー
ジ
の
「
第
二
編 

室
町
全
盛
時
代 

第
七
章 
室
町
盛
世
の
外
交
」
の
一
番
最

後
の
「
第
六
節 

琉
球
及
び
諸
外
國
と
の
交
通
」
の
「
第
二 

外
國
と
の
交
通
」
の
内
容
が
ま
さ
に
そ
れ
だ
か

ら
で
あ
る
（
こ
の
ペ
ー
ジ
数
は
「
選
集
」
版
も
変
わ
ら
な
い
）。
そ
の
「
二
五
五
」
ペ
ー
ジ
の
後
ろ
か
ら
六
行

目
の
段
落
に
、 

 
 

 

＊ 

か
く
南
北
朝
の
末
よ
り
亞
剌
比
亞
人
と
思
は
る
ゝ
人
既
に
歸
化
せ
り
。
こ
れ
幸
に
大
乘
院
雜
事
記
の
あ
る
あ

り
て
其
名
を
知
る
と
雖
ど
も
他
に
中
國
及
び
鎭
西
地
方
に
も
此
等
と
類
似
の
人
も
亦
歸
化
せ
し
な
ら
ん
も
記

錄
な
け
れ
ば
知
り
難
し
。
又
若
狹
守
護
職
次
第
【
群
書
類
從
に
あ
り
】
に
も
「
應
永
十
五
年
十
一
月
十
八
日
大

風
に
那
珂
湊
濱
へ
打
上
ら
れ
て
南
蠻
船
破
損
之
間
同
十
六
年
に
船
新
造
。
同
十
月
十
一
日
出
濱
あ
り
て
渡
唐

了
」
と
あ
り
、
又
若
狹
國
税
所
今
富
名
領
主
代
々
次
第
【
類
集
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
中
に
收
む
】
に

も
此
事
を
一
層
詳
細
に
書
け
り
、
乃
ち
同
十
五
年
六
月
二
十
二
日
に
南
蕃
船
着
岸
。
帝
王
御
名
亞
烈
進
卿
。
蕃

使
使
臣
【
間
丸
本
阿
】
彼
帝
よ
り
日
本
の
國
王
へ
の
進
物
等
生
象
一
匹
【
黑
】
、
山
馬
一
雙
、
鸚
鵡
二
對
、
其

外
色
々
。
彼
船
同
十
一
月
十
八
日
大
風
に
て
中
湊
濱
へ
打
上
げ
ら
れ
て
破
損
云
々
」
と
あ
り
。
こ
の
南
蠻
の
王

名
及
び
進
貢
物
に
付
き
考
ふ
る
も
こ
の
本
國
は
印
度
若
く
は
馬
來
半
島
近
傍
に
あ
り
し
な
ら
ん
。
而
し
て
こ

の
南
蠻
の
國
王
よ
り
使
聘
を
我
邦
に
致
せ
し
な
り
。
而
し
て
其
使
船
は
行
路
を
誤
り
て
若
狹
に
嫡
せ
し
な
り
。

元
來
南
蠻
と
は
西
洋
人
の
東
洋
に
渡
來
せ
る
者
を
稱
し
て
云
ひ
し
な
れ
ど
も
こ
の
頃
其
意
味
は
博
げ
ら
れ
南

洋
印
度
若
く
は
西
洋
人
に
對
し
て
も
一
般
に
南
蠻
人
と
稱
せ
し
な
り
。
こ
の
南
蠻
船
の
來
航
に
付
き
考
ふ
る

に
亞
細
亞
の
一
王
は
日
本
と
交
通
す
る
事
を
望
み
し
な
り
、
乃
ち
こ
れ
外
國
人
が
貿
易
を
日
本
に
求
め
ん
と

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja
https://iss.ndl.go.jp/books?any=%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2&op_id=1
https://iss.ndl.go.jp/books?any=%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2&op_id=1
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%97%A9%E7%A8%B2%E7%94%B0%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%87%BA%E7%89%88%E9%83%A8%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%97%A9%E7%A8%B2%E7%94%B0%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%87%BA%E7%89%88%E9%83%A8%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%99%82%E4%BB%A3%E5%8F%B2%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/770060
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/770060/152
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/770060/152
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/770060/150
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/770060/150
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/770060/152


せ
し
事
な
り
。
斯
る
時
勢
な
れ
ば
當
時
ヒ
シ
リ
な
ど
ゝ
同
じ
く
漂
流
船
若
く
は
貿
易
船
に
て
我
國
に
渡
來
せ

し
外
國
人
尙
ほ
多
い
か
り
し
な
ら
ん
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
熊
楠
は
指
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
ヒ
シ
リ
」
と
い
う
の
は
「
靈
知
り
」
な
ど
と
当
て
て
怪
し

げ
な
説
明
を
し
て
い
る
記
事
が
多
い
が
、
サ
イ
ト
「
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
」
の
こ
ち
ら
の
、
小
村
不
仁
男
氏
著
の

日
「
本
イ
ス
ラ
ー
ム
史
・
戦
前
、
戦
中
歴
史
の
流
れ
の
中
に
活
躍
し
た
日
本
人
ム
ス
リ
ム
達
の
群
像
」（
昭
和

六
三
（
一
九
八
八
）
年
・
東
京
・
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
友
好
連
盟
刊
）
の
「
第
三
章 

室
町
時
代
」
に
、
ま
さ
に

以
上
に
事
件
を
記
し
た
「
ア
ラ
ビ
ア
人
と
国
際
結
婚
し
た
京
の
女
性
」
を
始
め
と
し
て
、「
ア
ラ
ビ
ア
商
船
と

琉
球
列
島
」・「
京
に
伝
わ
る
七
百
六
十
余
年
昔
の
イ
ラ
ン
文
の
古
書
」・
「
真
言
宗
の
大
本
山
に
イ
ス
ラ
ム
の

秘
宝
が
」
と
標
題
す
る
記
事
が
続
き
、
そ
の
一
番
最
後
に
、「
六
百
年
昔
に
京
で
日
本
人
女
性
と
国
際
結
婚
し

た
ア
ラ
ブ
人
第
一
号
」
と
あ
っ
て
、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

今
か
ら
約
六
百
年
も
昔
に
京
都
の
ど
真
中
に
ひ
と
り
の
ア
ラ
ピ
ア
人
が
住
ん
で
い
た
。
場
所
は
三
条
坊
門
烏

丸
で
、
現
在
の
中
京
区
御
地
烏
丸
付
近
に
あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
京
都
市
役
所
か
ら
南
へ
万
百
メ
ー
ト
ル
あ
る

か
な
い
か
の
近
距
離
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
室
町
初
期
の
将
軍
足
利
義
満
の
頃
の
こ
と
で
、
そ
の
名
は
ヒ
シ
リ

と
一
般
に
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
京
都
五
山
の
一
つ
で
あ
る
相
国
寺
の
僧
絶
海
中
津
ら
が
留
学
先
の
中
国
（
明
）

か
ら
京
へ
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
永
和
二
年
（
二
二
七
六
）
の
ご
と
く
南
北
両
朝
の
対
立
抗
争
の
さ

中
で
あ
っ
た
。 

彼
は
日
本
に
入
国
後
に
摂
津
の
楠
葉
つ
ま
り
今
の
大
阪
府
下
枚
方
市
樽
葉
在
の
一
日
本
婦
人
と
結
婚
し
て
二

兎
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
児
」
或
い
は
「
男
」
の
誤
り
か
。］
を
も
う
け
た
。
長
男
は
ム
ス
ル
と
呼
ば
れ
い
わ
ゆ

る
日
ア
混
血
児
で
あ
る
。
こ
の
ム
ス
ル
と
は
ム
ス
リ
ム
か
あ
る
い
は
ア
ル
・
マ
ウ
シ
ル
の
転
化
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

さ
て
、
ム
ス
ル
は
そ
の
後
母
方
の
姓
を
採
っ
て
楠
葉
入
道
西
忍
と
名
乗
り
、
次
男
は
民
部
卿
入
道
と
呼
ん
だ
。

次
男
に
は
子
供
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
長
男
の
ム
ス
ル
に
は
三
人
の
男
児
が
出
生
し
た
。 

ム
ス
ル
は
義
満
の
次
の
四
代
将
軍
義
持
に
重
用
さ
れ
た
。
彼
が
海
外
事
情
と
り
わ
け
明
の
国
情
に
詳
し
く
そ

の
上
に
航
海
術
に
精
通
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
三
十
六
本
の
を
き
以
来
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
意
味
不
明
。

「
三
十
六
歳
の
と
き
」
か
。］
再
三
に
わ
た
り
父
ヒ
シ
リ
ゆ
か
り
の
明
の
国
に
渡
航
し
て
足
利
幕
府
の
海
外
通

商
貿
易
の
今
く
い
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
で
い
う
」
か
。］
顧
問
の
よ
う
な
役
職
に
就
任
し
て
い
た
。 

彼
は
義
持
将
軍
の
没
後
隠
退
し
て
か
ら
は
大
和
（
奈
良
県
）
の
古
市
に
転
居
し
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）

に
、
九
十
三
才
の
天
寿
を
全
う
し
て
長
逝
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
は
「
大
乗
除
寺
社
雑
事
記
」
と
い

う
史
料
に
所
載
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
の
摘
記
で
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

http://islamjp.com/culture/isuramu_shi_01_03.html


と
あ
っ
た
の
で
氷
解
し
た
。 

「
采
覽
異
言
」（
さ
い
ら
ん
い
げ
ん
）
は
新
井
白
石
が
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
に
布
教
の
た
め
に
来
日
し

た
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
シ
ド
ッ
チ
（G

io
v
an

n
i B

attista S
id

o
tti

（S
id

o
ti

） 

一
六
六
八
年

～
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
十
一
月
二
十
七
日
：
牢
死
）
を
尋
問
し
て
得
た
知
識
な
ど
を
基
に
著
わ
さ
れ
た

日
本
最
初
の
組
織
的
世
界
地
理
書
。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
「
坤
輿
万
国
全
図
」
や
、
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図

な
ど
の
多
く
の
資
料
を
用
い
、
各
州
名
国
の
地
理
を
説
明
し
な
が
ら
、
所
説
に
典
拠
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

全
巻
を
通
じ
、
世
界
各
地
の
地
名
、
そ
の
他
の
地
理
的
称
呼
を
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
漢
訳
に
倣
い
、「
歐
羅

巴
（
エ
ウ
ロ
パ
）」（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
巻
之
一
）・「
利
非
亞
（
リ
ビ
ア
）
」（
ア
フ
リ
カ
・
巻
之
二
）・「
亞
細
亞

（
ア
ジ
ア
）（
巻
之
三
・
上
下
）・
南
亞
墨
利
加
（
ソ
イ
デ
ア
メ
リ
カ
）（
南
ア
メ
リ
カ
・
巻
之
四
）・
北
亞
墨

利
加
（
ノ
オ
ル
ト
ア
メ
リ
カ
）（
北
ア
メ
リ
カ
・
巻
之
五
）
の
順
に
、
世
界
各
国
の
地
理
が
漢
文
で
書
か
れ

た
も
の
。
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
の
成
稿
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
加
筆
が
続
け
ら
れ
、
享
保
一
〇
（
一
七

二
五
）
年
に
最
終
的
に
完
成
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
江
戸
後
期
の
写
本
で
同

巻
が
見
ら
れ
る
が
、
二
度
ざ
っ
と
見
た
が
、
こ
の
文
字
列
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

「
章
潢
」（
一
五
二
七
年
～
一
六
〇
八
年
）
は
明
代
の
学
者
。
江
西
南
昌
生
ま
れ
。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
友

人
で
も
あ
っ
た
。 

「
回
々
館
の
記
」
章
潢
が
一
五
七
七
年
に
完
成
さ
せ
た
類
書
（
百
科
事
典
）「
圖
書
編
」（
全
百
二
十
七
巻
。

二
百
十
一
種
の
書
か
ら
資
料
を
採
り
、
多
く
の
図
を
挿
入
し
て
記
事
の
理
解
を
助
け
、
天
地
・
自
然
・
人
事

の
全
般
を
系
統
立
て
て
要
領
よ
く
述
べ
た
も
の
。
明
代
史
研
究
の
重
要
史
料
と
さ
れ
て
お
り
、
西
洋
学
の
学

習
に
も
焦
点
を
当
て
て
い
る
）
の
中
の
「
回
回
館
」
の
記
載
で
あ
ろ
う
。
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
で

『「
圖
書
編
」
卷
五
十
一
至
卷
五
十
二
』
の
「
回
回
館
」
が
読
め
る
が
（
非
常
に
長
い
）、
そ
の
冒
頭
に
（
漢

字
の
一
部
を
変
更
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

回
回
左
西
域
地
與
天
方
國
鄰
其
先
卽
點
德
那
國
王
謨
罕
慕
德
生
而
神
靈
臣
服
西
城
諸
國
職
國
尊
爲
別
諳
援

爾
華
言
天
使
也
國
中
有
佛
經
內
十
藏
几
三
千
八
百
餘
卷
書
筵
策
草
精
西
洋
諸
國
皆
用
之
隋
開
皇
中
國
人
攝

吟
八
轍
阿
的
幹
葛
思
始
傳
敎
入
中
璽
本
朝
宣
穗
中
國
王
遣
人
隨
天
方
國
朝
貢
由
肅
州
入
至
今
或
三
年
五
年

一
貢
其
地
有
城
池
宮
室
田
園
市
肆
大
類
江
淮
間
寒
署
應
候
民
物
蕃
感
亦
有
陰
陽
星
應
醫
藥
音
樂
諸
採
藝
人

俗
重
殺
非
同
類
殺
不
食
不
食
豕
肉
其
附
近
諸
國
如
土
魯
番
天
方
塞
馮
爾
堪
舊
隷
本
館
諄
審
此
外
如
占
城
日

本
眞
臘
爪
吐
滿
刺
加
諸
國
皆
習
回
回
教
遇
有
進
貢
番
文
亦
屬
本
館
代
譯 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
最
後
の
部
分
が
、
熊
楠
の
引
く
も
の
と
一
致
す
る
。
な
お
、「
回
々
記
」
と
熊
楠
は
記
す
が
、「
々
」

は
漢
字
で
は
な
く
、
日
本
で
勝
手
に
作
っ
た
繰
り
返
し
記
号
で
あ
っ
て
、
中
国
で
は
通
じ
な
い
（
但
し
、
近

年
、
逆
輸
入
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
）。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2575532?tocOpened=1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2575532?tocOpened=1
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=107053#%E5%9B%9E%E5%9B%9E%E9%A4%A8
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=107053#%E5%9B%9E%E5%9B%9E%E9%A4%A8


「
如
占
城
日
本
眞
臘
瓜
哇
滿
刺
加
諸
國
、
皆
習
回
回
敎
、
遇
有
進
貢
番
文
、
亦
屬
本
館
代
譯
」
訓
読
し
て
お

く
。 

 
 

 

＊ 

占
城

チ
ヤ
ン
パ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
チ
ャ
ン
パ
王
国
。
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
存
在
し
た
チ
ャ
ム
族
の
国
家
。］・
日

本
・
眞
臘
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
。］・
瓜
哇
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ジ
ャ
ワ
。
］・
滿
刺
加
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
マ
ラ
フ
カ
」。
マ
ラ
ッ
カ
王
国
。
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
し
た
マ
レ
ー
半
島
と
ス
マ
ト
ラ
半
島
に
跨

る
地
域
に
あ
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
国
。
］
諸
國
、
皆
、
回
回
敎
を
習
ふ
。
進
貢
の
番
文
有
る
に
遇
へ
ば
、
亦
、

本
館
に
屬

し
よ
く

し
て
代
譯
せ
し
む
。 

 
 

 

＊ 

「
番
文
」「
蠻
（
蕃
）
文
」
で
異
国
人
の
言
語
で
書
か
れ
た
貢
物
の
添
え
状
。 

「
大
英
類
典
」
英
語
の
百
科
事
典
と
し
て
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
ブ
リ
タ
ニ

カ
」（E

n
cyclo

p
ed

ia
 B

rita
n
n
ica

）
の
こ
と
。
初
版
は
一
七
六
八
年
刊
行
。
二
〇
一
〇
年
度
版
を
以
っ
て
紙

ベ
ー
ス
の
出
版
は
終
了
し
オ
ン
ラ
イ
ン
版
の
み
と
な
っ
た
。 

『
四
年
前
三
月
二
日
の
「
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ス
」
に
、
予
一
書
を
投
じ
、
其
出
所
を
問
し
』「
四

年
前
」
は
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
。「
二
日
」
は
底
本
で
は
「
廿
日
」
で
初
出
も
「
廿
日
」
で
あ
る
が
、

「
選
集
」
は
『
二
日
』
と
し
、「
二
日
」
が
正
し
い
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。「In

tern
et arch

ive

」
の
当
該

の
「N

o
te

s a
n

d
 q

u
e
rie

s

」
を
見
ら
れ
た
い
。
右
ペ
ー
ジ
の
右
の
欄
の
一
番
最
後
の
投
稿
で
あ
る
。
こ
の
回
の

発
行
は
三
月
二
日
で
あ
る
（
当
該
ペ
ー
ジ
の
上
部
欄
外
ヘ
ッ
ダ
ー
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
見
ら
れ
た
い
）。 

「
允
澎
入
唐
記
」
室
町
時
代
の
臨
済
僧
東
洋
允
澎

と
う
よ
う
い
ん
ぽ
う

（
？
～
享
徳
三
（
一
四
五
四
）
年
：
絶
海
中
津

ち
ゅ
う
し
ん

の
法
を

嗣
ぎ
、
京
の
天
竜
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
室
町
幕
府
の
遣
明
（
け
ん
み
ん
）
正
使
と
し
て
享
徳
二
年
に
渡
中

し
、
任
務
を
果
た
し
た
が
、
帰
国
の
途
中
の
享
徳
三
年
五
月
二
十
一
日(

一
説
に
十
二
月
二
十
八
日)

に
病
死

し
た
）
に
同
行
し
た
笑
雲
瑞
訢

し
ょ
う
う
ん
ず
い
き
ん

に
よ
る
「
允
澎
入
唐

に
っ
と
う

記
」。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

「
続
史
籍
集
覧
」
第
一
冊
で
活
字
化
さ
れ
て
い
る
（
日
録
）。
当
該
条
は
こ
こ
（
右
ペ
ー
ジ
八
行
目
）。 

「
享
德
二
年
十
月
十
三
日
、
南
蠻
瓜
哇
國
人
百
餘
人
、
在
館
求
通
信
於
日
本
」
訓
読
す
る
と
、「
享
德
二
年

十
月
十
三
日
、
南
蠻
の
瓜
哇

ジ

ヤ

ワ

國
の
人
百
餘
人
、
館
に
在
り
て
、
通
信
を
日
本
に
求
む
。」。 

「
爾
前
」「
に
ぜ
ん
」。
「
に
」
は
「
爾
」
の
呉
音
。
そ
れ
以
前
。「
じ
ぜ
ん
」
と
呼
ん
で
も
構
わ
な
い
。 

「
棚
守
房
顯
手
記
」
野
坂
（
棚た

な

守も
り

）
房ふ

さ

顕あ
き

（
明
応
四
（
一
四
九
五
）
年
～
天
正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
：
厳

島
神
社
の
神
官
で
、
厳
島
神
社
大
宮
の
宝
蔵
を
管
理
す
る
「
棚
守
職
」
を
世
襲
す
る
野
坂
氏
の
出
身
で
あ
る

が
、
職
名
か
ら
棚
守
房
顕
の
名
で
知
ら
れ
る
。
大
内
義
隆
や
毛
利
元
就
ら
の
御
師

お

し

と
な
り
、
厳
島
神
社
再
興

に
尽
力
し
た
）
が
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
三
月
に
嫡
男
元
行
へ
の
置
文

お
き
ぶ
み

（
一
族
や
子
孫
に
対
し
て
現
在
及

び
将
来
に
亙
っ
て
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
書
き
記
し
た
中
世
日
本
の
文
書
。
近
世
以
後
の
遺
言
の
原
型
と
さ

れ
る
）
様
の
も
の
と
し
て
書
い
た
「
棚
守
房
顕
覚
書
」
の
こ
と
。
サ
イ
ト
「
宮
島
観
光
旅
行
ま
と
め
ブ
ロ
グ
」

https://archive.org/details/s10notesqueries07londuoft/page/166/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries07londuoft/page/166/mode/2up
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920226/260
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920226/260
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920226/269
https://miya-jima.net/


の
「
棚
守
房
顕
覚
書
（
資
料
）
」
の
「
棚
守
房
顕
覚
書1

3
9

 

野
坂
家
家
宝
の
こ
と
」
に
（
そ
こ
に
載
る
原

文
の
漢
字
を
恣
意
的
に
正
字
化
し
、
句
読
点
・
記
号
を
変
更
・
追
加
し
た
。
読
み
は
推
定
で
私
が
補
っ
た
も

の
で
あ
る
）、 

 
 

 

＊ 

一
、
當
社
家
、
奉
行
を
存
ず
る
上
は
、
何
と
候
て
も
、
名
を
殘
し
度た

き
故
、「
ゆ
り
若
殿
」
の
御
父
德
大
寺

公
光

き
ん
み
つ

の
篳
篥

ひ
ち
り
き

、
野
間
家
斷
絕
に
付
き
、
房
顯
、
も
と
め
、
野
間
家
の
家
書
・
目
錄
と
と
も
に
、
寳
藏
に
納
め

を
く
。
又
、
橫
萩
大
臣
の
姬
君
、
中
將
姬
の
繪
掛
け
物
、
阿
彌
陀
三
尊
栴
檀
は
棚
守
の
内
儀
寳
藏
へ
納
め
る
。 

將は
た

又ま
た

、
天
王
寺
の
伶
人
蔦
ノ
坊
、
岡
兵
部
小
輔

を
か
の
ひ
や
う
ぶ
し
や
う
す
け

の
父
、
薗
式
部

そ
の
の
し
き
ぶ

、
東
儀
因
幡
守
、
細
々

さ
い
さ
い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
懇
ろ
に
」
の
意
で
と
っ
て
お
く
。］、
下
向
あ
り
。 

然
る
處
に
、
京
一

き
や
う
い
ち

の
琴
な
れ
ば
、「
法
華
」
と
名
づ
く
る
を
、
銀
子
五
百
文
に
も
と
め
下
す
。
當
社
、
末
世

の
調
法
な
り
。
佐
々
木
の
「
綱
切
り
」
と
傳
ふ
「
あ
を
の
太
刀
」、
野
坂
家
の
重
代
た
り
。
神
領
一
亂
の
砌

み
ぎ
り

、

棚
守
が
手
に
渡
る
。
社
家
の
事
な
れ
ば
、
寳
藏
に
納
め
る
。
末
代
の
事
な
り
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。『
「
ゆ
り
若
殿
」
の
御
父
德
大
寺
公
光
』
は
ウ
ィ
キ
の
「
百
合
若
大
臣
」
に
よ
れ
ば
、
百
合
若
の
父

は
「
幸
若
舞
」
で
は
『
嵯
峨
朝
の
左
大
臣
「
公
満
（
き
ん
み
つ
）」
』
と
し
、
注
に
『
説
経
正
本
に
は
、
父
親

が
「
四
条
公
満
」
で
、
百
合
若
の
元
服
名
は
「
公
行
（
き
ん
ゆ
き
）」
と
見
え
る
』
と
あ
る
。
し
か
し
徳
大

寺
家
・
四
条
家
に
も
「
公
光
」「
公
満
」
の
人
物
は
見
え
な
い
。 

「
鹽
尻
」
江
戸
中
期
の
随
筆
。
天
野
信
景

さ
だ
か
げ

著
。
現
在
の
通
行
本
は
門
人
堀
田
六
林

ほ
っ
た
り
く
り
ん

が
考
訂
し
た
百
巻
本
で
、

原
書
は
一
千
巻
近
く
あ
っ
た
と
い
う
さ
れ
る
が
、
多
く
は
散
逸
し
た
。
大
部
で
あ
り
、
且
つ
、
近
世
随
筆
の

中
で
は
時
代
が
早
い
こ
と
か
ら
、
世
に
広
く
知
ら
れ
る
。
信
景
は
名
古
屋
藩
士
で
、
本
書
は
、
元
禄
（
一
六

八
八
年
～
一
七
〇
四
年
）
か
ら
享
保
（
一
七
一
六
年
～
一
七
三
六
年
）
に
か
け
て
、
彼
が
諸
書
か
ら
記
事
を

抜
粋
し
、
自
身
の
意
見
を
記
し
た
も
の
。
対
象
事
物
は
歴
史
・
伝
記
・
地
誌
・
言
語
・
文
学
・
制
度
・
宗
教
・

芸
能
・
自
然
・
教
育
・
風
俗
な
ど
、
多
岐
に
亙
っ
て
お
り
、
挿
絵
も
あ
る
。
私
は
吉
川
弘
文
館
随
筆
大
成
版

（
全
六
冊
）
を
、
兎
部
屋
の
書
庫
に
は
置
き
よ
う
が
な
い
な
と
、
買
い
そ
び
れ
て
し
ま
い
、
持
っ
て
い
な
い
。 

「
帝
國
書
院
刊
本
、
上
卷
六
六
四
頁
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の
こ
こ
（
右
ペ

ー
ジ
上
段
中
央
か
ら
）
で
原
本
を
視
認
出
来
る
。
以
下
に
電
子
化
す
る
。
句
読
点
・
記
号
と
、
推
定
で
濁
点

を
打
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

○
世
に
い
ふ
百
合
若
【
或
は
大
臣
と
稱
す
。】、
豐
後
國
船
居
に
傳
ふ
る
故
事
也
。
百
合
若
塚
は
船
居
の
萬
山

萬
壽
興
禪
寺
に
あ
り
。
二
十
餘
年
前
、
揚
宗
和
尙
の
時
、
塚
を
發
く
。
石
棺
の
内
、
立
る
白
骨
、
一
具
あ
り
。

亦
、
古
刀
一
柄
、
朽
の
こ
り
し
。
領
主
も
見
ら
れ
し
。
命
し
て
、
元
の
ご
と
く
、
埋
み
て
祀
ら
れ
し
と
な
ん

【
此
說
、
百
合
若
は
、
淡
海
公
の
三
男
參
議
、
宇
合
一
に
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
意
味
不
明
。］「
島
養
」
と

https://miya-jima.net/page/385.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BE%E5%90%88%E8%8B%A5%E5%A4%A7%E8%87%A3
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991406/338
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991406/338


稱
せ
し
、
此
人
な
り
、
と
。
さ
れ
ど
も
、
據
あ
る
古
書
を
見
は
べ
ら
ず
。
】
百
合
若
の
女
を
萬
壽
と
い
ふ
。

鄕
の
「

菖
シ
ヤ
ウ
ブ

が
池
」
に
沈
み
し
後
、
寺
を
建
て
、
菖
山
萬
壽
寺
と
號
す
。
百
合
若
が
奸
臣
別
府
太
郞
・
同
次

郞
が
塚
と
て
別
府
村
に
あ
り
。
高
サ

二
、
三
尺
と
ぞ
。
百
合
若
あ
ひ
せ
し
鷹
を
「
綠
丸
」
と
い
ひ
し
。
州
の

鷹
尾
村
よ
り
出
し
と
い
ふ
。
今
、
猶
、
よ
き
鷹
を
產
す
と
い
へ
り
。
凡
、
百
合
若
の
事
、
九
國
風
土
の
説
に

し
て
、
昔
し
、
其
人
有
し
と
聞
ゆ
。
さ
れ
ど
、
古
記
・
實
錄
、
所
見
な
き
に
や
。
上
野
國
妙
義
山
に
百
合
若

の
故
を
か
た
る
も
、
い
ぶ
か
し
。
浦
島
が
事
は
、「
丹
後
風
土
記
」
に
見
へ
し
を
、
信
濃
國
寢
覺
に
も
い
ふ

が
ご
と
し
。 

 
 

 

＊ 

「
紫
の
一
本
」（
む
ら
さ
き
の
ひ
と
も
と
）
は
江
戸
前
期
の
歌
学
者
戸
田
茂
睡

と

だ

も

す

い

（
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年

～
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
：
駿
府
城
内
生
ま
れ
）
の
仮
名
草
子
。
江
戸
地
誌
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら
、
文

学
的
な
要
素
も
強
い
。
成
立
は
天
和
年
間
（
一
六
八
一
年
～
一
六
八
四
年
）
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
当

該
部
は
巻
下
の
「
橋
」
の
「
だ
い
だ
橋
」。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
戸
田
茂
睡
全

集
」（
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
国
書
刊
行
会
刊
）
の
当
該
箇
所
で
視
認
し
て
電
子
化
す
る
。
一
部
に
記
号
・

読
点
を
追
加
し
、
句
点
へ
の
変
更
も
行
っ
た
。
一
部
に
読
み
を
推
定
で
附
し
た
。
編
者
注
の
割
注
も
再
現
し

た
（
傍
点
は
編
者
が
注
の
た
め
に
打
っ
た
も
の
で
あ
る
）。 

 
 

 

＊ 

「
だ
い
た
橋
」。「
だ
い
た
ぼ
つ
ち
」
が
掛か

け

た
る
橋
の
よ
し
、
云い

ひ

傳
ふ
る
。
四
ツ

谷
新
町
の
先
、
笹
塚
の
手
前

な
り
。
肥
後
国
八
代
領
の
内
に
「
百
合
若
塚
」
と
云
あ
り
。
塚
の
上
に
大
木
あ
り
。
所
の
者
云

い
は
く

、「
百
合
若

は
賤

い
や
し

き
者
な
り
。
大
臣
と
云
は
大
人

だ
い
じ
ん

な
り
。『
大
太

だ

い

た

』
と
も
云い

ひ

、
大
人

お
ほ
ひ
と

に
て
、
大
力

だ
い
り
き

あ
り
て
、
强つ

よ

弓ゆ
み

を
引
き
、

よ
く
礫

つ
ぶ
て

を
打
つ
。
今
、『
大
太
ぼ
つ
ち
』
と
云
は
、
百
合
若
の
事
、
『
ぼ
つ
ち
』
と
は
「
礫
」
の
事
な
り
」

と
ぞ
。
一
と
せ
、
大
風
に
て
、
右
の
塚
の
上
の
大
木
、
た
ふ
れ
て
、
（
塚
【
正
本
ア
リ
】
、）
崩

く
ず
れ

た
る
中
に
、

石
の
「
か
ら
う
と
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
屍
櫃
」（
か
ら
う
と
（
か
ろ
う
と
）
）
。「
か
ら
ひ
つ
」
の
音
変
化
。

「
か
ろ
う
ど
」
と
も
呼
ぶ
。
遺
骨
を
納
め
る
棺
。
］
有
り
。
内
を
見
る
に
、
常
の
人
の
首
四
つ
・
五
つ
合
せ

た
る
程
の
首
、
有
り
。
不
思
議
を
立た

て

て
、
見
る
内
に
、
雪ゆ

き

霜し
も

の
ご
と
く
、
消
失

き

え

う

せ
ぬ
。
依
ㇾ
之

こ
れ
に
よ
り
て

、
大
き
成
る

卒
塔
婆
を
た
て
、
右
の
樣
子
を
書
付

か
き
つ
け

て
、
塚
の
上
に
立た

つ

る
。
其
卒
塔
婆
、
今
に
あ
り
と
ぞ
。
百
合
若
の
事
、

筑
紫
人

つ
く
し
び
と

に
て
、
玄
海
が
島
に
於ヽ

（
正
本
ナ
シ
）
て
鬼
を
平

た
ひ
ら

ぐ
る
事
、
百
合
若
の
舞
に
見
え
た
り
。
然
る
に
、

奥
州
の
「
島
の
内
」
に
「
百
合
若
島
」
と
云
あ
り
て
、「
み
ど
り
丸
」
と
云い

ふ

鷹
の
事
ま
で
、
慥

た
し
か

に
あ
る
島
あ

り
、
と
ぞ
。
又
、
上
州
妙
義
山
の
道
に
も
、「
百
合
若
の
足
跡
」・「
矢
の
跡
」
と
て
あ
り
、
此
外
に
も
、「
大

太
ぼ
つ
ち
」
が
足
跡
・
力
業

ち
か
ら
わ
ざ

の
跡
、
爰
か
し
こ
に
あ
り
。 

 
 

 

＊ 

『
四
十
一
年
四
月
十
五
日
の
東
洋
學
藝
雜
誌
、
予
の
「
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ウ
シ
の
足
跡
」
』。「
南
方
熊
楠 

小
兒

と
魔
除 

（
３
）」
で
既
出
既
注
。
そ
こ
の
私
の
注
と
、
そ
こ
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/945799/143
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/945799/143
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-c4993d.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-c4993d.html


「
松
屋
筆
記
」
江
戸
後
期
の
国
学
者
小
山
田
与
清

と
も
き
よ

の
手
に
な
る
辞
書
風
随
筆
。
全
百
二
十
巻
。
文
化
一
二
（
一

八
一
五
）
年
頃
よ
り
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
頃
に
か
け
て
の
筆
録
で
、
諸
書
に
見
え
る
語
句
を
選
び
、
寓

目
し
た
書
の
一
節
を
抄
出
し
つ
つ
、
考
証
・
解
釈
を
加
え
た
も
の
。
そ
の
採
録
語
句
は
約
一
万
に
も
及
び
、

国
語
学
・
国
文
学
・
有
職
故
実
・
民
俗
な
ど
に
関
す
る
著
者
の
博
識
ぶ
り
が
窺
え
る
。
現
存
は
八
十
四
巻
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
国
書
刊
行
会
刊
の
こ
ち
ら
で
視
認
出
来
る
。
電
子
化
す
る
。 

 
 

 

＊ 

（
五
）
百
合

ユ

リ

若ワ
カ 

百
合
若
草
子
に
見
え
た
る
百
合
若
大
臣
い
ま
だ
さ
だ
か
な
ら
ず
豐
後
國
志
に
大
分
君
稚ワ

カ

臣オ
ミ

が
事
也
と
い
へ
り
大
分
君
雅
臣
は
天
武
紀
に
見
え
た
る
勇
士
に
て
豐
後
大
分
郡
の
人
也 

 
 

 

＊ 

熊
楠
は
こ
れ
を
「
其
名
よ
り
臆
測
し
た
る
牽
强
ら
し
く
思
は
る
」
と
退
け
て
い
る
の
で
、「
豐
後
國
志
」
や

「
大
分
君
稚ワ

カ

臣オ
ミ

」（「
選
集
」
は
こ
れ
に
『
お
お
き
だ
の
き
み
わ
か
み
』
と
ル
ビ
す
る
が
、
従
わ
な
い
）
や
「
天

武
紀
」
は
注
し
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。
］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
よ
り
、
底
本
で
は
、
字
下
げ
の
附
記
内
容
の
二
段
を
終
え
て
、
本
文
に
戻
っ
て
、

新
た
に
行
最
上
部
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。］ 

 

次
に
、
古
話
の
同
似
せ
る
も
の
の
記
錄
、
東
洋
が
西
洋
よ
り
古
き
二
三
の
例
を
擧
げ
ん
に
、
一
五
二
五
年
頃

初
め
て
刊
行
さ
れ
、
殘
缺
本
の
み
現
存
せ
る
英
文`A

 H
u
n
d
red

 M
erry
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ales`
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1
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4

）
に
云
く
、「
昔
し
倫
敦
に
畫
工
有
り
、
若
き
艷
妻
を
持
る
が
、
用
有
て
旅
す
る
に
臨
み
、
豫
て
其

妻
の
心
底
を
疑
ひ
け
れ
ば
、
其
腹
に
羊
を
畫
き
、
己
が
歸
り
來
る
ま
で
、
消
失
ぬ
樣
注
意
せ
よ
と
命
じ
て
出

行
き
ぬ
、
不
在
中
に
、
未
だ
妻
を
持
ざ
る
好
色
の
若
き
商
人
來
り
、
畫
工
の
妻
を
說
き
落
し
、
屢
ば
室
に
入

て
之
と
婬
す
、
會
し
畢
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
わ
い
し
を
は
り
て
」。
交
接
を
終
わ
っ
て
。］
女
の
腹
に

復
た
羊
を
畫
き
け
る
、
夫
在
外
一
年
許
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ば
か
り
」］
し
て
歸
り
來
り
、
妻
と
同
床
し
、

件
の
所
を
覽
て
大
に
驚
き
言
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
は
く
」。］
、
豫
が
汝
の
腹
に
畫
け
る
は
角
無
き
羊
な

り
し
に
、
今
此
羊
に
二
角
あ
り
、
必
定
予
の
不
在
中
不
貞
の
行
ひ
ぞ
有
つ
ら
め
と
、
是
に
於
て
妻
夫
に
向
ひ

短
く
」
と
有
て
、
下
文
缺
け
た
り
、
友
人
「
エ
ー
、
コ
リ
ン
グ
ウ
ツ
ド
、
リ
ー
」
氏
、
予
の
囑
托
に
應
じ
、

此
話
に
似
た
る
伊
佛
獨
諸
國
の
譚
を
聚
め
、
報
じ
來
り
し
を
見
る
に
、
何
れ
も
十
六
世
紀
よ
り
古
き
は
無
し
、

然
る
に
、
西
曆
十
三
世
紀
に
筆
せ
る
、
無
住
の
砂
石
集
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
七
卷
、
六
章
に
、
此

話
有
る
の
み
な
ら
ず
、
其
前
後
の
結
構
、
歐
州
の
諸
話
に
比
し
て
一
層
詳
細
な
り
、
惟
ふ
に
根
本
は
小
乘
佛

典
よ
り
出
し
な
ら
ん
、
予
目
下
多
忙
に
て
、
藏
經
を
調
査
す
る
暇
無
け
れ
ば
、
姑
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し

ば
ら
く
」。］
無
住
の
所
筆
を
引
ん
に
云
ふ
、「
遠
江
國
、
池
田
の
邊
に
庄
官
有
り
け
り
、
彼
妻
極
め
た
る
嫉

妬
心
の
者
に
て
、
男
を
取
詰
め
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に
も
差
出
さ
ず
、
所
の
地
頭
代
、
鎌
倉
よ
り
上
り
て
、
池

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/993267/19
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/53
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/53


田
の
宿
に
て
遊
け
る
に
、
見
參
の
爲
宿
へ
行
か
ん
と
す
る
を
、
例
の
許
さ
ず
云
々
、
如
何
見
參
せ
ざ
ら
ん
、

許
せ
と
言
ふ
に
、
去
ば
印
を
附
ん
迚
、
陰
れ
た
る
所
に
、
す
り
粉
を
塗
り
て
け
り
、
扨
宿
へ
行
ぬ
、
地
頭
皆

子
細
知
て
、
い
み
じ
く
女
房
に
許
さ
れ
て
お
は
し
た
り
、
遊
女
呼
で
遊
で
給
へ
と
云
に
、
人
に
も
似
ぬ
者
に

て
、
六
か
し
く
候
、
し
か
も
符
を
付
け
ら
れ
て
候
と
云
て
、
云
々
と
語
り
け
れ
ば
、
冠
者
原
に
見
せ
て
、
本

の
如
く
塗
可
し
と
て
、
遊
で
後
、
本
の
樣
に
違
へ
ず
、
摺
粉
を
塗
て
家
へ
歸
り
ぬ
、
妻
云
々
、
摺
粉
を
こ
そ

げ
て
甞
め
て
見
て
、
さ
れ
ば
こ
そ
し
て
け
り
、
我
摺
粉
に
は
鹽
を
加
へ
た
る
に
、
是
は
鹽
が
無
き
と
て
、
引

伏
せ
て
縛
り
け
り
、
心
深
き
餘
り
に
疎
ま
し
く
覺
え
て
、
頓
て
打
ち
捨
て
鎌
倉
へ
下
り
け
り
、
近
き
事
也
、

舊
き
物
語
り
に
、
或
男
他
行
の
時
、
間
男
持
る
妻
を
符
附
ん
迚
、
隱
れ
た
る
所
に
牛
を
描
て
け
り
、
去
程
に
、

ま
め
男
の
來
る
に
、
斯
る
事
な
ん
有
と
語
け
れ
ば
、
我
も
繪
は
か
け
ば
描
く
べ
し
と
て
、
去
ば
能
々
ま
み
て
、

元
の
如
く
も
描
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ゑ
が
か
で
」。］
、
實
の
男
は
臥
る
牛
を
描
る
に
、
間
男
は
立
る
牛
を

描
き
て
け
り
、
扨
夫
歸
で
見
て
、
去
ば
こ
そ
、
間
男
の
所
爲
に
こ
そ
、
我
描
る
牛
は
臥
る
牛
な
る
に
、
是
は

立
る
牛
な
り
と
叱
り
け
れ
ば
、
哀
れ
や
み
給
へ
、
臥
る
牛
は
一
生
臥
る
か
と
云
け
れ
ば
、
さ
も
あ
ら
ん
迚
許

し
つ
、
男
の
心
は
淺
く
大
樣
な
る
習
ひ
に
や
、
嗚
呼
が
ま
し
き
方
も
有
れ
ど
も
、
情
量
の
淺
き
方
は
、
罪
も

淺
く
や
、
池
田
の
女
人
に
は
事
の
外
似
ざ
り
け
り
」
委
細
は
、
予
の 
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に
、
蘇
格
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」。］
の
古
語
出
づ
、
云
く
、
富
る
老
翁
、
多
く
の
子
成
長
し
た
る
に
畑
地
を
分

與
た
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
わ
け
あ
た
へ
た
り
」。］
、
老
妻
死
し
け
れ
ば
財
產
を
悉
諸
子
に
分
ち
、
自
ら
巡

廻
し
て
諸
子
の
家
に
客
た
り
、
諸
子
父
を
倦
厭
し
、
之
を
除
き
去
ん
と
謀
る
、
老
翁
大
に
悲
し
み
、
道
傍
に

哭
く
を
見
て
、
舊
友
一
人
問
て
其
故
を
知
り
、
伴
て
自
家
に
置
き
、
黃
金
一
鉢
を
授
け
、
云
々
せ
よ
と
敎
ゆ
、

翁
其
言
に
從
ひ
、
諸
子
寺
へ
詣
で
、
孫
共
が
留
て
塚
上
に
遊
べ
る
所
へ
往
き
、
日
向
で
大
石
上
に
黃
金
を
擴

げ
出
し
、
呟
て
言
く
、「
噫
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
あ
」。］
黃
金
、
汝
は
久
く
蓄
へ
ら
れ
て
、
黴
が
生
へ
さ

う
だ
、
ど
り
や
日
に
乾
し
て
や
ら
う
」
と
、
孫
共
塚
に
上
り
之
を
窺
ひ
、
走
り
來
て
問
ふ
、「
ぢ
い
さ
ま
何

ぢ
や
」
と
、
翁
應
ふ
ら
く
、「
お
前
等
の
構
ふ
事
で
無
い
、
こ
ら
こ
ら
觸
れ
ち
あ
い
け
ね
ー
」
と
、
言
終
り

て
黃
金
を
大
袋
に
盛
り
、
舊
友
の
許
へ
去
る
、
諸
子
寺
よ
り
還
て
、
孫
の
報
告
に
接
し
、
何
と
か
老
翁
の
金

を
得
ん
と
、
爭
て
機
嫌
を
取
る
事
甚
だ
勉
む
、
老
翁
又
友
の
訓
え
に
由
て
、
小
作
り
な
頑
丈
な
箱
を
造
り
、

常
に
隨
身
し
て
步
く
、
皆
々
そ
の
何
た
る
や
を
尋
ぬ
る
每
に
翁
唯
「
此
箱
を
開
く
時
が
來
た
ら
自
ら
知
れ
る
」

と
答
る
の
み
、
扨
兒
孫
の
追
從
一
方
な
ら
ぬ
中
に
、
老
翁
沒
し
け
れ
ば
、
一
族
爭
ひ
飭
り
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
か
ざ
り
て
」。］、
善
美
を
盡
せ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
儘
せ
る
」
で
あ
る
が
、
初
出
で
訂
し

た
。］
葬
式
濟
ま
し
て
後
、
相
會
し
て
其
箱
を
開
き
見
れ
ば
、
茶
碗
の
破
片
と
、
石
數
塊
と
、
長
柄
の
槌
有

る
の
み
、
一
同
宛
込
み
大
外
れ
乍
ら
、
槌
の
頭
の
銘
を
讀
む
に
、 

 
 

 
 

こ
の
槌
は
、
子
に
分
け
盡
し
、
鵜
の
毛
だ
に
、 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja


 
 

 
 

 
 

 
 

 

身
に
添
え
ぬ
馬
鹿
の
、
頭
を
ぞ
打
つ
、 

「
ゴ
ム
」
氏
い
わ
く
、
こ
の
話
馬
鹿
氣
た
り
と
雖
も
、
次
の
史
實
を
包
存
せ
り
、（
一
）
古
え
諸
國
に
、
地

面
持
ち
の
子
供
長
ず
る
時
、
各
に
地
面
を
分
與
し
、
子
供
別
れ
住
み
親
は
僅
に
一
小
地
片
を
自
有
す
る
風
有

し
事
、（
二
）
父
老
ゆ
れ
ば
、
財
產
を
擧
て
子
に
讓
る
風
有
し
事
、（
三
）
昔
し
此
話
の
本
國
（
蘇
格
蘭
）
に

は
、
同
源
の
諸
家
一
團
に
群
立
し
、
近
傍
の
畑
地
を
、
諸
家
通
じ
て
共
に
耕
せ
る
風
有
し
故
に
、
老
翁
產
を

子
供
に
分
ち
悉
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
く
し
」。］、
巡
廻
し
て
諸
子
に
客
た
り
し
と
言
ふ
也
、（
四
）
古

え
歐
州
の
或
部
に
、
人
老
れ
ば
子
に
打
殺
さ
る
俗
あ
り
し
等
是
也
と
、
熊
楠
按
ず
る
に
、
史
記
陸
賈
傳
に
、

呂
后
擅
政
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
せ
ん
せ
い
」。

恣
ほ
し
い
ま
ま

に
政
治
を
執
る
こ
と
。
］
の
際
、
陸
生
、
自
度
不
能
爭

之
、
乃
病
免
家
居
、
以
好
畤
田
地
善
、
可
以
家
焉
、
有
五
男
、
廼
出
所
使
越
得
橐
中
裝
、
賣
千
金
、
分
其
子
、

子
二
百
金
、
令
爲
生
產
、
陸
生
常
安
車
驢
馬
、
從
歌
舞
鼓
琴
瑟
侍
者
十
人
、
寶
劒
直
百
金
、
謂
其
子
曰
、
與

汝
約
、
過
汝
、
汝
給
吾
人
馬
酒
食
、
極
欲
十
日
而
更
、
所
死
家
、
得
寶
劍
車
騎
侍
從
者
、
一
歲
中
、
往
來
過

他
客
、
率
不
過
再
三
過
、
數
見
不
鮮
、
無
久
慁
公
爲
也
、
予
は
是
れ
史
實
な
る
か
小
說
な
る
か
を
知
ら
ず
、

又
決
し
て
、
俄
に
、
蘇
格
蘭
の
古
話
が
、
支
那
の
陸
賈
傳
に
基
く
と
斷
ぜ
ず
と
雖
も
、
子
が
成
長
し
て
親
を

厭
ふ
の
情
狀
を
敍
せ
る
此
類
の
記
錄
は
、
東
洋
が
西
洋
よ
り
早
く
、
而
し
て
老
父
を
槌
殺
せ
し
風
習
の
痕
跡

だ
に
留
め
ざ
る
支
那
の
德
化
が
、
迥
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
る
か
に
」。］
北
歐
よ
り
古
く
進
め
る
を
認

む
（
予
の`T

h
e
 N

eg
lected

 O
ld

 F
ath

er: C
h
in

ese P
arallel,` N

o
tes an

d
 Q

u
eries, A

u
g
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0
, 1

9
1
0

, p
.1

4
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に

出
）
又
伊
國
の
大
文
豪
「
ボ
ツ
カ
チ
オ
」
の
「
デ
カ
メ
ロ
ン
」、
第
七
日
第
九
譚
に
、
淫
婦
「
リ
ヂ
ア
」
、
老

夫
の
氣
力
乏
し
き
を
嘆
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
こ
ち
」。］、
美
少
年
「
ピ
ロ
」
に
懸
想
し
、
幽
情
勃
動
、

病
ん
で
死
せ
ん
と
す
る
の
狀
を
通
じ
け
る
に
、
男
三
難
題
を
出
し
、
夫
人
能
く
悉
く
之
を
成
就
せ
ば
、
戀
を

叶
ふ
べ
し
と
答
ふ
、
其
第
三
の
難
題
は
、
夫
人
須
く
其
夫
の
齒
を
拔
き
、
吾
に
贈
る
べ
し
と
あ
り
、
是
於
、

「
リ
ヂ
ア
」
計
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
か
り
て
」。］、
兩
侍
童
に
訓
ゆ
ら
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
し

ゆ
ら
く
」。］
、
主
翁
汝
等
の
口
臭
を
忌
む
、
汝
等
給
侍
す
る
每
に
、
顏
を
橫
向
け
よ
と
、
兩
童
然
く
せ
し
か

ば
夫
之
を
怪
し
む
、
夫
人
進
で
說
て
言
く
、
君
の
齒
朽
ち
臭
甚
き
故
也
と
、
輒
ち
爲
に
其
齒
を
拔
き
、
情
人

に
遣
る
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
で
読
点
を
補
っ
た
。
］「
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
」
氏
此
類
の
譚
を
集
め
し
に
、

歐
州
に
十
二
世
紀
よ
り
前
に
之
を
記
せ
し
者
無
し
、（W

. A
. C

lo
u
sto

n
, ̀

P
o
p
u
lar T

ales an
d

 F
ictio

n
s,` 1

8
8
7

, 

v
o
l.ii, p

.4
4
4
 S

eq
q

.; A
. C

. L
ee, `T

h
e D

ecam
ero

n
, its S

o
u
rces an

d
 A

n
alo

g
u
es,` 1

9
0

9
, p

.2
3
1

 S
eq

q
.

）
し

か
る
に
、
予
、
韓
非
子
（
西
曆
紀
元
前
三
世
紀
の
作
）
卷
十
に
、
是
に
似
た
る
話
有
る
を
見
出
せ
り
、
云
く
、

荆
王
所
愛
妾
、
有
鄭
袖
者
、
荆
王
新
得
美
女
、
鄭
袖
因
敎
之
曰
、
王
甚
喜
人
之
掩
口
也
、
爲
近
王
、
必
掩
口
、

美
女
入
見
近
王
、
因
掩
口
、
王
問
其
故
、
鄭
袖
曰
、
此
固
言
、
惡
王
之
臭
、
及
王
與
鄭
袖
美
女
三
人
坐
、
袖

因
先
誡
御
者
曰
、
王
適
有
言
、
必
亟
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
丞
」
で
あ
る
が
、「
韓
非
子
」
原
本
で

訂
し
た
。
ま
た
、
次
に
く
る
読
点
位
置
も
不
全
な
の
で
訂
し
た
。］
聽
從
王
言
、
美
女
前
近
王
、
甚
數
掩
口
、

王
勃
然
怒
曰
、
劓
之
、
御
因
揄
刀
而
劓
美
人
、
因
て
之
を
譯
し
、N

o
tes an

d
 Q

u
eries, D

ec.2
4
, 1

9
0
4
, p

. 5
0
5
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に
揭
げ
し
に
、「
リ
ー
」
氏
評
し
て
、
是
れ
此
類
の
諸
譚
中
最
も
古
き
者
た
り
、
古
話
の
學
す
る
者
、
一
齊

に
南
方
氏
の
發
見
を
感
謝
す
べ
し
と
言
れ
た
る
は
、
不
慮
の
過
賞
予
慙
汗
三
斗
た
ら
ざ
る
を
得
ん
や
（A

. C
. 

L
e
e, `T

h
e E

n
v
ied

 F
av

o
rite,` N

. &
 Q

., Jan
. 2

8
, 1

9
0
5
, p

p
.7

1
-7

3
 

を
見
よ
）、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
五
二
五
年
」
本
邦
で
は
大
永
五
年
で
戦
国
時
代
真
っ
只
中
。 

「`A
 H

u
n
d
red

 M
erry

 T
ales`

（e
d
. H

azlitt, L
o
n
d
o
n
, 1

8
8
1
,p

p
. 1

2
3

-1
2
4

）」
著
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・

書
誌
学
者
・
作
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ル
ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W

illiam
 C

arew
 H

azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九

一
三
年
）。
底
本
で
は
ペ
ー
ジ
が
「p

p
. 2

3
-4

」
と
な
っ
て
い
る
が
、
初
出
と
「
選
集
」
で
訂
し
た
。
そ
れ
ら

し
き
原
本
を
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
が
、
し
か
し
、
孰
れ
の
ペ
ー
ジ
に
も
そ
れ
ら
し
い
内
容
が
書
か
れ
て
い
な

い
。
不
審
。 

「
エ
ー
、
コ
リ
ン
グ
ウ
ツ
ド
、
リ
ー
」「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
20
：
蟾
蜍
）
」
に
「A

. C
. 

L
e
e, `T

h
e D

ecam
ero

n
 its S

o
u
rces an

d
 A

n
alo

g
u
es, 1

9
0
9
, p

.1
3
9

」（「
デ
カ
メ
ロ
ン
の
原
拠
と
類
譚
」
か
）

と
出
た
著
者
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ー
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
・
リ
ー
（A

lfred
 C

o
llin

g
w

o
o

d
 L

ee

）
で
あ
ろ
う
（
詳

細
事
績
未
詳
）。 

「
砂
石
集
」「
沙
石
集
」（
し
ゃ
せ
き
し
ゅ
う
）
が
正
し
い
。
鎌
倉
時
代
の
仏
教
説
話
集
。
全
十
巻
。
無
住
一

円
著
。
弘
安
六
（
一
二
八
三
）
年
成
立
（
原
本
は
カ
タ
カ
ナ
漢
字
交
り
）。
当
該
話
は
、
第
七
の
「
六 

嫉

妬
の
心
無
き
人
の
事
」。
但
し
、
こ
れ
は
複
数
話
か
ら
成
る
オ
ム
ニ
バ
ス
構
成
で
、
そ
の
中
の
二
篇
で
あ
る
。

所
持
す
る
一
九
四
三
年
岩
波
文
庫
刊
筑
土
鈴
寛
校
訂
本
か
ら
引
く
。
句
読
点
を
追
加
し
、
段
落
を
成
形
し
た
。

底
本
は
一
部
が
伏
字
に
な
っ
て
い
る
の
で
（
呆
れ
か
え
る
ほ
ど
馬
鹿
々
々
し
い
戦
時
下
の
自
主
規
制
コ
ー

ド
の
仕
儀
で
あ
る
）
、
所
持
す
る
岩
波
の
古
典
文
学
大
系
本
の
「
拾
遺
」
で
補
っ
た
。
話
の
変
わ
る
箇
所
に

「
＋
」
を
挿
入
し
て
お
い
た
。 

 
 

 

＊ 

 

遠
江
國
、
池
田
の
邊

ほ
と
り

に
、
庄
官
あ
り
け
り
。
か
の
妻
、
き
は
め
た
る
嫉
妬
心
の
者
に
て
、
男
を
と
り
つ

め
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
異
常
に
思
い
入
れ
て
。］、
あ
か
ら
さ
ま
に
も
さ
し
出
だ
さ
ず
。 

 

所
の
地
頭
代
、
鐮
倉
よ
り
上
り
て
、
池
田
の
宿
に
て
遊
び
け
る
に
、 

「
見
參
の
た
め
、
宿
へ
行
か
ん
。」 

と
す
る
を
、
例
の
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
例
の
通
り
」
の
意
。］、
ゆ
る
さ
ず
。 

「
地
頭
代
、
知
音
な
り
け
れ
ば
、
い
か
が
見
參
せ
ざ
ら
ん
。
許
せ
。
」 

と
言
ふ
に
、 

「
さ
ら
ば
、
し
る
し
を
つ
け
ん
。」 

と
、
か
く
れ
た
る
所
に
す
り
粉こ

を
塗
り
て
け
り
。 

 

さ
て
、
宿
へ
ゆ
き
ぬ
。
地
頭
、
み
な
、
子
細
知
り
て
、 

「
い
み
じ
く
女
房
に
許
さ
れ
て
お
は
し
た
り
。
遊
女
呼
び
て
、
遊
び
給
へ
。」 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-bc26c6.html


と
言
ふ
に
、 

「
人
に
も
似
ぬ
者
に
て
、
む
つ
か
し
く
候
ふ
。
し
か
も
、
符

し
る
し

付
け
ら
れ
て
候
ふ
。」 

と
言
う
て
、 

「
し
か
じ
か
。」 

と
語
り
け
れ
ば
、 

「
冠
者
ば
ら
に
見
せ
て
、
本
の
ご
と
く
、
塗
る
べ
し
。」 

と
て
、
遊
び
て
後
、
も
と
の
樣
に
た
が
へ
ず
摺す

り

粉
を
塗
り
て
、
家
へ
歸
り
ぬ
。 

 

妻
、 

「
い
で
い
で
、
見
ん
。」 

と
て
、
摺
粉
を
こ
そ
げ
て
、
な
め
て
み
て
、 

「
さ
れ
ば
こ
そ
。
し
て
け
り
。
わ
が
摺
粉
に
は
、
塩
を
く
は
へ
た
る
に
、
こ
れ
は
、
鹽
が
、
な
き
。」 

と
て
、
ひ
き
ふ
せ
て
し
ば
り
け
り
。 

 

心
深
さ
、
あ
ま
り
に
う
と
ま
し
く
覺
え
て
、
頓や

が

て
う
ち
捨
て
て
、
鎌
倉
へ
下
り
に
け
り
。 

 

近
き
こ
と
な
り
。 

 
 

 

＋ 

 

舊
き
物
語
に
、
あ
る
男
、
他
行
の
時
、
ま
を
と
こ
持
て
る
妻
を
、 

「
し
る
し
つ
け
ん
。」 

と
て
、
か
く
れ
た
る
所
に
、
牛
を
か
き
て
け
り
。 

 

さ
る
ほ
ど
に
、
ま
め
男
の
來
た
る
に
、 

「
か
か
る
事
な
ん
、
あ
り
。」 

と
語
り
け
れ
ば
、 

「
わ
れ
も
繪
は
か
け
ば
、
か
く
べ
し
。」
と
て
、
さ
ら
ば
、
能
々
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
よ
く
よ
く
」。］
見
て
、

も
と
の
ご
と
く
も
か
か
で
、
實
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
こ
と
」。］
の
男
は
、
ふ
せ
る
牛
を
か
け
る
に
、
ま

を
と
こ
は
、
立
て
る
牛
を
か
き
て
け
り
。 

 

さ
て
、
夫
、
歸
り
て
、
見
て
、 

「
さ
れ
ば
こ
そ
、
ま
を
と
こ
の
所
爲
に
こ
そ
。
わ
が
か
け
る
牛
は
ふ
せ
る
牛
な
る
に
、
こ
れ
は
、
た
て
る
牛

な
り
。」 

と
し
か
り
け
れ
ば
、 

「
あ
は
れ
、
や
み
給
へ
。
ふ
せ
る
牛
は
、
一
生
、
ふ
せ
る
か
。
」 

と
言
ひ
け
れ
ば
、 

「
さ
も
あ
る
ら
ん
。」 

と
て
、
ゆ
る
し
つ
。 



 
男
の
心
は
、
あ
さ
く
、
お
ほ
や
う
な
る
な
ら
ひ
に
や
。
を
こ
が
ま
し
き
か
た
も
あ
れ
ど
も
、
情
量
の
あ
さ

き
か
た
は
、
つ
み
も
あ
さ
く
や
。 

 

池
田
の
女
人
に
は
、
事
の
ほ
か
に
、
似
ざ
り
け
り
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
す
り
粉
」（
摺
り
粉
）
は
、
米
を
擂
り
鉢
で
擦
り
砕
い
て
粉
に
し
た
も
の
で
、
湯
で
溶
い
て
乳
児
に

母
乳
の
代
わ
り
と
し
て
与
え
た
。
後
の
江
戸
時
代
に
は
火
に
か
け
て
汁し

る

飴あ
め

を
加
え
て
甘
味
を
つ
け
て
吸
わ

せ
た
り
も
し
た
。「
人
に
も
似
ぬ
者
に
て
」
と
は
妻
の
妬
心
が
尋
常
で
な
い
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
い
で
い
で
」
は
感
動
詞
。「
さ
あ
！ 
さ
あ
！
」
と
、
異
様
に
せ
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
ひ
き
ふ
せ
て

し
ば
り
け
り
」
と
な
る
と
、
妬
心
の
鬼
と
言
う
よ
り
は
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
性
向
さ
え
窺
え
る
。「
情
量
」
は

仏
教
用
語
で
、「
凡
夫
に
於
け
る
妄
想
的
な
不
全
の
分
別
」
を
指
す
。 

「
惟
ふ
に
根
本
は
小
乘
佛
典
よ
り
出
し
な
ら
ん
」
私
は
忙
し
く
は
な
い
が
、
熊
楠
の
代
わ
り
に
、
こ
の
原
拠

を
探
す
た
め
に
仏
典
を
引
っ
繰
り
返
す
気
は
毛
頭
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
予
の 
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不
詳
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eq
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」
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
民
俗
学
者
ジ

ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ゴ
ム
（G

eo
rg

e L
au

ren
ce G

o
m

m
e 

一
八
五
三
年
～
一
九
一
六
年
）
の
一
九
〇

八
年
の
著
作
「
歴
史
科
学
と
し
て
の
民
間
伝
承
」。
ず
っ
と
後
の
版
だ
が
、「In

tern
et arch

iv
e

」
の
原
本
の

こ
ち
ら
か
ら
読
め
る
。 

「
史
記
陸
賈
傳
に…

…

」「
陸
賈
」（
り
く
か 

生
没
年
未
詳
）
は
前
漢
初
期
の
学
者
・
政
治
家
。
楚
の
人
。

高
祖
劉
邦
に
仕
え
、
天
下
統
一
に
貢
献
し
た
。
著
に
秦
漢
の
興
亡
を
述
べ
た
「
新
語
」
十
二
編
が
あ
る
。
自

然
流
で
訓
読
を
試
み
る
。 

 
 

 

＊ 

 

陸
生
、
自

み
づ
か

ら
之
れ
と
爭
ふ
能
は
ざ
る
を
度は

か

り
て
、
乃

す
な
は

ち
、
病
ひ
も
て
、
免
ぜ
ら
れ
て
、
家
居
す
。

以
お
も
へ
ら

く
、 

「
好
畤

こ

う

し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
旧
県
名
。
現
在
の
咸
陽
市
乾
県
陽
洪
鎮
好
畤
村
一
帯
。
］
の
田
地
、
善よ

け
れ
ば
、

以
つ
て
家
と
す
べ
し
。」 

と
。 

 

五
男
、
有
り
、
廼

す
な
は

ち
、
越え

つ

に
使
ひ
し
て
得
る
所
の
橐
中

た
く
ち
ゆ
う

の
裝

し
や
う

を
出
だ
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
橐
」
は

中
央
に
口
が
あ
っ
て
両
端
に
物
を
入
れ
て
担
ぐ
袋
の
こ
と
。］、
千
金
に
賣
り
て
、
其
の
子
に
分
か
つ
こ
と
、

子
ご
と
に
二
百
金
、
生
產
を
爲
さ
し
む
。
陸
生
、
常
に
安
車
・
驢
馬
も
て
、
歌
舞
し
て
琴
瑟
を
鼓う

つ
侍
者
十

人
を
從
へ
、
寶
劒
は
直

あ
た
ひ

百
金
た
り
。
其
の
子
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、 

「

汝
な
ん
ぢ
ら

と
約
す
。
汝
に
過

た
ち
よ

ら
ば
、
汝
、
吾
が
人
馬
に
酒
食
を
給
せ
。
欲
を
極
む
る
こ
と
、
十
日
に
し
て
、

https://archive.org/details/folkloreasanhis00gommgoog/page/n104/mode/2up
https://archive.org/details/folkloreasanhis00gommgoog/page/n104/mode/2up


更か

へ
ん
。
死
す
る
所
の
家
は
寶
劍
・
車
騎
・
侍
從
の
者
を
得
よ
。
一
歲
の
中う

ち

、
往
來
し
て
他
に
過よ

ぎ

り
て
客
た

ら
ん
と
せ
ば
、
率

お
ほ
む

ね
、
再
三
、
過
ぐ
る
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。

數
し
ば
し
ば

見ま
み

え
ん
は
、
鮮せ

ん

な
ら
ず
。
久
し
く
、
公

き
み
ら

を
慁み

だ

す
こ
と
を
爲
す
は
無
か
ら
ん
。」 

と
。 

 
 

 

＊ 

「
予
の`T

h
e N

eg
lected

 O
ld

 F
ath

er: C
h
in

ese P
arallel,` N

o
tes an

d
 Q

u
eries, A

u
g

. 2
0
, 1

9
1
0
, p

.1
4
5
 

に

出
）」
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
原
本
の
こ
こ
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
が
そ
れ
。
か
な
り
長
い
が
、
幸
い

な
こ
と
に
、
前
に
出
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
昔
話
も
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
電
子
化
す
る
。 

 
 

 

＊ 

   
T

H
E

 N
E

G
L

E
C

T
E

D
 O

L
D

 F
A

T
H

E
R

 : 
 
C

H
IN

E
S

E
 PA

R
A

L
L

E
L

.―
 A

 G
aelic sto

ry
 is q

u
o

ted
 as 

fo
llo

w
s fro

m
 J. F

. C
am

p
b
ell in

 M
r. G

o
m

m
e
`s ` F

o
lk

-lo
re as an

 H
isto

rical S
cien

ce,*
 L

o
n
d
o
n
, n

.d
., p

p
. 

6
7

-8
 : 

 

 
 
 

"T
h
ere w

as a m
an

 at so
m

e tim
e o

r o
th

er w
h
o
 w

as w
ell o

ff, an
d
 h

ad
 m

an
y
 ch

ild
ren

. W
h
en

 th
e fam

ily
 

g
rew

 u
p
 th

e m
an

 g
av

e a w
ell-sto

ck
ed

 farm
 to

 each
 o

f h
is ch

ild
ren

. W
h
en

 th
e m

an
 w

as o
ld

 h
is w

ife 

d
ied

, an
d
 h

e d
iv

id
ed

 all th
at h

e h
ad

 am
o
n
g
st h

is ch
ild

ren
, an

d
 liv

ed
 w

ith
 th

em
, tu

rn
 ab

o
u
t, in

 th
eir 

h
o
u
ses. T

h
e so

n
s g

o
t tired

 o
f h

im
 an

d
 u

n
g
ratefu

l, an
d
 tried

 to
 g

et rid
 o

f h
im

 w
h

en
 h

e cam
e to

 stay
 w

ith
 

th
em

. A
t last an

 o
ld

 frien
d
 fo

u
n
d
 h

im
 sittin

g
 tearfu

l b
y
 th

e w
ay

sid
e, an

d
, learn

in
g

 th
e cau

se o
f h

is 

d
istress, to

o
k
 h

im
 h

o
m

e; th
ere h

e g
av

e h
im

 a b
o
w

l o
f g

o
ld

 an
d
 a le

sso
n
 w

h
ich

 th
e o

ld
 m

an
 learn

ed
 an

d
 

acted
. W

h
en

 all th
e u

n
g
ratefu

l so
n
s an

d
 d

au
g
h
ters h

ad
 g

o
n
e to

 a p
reach

in
g
, th

e o
ld

 m
a
n
 w

en
t to

 a g
reen

 

k
n
o
ll w

h
ere h

is g
ran

d
ch

ild
ren

 w
ere at p

lay, an
d
, p

reten
d
in

g
 to

 h
id

e, h
e tu

rn
ed

 u
p

 a flat h
earth

sto
n
e in

 

an
 o

ld
 stan

ce [ =
 stan

d
in

g
-p

lace], an
d
 w

en
t o

u
t o

f sig
h
t. H

e sp
read

 o
u
t h

is g
o
ld

 o
n
 a b

ig
 sto

n
e in

 th
e 

su
n
lig

h
t, 

an
d
 

h
e 

m
u
ttered

, 
`Y

e 
are 

m
o
u
ld

y, 
y
e 

are 
h
o
ary, 

y
e 

w
ill 

b
e 

b
etter 

fo
r 

th
e 

su
n
.` 

T
h
e 

g
ran

d
ch

ild
ren

 cam
e sn

eak
in

g
 o

v
er th

e k
n
o
ll, an

d
 w

h
en

. th
ey

 h
ad

 seen
 an

d
 h

e
ard

 all th
at th

ey
 w

ere 

in
ten

d
ed

 to
 see an

d
 h

ear, th
ey

 cam
e ru

n
n
in

g
 u

p
 w

ith
, `G

ran
d
fath

er, w
h
at h

av
e y

o
u

 g
o

t th
ere?

` ` T
h
at 

w
h
ich

 co
n
cern

s y
o
u
 n

o
t ; to

u
ch

 it n
o
t,` said

 th
e g

ran
d
fath

er, an
d

 h
e sw

ep
t h

is g
o

ld
 in

to
 a b

ag
 an

d
 to

o
k
 

it h
o
m

e to
 h

is o
ld

 frien
d
. T

h
e g

ran
d
ch

ild
ren

 to
ld

 w
h
at th

ey
 h

ad
 seen

, an
d
 h

en
cefo

rth
 th

e ch
ild

ren
 stro

v
e 

w
h
o
 sh

o
u
ld

 b
e k

in
d
est to

 th
e o

ld
 g

ran
d
fath

er. S
till actin

g
 o

n
 th

e co
u
n

sel o
f h

is sag
acio

u
s o

ld
 ch

u
m

, h
e 

g
o
t a sto

u
t little b

lack
 ch

est m
ad

e, an
d
 carried

 it alw
ay

s w
ith

 h
im

. W
h
en

 an
y
 o

n
e q

u
estio

n
ed

 h
im

 as to
 

its co
n
ten

ts h
is an

sw
er w

as, ` T
h
a
t w

ill b
e k

n
o
w

n
 w

h
en

 th
e ch

est is o
p
en

ed
.` W

h
en

 h
e d

ied
 h

e w
as 

b
u
ried

 w
ith

 g
reat h

o
n
o
u
r an

d
 cerem

o
n
y, an

d
 th

e ch
est w

as o
p
en

ed
 b

y
 th

e ex
p
ectan

t h
eirs. In

 it w
ere 

fo
u
n
a b

ro
k
en

 ; p
o
tsh

erd
s an

d
 b

its o
f slate, an

d
 a lo

n
g
-h

an
d
led

 w
h

ite w
o
o
d
en

 m
allet w

ith
 th

is leg
en

d
 

o
n
 its h

ead
 : 

 

https://archive.org/details/a11notesqueries02londuoft/page/144/mode/2up


 
 
 

 
H

ere is th
e fair m

all 
 

 
 
 

 
T

o
 g

iv
e
 a k

n
o
ck

 o
n
 th

e sk
u
ll 

 

 
 
 

 
T

o
 th

e m
an

 w
h
o
 k

eep
s n

o
 g

ear fo
r h

im
self, 

 

 
 
 

 
B

u
t g

iv
es all to

 h
is b

airn
." 

 

 
 

W
h
eth

er o
r n

o
t it h

as o
n
e an

d
 th

e sam
e o

rig
in

 w
ith

 th
is S

co
ttish

 tale, a C
h

in
ese an

ecd
o
te o

f a sim
ilar 

stam
p
 is related

, w
ith

 all h
is ch

aracteristic e
ag

ern
ess, b

y
 S

ze
-m

a T
sien

, th
e g

reatest h
isto

rian
 C

h
in

a 

h
as ev

er p
ro

d
u
ced

. It o
ccu

rs in
 th

e `L
ife o

f L
u
 K

ia` in
 h

is `S
h
i-k

i,` w
ritten

 c. B
.C

. 9
7

. 
 
It tells u

s h
o
w

 

in
 th

e y
ear 1

9
6
 B

.C
. th

e E
m

p
ero

r H
au

tsu
 sen

t L
u
 K

ia, th
e g

reat literate an
d
 d

ip
lo

m
at, to

 T
ch

a
o
 T

o
, th

e 

self-m
ad

e m
o
n
arch

 o
f N

an
g

-y
u
e, in

 o
rd

er to
 su

b
d
u
e h

im
 w

ith
o
u

t th
e u

se o
f arm

s (fo
r th

e latter`s life 

see G
am

ier, `V
o
y
ag

e d
`E

x
p
lo

ratio
n
 en

 In
d
o

-C
h
in

e,` P
aris, 1

8
7
3
, to

rn
. i. p

. 4
6
9
). T

h
e
 elo

q
u
en

t L
u
 K

ia 

c
o

m
p
letely

 b
ro

u
g
h
t o

v
er T

ch
ao

 T
o
, so

 th
at th

e latter p
resen

ted
 th

e fo
rm

er o
n
 h

is farew
ell w

ith
 a b

ag
 

co
n
tain

in
g
 v

alu
ab

les w
o
rth

 a th
o
u
san

d
 p

ieces o
f g

o
ld

, to
 w

h
ich

 h
e ad

d
ed

 an
o
th

er th
o
u
san

d
 fo

r v
iaticu

m
. 

 

 
 
 

A
fter th

e E
m

p
ero

r H
iao

-h
u
i su

cceed
ed

 h
is fath

er H
au

-tsu
 (B

.C
. 1

9
4

), th
e D

o
w

ag
er-E

m
p
ress L

u
 

w
as h

an
k
erin

g
 to

 m
ak

e k
in

g
s o

f h
er o

w
n
 k

in
d
red

, q
u
ite co

n
trary

 to
 th

e w
ill o

f h
er d

eceased
 h

u
sb

an
d

. 

W
ell k

n
o
w

in
g
 h

is in
co

m
p
eten

ce to
 sto

p
 th

is, L
u
 K

ia p
reten

d
ed

 to
 b

e u
n
w

ell, an
d
 retired

 to
 H

ao
-ch

i, 

th
ere to

 liv
e b

y
 k

eep
in

g
 ex

cellen
t farm

s. 
 

 
 
 

" A
s h

e h
ad

 fiv
e so

n
s," th

e n
arrativ

e co
n
tin

u
es, " h

e to
o
k
 o

u
t o

f th
e b

ag
 th

e v
alu

ab
les T

ch
ao

-T
o
 

h
ad

 g
iv

en
 h

im
, an

d
 so

ld
 th

em
 fo

r o
n
e th

o
u
san

d
 p

ieces o
f g

o
ld

. T
h

e
se h

e d
iv

id
ed

 am
o
n
g
st h

is so
n
s, 

tellin
g
 each

 to
 th

riv
e w

ith
 th

e fu
n
d
 o

f tw
o
 h

u
n
d
red

 p
ieces. L

u
 K

ia p
ro

cu
re

d
 fo

r h
im

self a co
m

fo
rtab

le 

carriag
e d

raw
n
 b

y
 fo

u
r h

o
rses, ten

 atten
d
an

ts, all sk
ilfu

l in
 m

u
sic an

d
 d

an
cin

g
, an

d
 a sw

o
rd

 w
h
ich

 co
st 

h
im

 o
n
e h

u
n
d
red

 g
o
ld

 p
ieces. T

h
en

 h
e sp

o
k
e to

 h
is so

n
s th

u
s: ̀

N
o

w
 I co

v
en

an
t w

ith
 y

o
u
 th

at w
h
en

ev
er 

I co
m

e to
 an

y
 o

n
e o

f y
o
u

, y
o
u
 sh

all su
p
p
ly

 m
e. m

y
 atten

d
an

ts, an
d

 m
y
 h

o
rses, w

ith
 en

o
u
g
h
 o

f fo
o
d

 

an
d
 d

rin
k
, an

d
 I w

ill g
o
 o

ff after en
jo

y
in

g
 th

em
 fo

r ten
 co

n
secu

tiv
e d

ay
s. S

h
o
u
ld

 I h
ap

p
en

 to
 d

ie in
 th

e 

h
o
u
se o

f an
y
 o

n
e o

f y
o
u
, m

y
 sw

o
rd

, m
y
 carriag

e w
ith

 h
o
rses, an

d
 m

y
 atten

d
an

ts, w
ill all fall in

to
 h

is 

p
o
ssessio

n
. B

u
t I w

ill n
o
t v

isit an
y
 o

n
e o

f y
o
u
 m

o
re th

an
 tw

ice o
r th

rice a y
ear, b

ecau
se to

 call o
n
 y

o
u
 

m
o
re freq

u
en

tly
 w

o
u
ld

 m
ak

e y
o
u
 en

tertain
 m

e w
ith

 less w
ill, w

h
ilst a p

ro
lo

n
g

ed
 stay

 in
 o

n
e an

d
 th

e 

sam
e h

o
u
se w

o
u
ld

 in
ev

itab
ly

 b
e fo

llo
w

ed
 b

y
 y

o
u
r g

ettin
g
 tired

 o
f m

e.` …
…

H
e d

ied
 after en

jo
y

in
g
 

lo
n
g
ev

ity." 
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T
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ab
e, K

ii, Jap
an

. 
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機
械
翻
訳
で
も
、
本
文
の
内
容
と
照
ら
し
て
十
二
分
に
理
解
出
来
る
。 



『
「
ボ
ツ
カ
チ
オ
」
の
「
デ
カ
メ
ロ
ン
」、
第
七
日
第
九
譚
』
多
量
の
伏
字
が
あ
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
河
原
万
吉
等
訳
「
デ
カ
メ
ロ
ン
」（
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
潮
文
閣
刊
）
の
こ

こ
か
ら
読
め
る
。 

『
「
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
」
氏
此
類
の
譚
を
集
め
し
に
、
歐
州
に
十
二
世
紀
よ
り
前
に
之
を
記
せ
し
者
無
し
、（W

. 

A
. C

lo
u
sto

n
, `P

o
p
u
lar T

ales an
d
 F

ictio
n
s,` 1

8
8
7
, v

o
l.ii, p

.4
4
4
 S

eq
q
.; A

. C
. L

ee, `T
h
e D

ecam
ero

n
, its 

S
o
u
rces an

d
 A

n
alo

g
u
es,` 1

9
0
9
, p

.2
3
1
 S

eq
q
.

）
』
イ
ギ
リ
ス
の
民
俗
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ

ー
・
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
（W

illiam
 A

lex
an

d
er C

lo
u
sto

n
 

一
八
四
三
年
～
一
八
九
六
年
）。「In

tern
et arch

iv
e

」

の
こ
ち
ら
か
ら
原
本
当
該
部
が
読
め
る
。 

「
韓
非
子
（
西
曆
紀
元
前
三
世
紀
の
作
）
卷
十
に
、
是
に
似
た
る
話
有
る
を
見
出
せ
り
、
云
く…

…

」
自
然

流
で
訓
読
を
試
み
る
。 

 
 

 

＊ 

 

荆
王
が
愛
す
る
所
の
妾せ

う

に
、
鄭て

い

袖し
う

な
る
者
、
有
り
。
荆
王
、
新
た
に
美
女
を
得
た
り
。
鄭
袖
、
因
り
て
之

れ
に
敎
へ
て
曰
は
く
、 

「
王
、
甚
だ
人
の
口
を
掩お

ほ

ふ
を
口
喜
ぶ
な
り
。
爲も

し
、
王
に
近
づ
か
ば
、
必
ず
、
口
を
掩
へ
。」 

と
。 

 

美
女
、
入
り
て
見ま

み

え
、
王
に
近
づ
く
に
、
因
り
て
、
口
を
掩
ふ
。
王
、
其
の
故
を
問
ふ
。
鄭
袖
、
曰
は
く
、 

「
此
れ
、
固も

と

よ
り
言
へ
ら
く
、
王
の
臭く

さ

き
を
惡に

く

む
。」 

と
。
王
、
鄭
袖
と
美
女
と
三
人

み

た

り

坐
ず
る
に
及
び
、
袖
、
因
り
て
、
先
づ
、
御
者

き
よ
し
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
侍
従
。］

を
誡

い
ま
し

め
て
曰
は
く
、 

「
王
、
適

た
ま
た

ま
言げ

ん

有
ら
ば
、
必
ず
亟

す
み
や

か
に
王
が
言
に
聽
從
せ
よ
。」 

と
。
美
女
、
前す

す

み
て
王
に
近
づ
く
に
、
甚
だ
、
數

し
ば
し

ば
、
口
を
掩
ふ
。 

 

王
、
勃
然
と
し
て
怒
り
て
曰
は
く
、 

「
之
れ
、
劓

は
な
ぎ

る
べ
し
。」 

と
。 

 

御ぎ
よ

、
因
り
て
刀
を
揄

ひ
き
ぬ

き
て
、
美
人
を
劓
る
。 

「N
o
tes an

d
 Q

u
eries, D

ec.2
4
, 1

9
0
4
, p

. 5
0
5
 

に
揭
げ
し
」「In

tern
et arch

iv
e

」
の
原
本
の
こ
こ
の
右
ペ
ー

ジ
末
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
で
当
該
部
が
読
め
る
。 

『
「
リ
ー
」
氏
評
し
て
、
是
れ
此
類
の
諸
譚
中
最
も
古
き
者
た
り
、
古
話
の
學
す
る
者
、
一
齊
に
南
方
氏
の

發
見
を
感
謝
す
べ
し
と
言
れ
た
る
は
、
不
慮
の
過
賞
予
慙
汗
三
斗
た
ら
ざ
る
を
得
ん
や
（A

. C
. L

ee, 

“T
h
e 

E
n
v
ied

 F
av

o
rite,

” N
. &

 Q
., Jan

. 2
8
, 1

9
0
5
, p

p
.7

1
-7

3
 

を
見
よ
）
』「
リ
ー
氏
」
と
は
「
南
方
熊
楠 

本
邦

に
於
け
る
動
物
崇
拜
（2

0

：
蟾
蜍
）」
で
「A

. C
. L

ee, ̀
T

h
e D

ecam
ero

n
 its S

o
u
rces an

d
 A

n
alo

g
u
es, 1

9
0
9
, 

p
.1

3
9

」（「
デ
カ
メ
ロ
ン
の
原
拠
と
類
譚
」
か
。
著
者
が
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ー
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
・
リ
ー
（A

lfred
 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1193688/73
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1193688/73
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1193688/73
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1193688/73
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1193688/73
https://archive.org/details/populartalesfict02clouuoft/page/444/mode/2up
https://archive.org/details/populartalesfict02clouuoft/page/444/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/504/mode/2up


C
o
llin

g
w

o
o
d
 L

ee

）
で
あ
る
こ
と
し
か
判
ら
な
い
（
生
没
年
も
検
索
で
出
て
こ
な
い
））
と
引
い
た
人
物
。

「In
tern

et arch
ive

」
の
原
本
の
こ
こ
か
ら
。
確
か
に
冒
頭
で
、 

 
 

 

＊ 
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と
賛
辞
を
掲
げ
て
あ
る
。］ 

  

晋
朝
に
成
る
三
輔
故
事
に
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
の
以
下
の
引
用
は
、
原
影
印
本
の
当
該
部
（「
中
國

哲
學
書
電
子
化
計
劃
」）
を
見
る
と
、
ひ
ど
い
不
全
が
あ
る
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。
こ
れ
は
編
集
時
の
ミ

ス
で
、
初
出
は
ほ
ぼ
問
題
が
な
い
。
］、
漢
の
衞
太
子
嶽
鼻
、
太
子
來
省
疾
、
至
甘
泉
宮
、
江
充
告
太
子
、
勿

入
、
陛
下
有
詔
、
惡
太
子
嶽
鼻
、
當
㠯
紙
蔽
其
鼻
、
充
語
武
帝
曰
、
太
子
不
欲
聞
天
子
膿
臭
、
故
蔽
鼻
、
武

帝
怒
太
子
、
太
子
走
還
り
遂
に
殺
さ
れ
し
由
言
り
、
序
で
に
述
ぶ
、「
デ
カ
メ
ロ
ン
」、
第
七
日
第
六
譚
、
武

士
の
妻
其
夫
の
不
在
に
、
若
き
男
と
密
會
す
る
處
へ
、
平
素
此
女
を
慕
へ
る
荒
武
者
來
り
逼
る
、
女
已
む
を

得
ず
、
男
を
牀
下
に
慝
し
、
荒
武
者
を
引
入
る
、
俄
か
に
其
夫
歸
り
來
り
、
荒
武
者
の
馬
を
維
ぎ
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
つ
な
ぎ
」。］
た
る
を
見
、
大
に
怪
む
、
妻
頓
智
も
て
荒
武
者
に
訓
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
を
し

へ
」
の
誤
り
。「
え
」
は
熊
楠
の
癖
。］、
拔
刀
し
て
、「
必
ず
何
處
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
づ
こ
か
で
」。］

思
ひ
知
せ
ん
」
と
叫
び
乍
ら
出
去
し
め
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
で
さ
ら
し
め
」。］
、
夫
入
り
來
る
に
先
ち
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
き
だ
ち
」。］
寢
室
に
退
き
、
密
夫
に
聞
ゆ
る
樣
、
高
聲
に
夫
に
語
り
け
る
は
、
彼
荒
武

者
狂
氣
し
て
、
見
知
ら
ぬ
若
き
男
を
追
ひ
、
其
男
忽
ち
此
室
に
逃
籠
れ
り
と
、
夫
則
ち
彼
男
を
搜
し
出
し
、

飮
食
さ
せ
、
そ
の
宅
え
送
り
屆
け
た
り
と
、
此
話
に
多
少
似
た
る
者
、
亦
韓
非
子
卷
十
に
出
づ
、
曰
く
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
の
以
下
の
引
用
は
、
原
影
印
本
の
当
該
部
（「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
）
を
見
る
と
不

全
が
あ
る
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。］、
燕
人
李
季
好
遠
出
、
其
妻
私
有
通
於
士
、
季
突
至
、
士
在
内
中
、

妻
患
之
、
其
室
婦
曰
、
令
公
子
裸
而
解
髮
直
出
門
、
吾
屬
佯
不
見
也
、
於
是
、
公
子
從
其
計
、
疾
走
出
門
、

季
曰
、
是
何
人
也
、
家
室
皆
曰
無
有
、
季
曰
、
吾
見
鬼
乎
、
婦
人
曰
然
、
爲
之
奈
何
、
曰
取
五
姓
之
矢
浴
之
、

季
曰
諾
、
乃
浴
以
矢
、（A

. C
. L

ee, o
p
. cit., p

.1
8
4
. 

武
士
幽
靈
の
體
に
て
夫
を
紿
き
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
あ
ざ
む
き
」。］
、
妻
に
謝
罪
す
る
譚
參
看
す
べ
し
）
、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
三
輔
故
事
」「
さ
ん
ぽ
こ
じ
」。
漢
の
趙
岐
ら
の
撰
に
な
る
首
都
長
安
の
地
誌
と
そ
の

https://archive.org/details/s10notesqueries03londuoft/page/70/mode/2up
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/56
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=81966&page=126
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/56
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=48460&page=11


関
連
故
事
を
集
め
た
も
の
。
我
流
で
訓
読
し
て
お
く
。
原
文
で
は
最
後
に
「
」
と
あ
る
の
で
そ
れ
を
添
え
た
。 

 
 

 
＊ 

 

漢
の
衞
太
子

ゑ
い
た
い
し

は
嶽が

く

鼻び

た
り
。
來
た
り
て
、
疾
ひ
を
省み

ま

ひ
て
、
甘
泉
宮
に
至
る
。
江
充
、
太
子
に
告
げ
て
、 

「
入
る
勿な

か

れ
。
陛
下
よ
り
詔せ

う

あ
り
。『
太
子
が
嶽
鼻
を
惡に

く

む
』
と
。
當ま

さ

に
紙
を
㠯も

つ
て
其
の
鼻
を
蔽
ふ
べ
し
。
」 

と
。 

 

充
、
武
帝
に
語
り
て
曰
は
く
、 

「
太
子
、
天
子
の
膿
臭
を
聞か

ぐ
を
欲
せ
ず
。
故
に
鼻
を
蔽
ふ
。」 

と
。
武
帝
、
太
子
を
怒
り
、
太
子
、
走
り
還
れ
り
。 

 
 

 

＊ 

「
衞
太
子
」
武
帝
の
皇
后
衛え

い

子し

夫ふ

の
子
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
佞
臣
江
充
（
？
～
紀
元
前
九
一
年
：

詳
し
く
は
彼
の
ウ
ィ
キ
を
参
照
）
と
対
立
し
た
武
帝
の
長
男
で
太
子
で
あ
っ
た
戾れ

い

太
子
劉
拠
（
紀
元
前
一
二

八
年
～
紀
元
前
九
一
年
）
は
逆
に
「
巫
蠱

ふ

こ

の
禍か

」
の
乱
で
江
充
を
斬
殺
し
て
い
る
（
ウ
ィ
キ
の
「
劉
拠
」
を

参
照
。
但
し
、
乱
の
直
後
に
自
身
も
誤
解
し
た
武
帝
に
よ
り
自
害
し
て
い
る
）。
熊
楠
の
「
太
子
走
還
り
遂

に
殺
さ
れ
し
由
言
り
」
と
い
う
の
は
、
原
本
の
略
述
部
（
改
行
し
て
、
衛
太
子
の
死
を
記
し
て
あ
る
）
を
勝

手
に
そ
う
解
釈
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

「
韓
非
子
卷
十
に
出
づ
、
曰
く…

…

」
我
流
で
訓
読
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

 

燕
人

え
ん
ひ
と

李
季
、
遠
出
を
好
む
。
其
の
妻
、
士
に
私

ひ
そ
か

に
士
に
通
ず
る
有
り
。
突

に
は
か

に
至
る
。
士
、
内へ

や

の
中
に
あ

り
、
妻
。
之
れ
を
患う

れ

ふ
。
其
の
室
婦
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
下
女
。］
曰
は
く
、 

「
公
子
を
し
て
、
裸
と
な
し
て
、
髮
を
解
き
、
直
ち
に
門
よ
り
出
で
し
め
よ
。
吾
が

屬
と
も
が
ら

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

私
達
下
女
ら
は
。］
、『
見
え
ず
』
と
佯

い
つ
は

ら
ん
。」 

と
。 

 

是
に
於
い
て
、
公
子
、
其
の
計
に
從
ひ
、
疾
走
し
て
門
を
出
づ
。 

 

季
曰
は
く
、 

「
是
れ
、
何
人

な
ん
ぴ
と

ぞ
や
。」 

と
。
家
室
、
皆
、
曰
は
く
、 

「
有
る
無
し
。」
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
何
も
見
え
ま
せ
ん
が
？
」。］ 

と
、
季
曰
は
く
、 

「
吾
、
鬼き

を
見
た
る
か
。」 

と
。
婦
人
曰
は
く
、 

「
然し

か

り
。」 

と
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E5%85%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%89%E6%8B%A0
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=81966&page=126#box(491,553,26,127)


「
之
れ
を
爲な

す
こ
と
、
奈
何

い

か

ん

。」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
の
厄
を
祓
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
か
ろ
う
？
」。
］ 

と
。
曰
は
く
、 

「
五ご

牲せ
い

の
矢く

そ

を
と
っ
て
こ
れ
に
浴
せ
よ
。」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
五
牲
」
牛
・
羊
・
豚
・
犬
・
鶏
。「
矢
」
は

「
糞
・
屎
」
の
意
。］ 

と
。
季
曰
は
く
、 

「
諾だ

く

。」 

と
。
乃

す
な
は

ち
、
浴
す
る
に
、
矢く

そ

を
以
つ
て
す
。 

 
 

 

＊ 

原
本
で
は
流
石
に
動
物
の
糞
尿
を
浴
び
る
の
が
気
が
引
け
た
か
、
最
後
に
「
一
曰
浴
以
蘭
湯
。」（
一
つ
に
曰

ふ
、「
蘭
の
湯
を
以
つ
て
浴
す
」
と
。）
と
あ
る
の
が
面
白
い
。 

「A
. C

. L
ee, o

p
. cit., p

.1
8
4
. 

武
士
幽
靈
の
體
に
て
夫
を
紿
き
、
妻
に
謝
罪
す
る
譚
參
看
す
べ
し
」
当
該
ペ

ー
ジ
に
は
見
当
た
ら
な
い
。］ 

 

「
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語
」
は
、
何
人
も
知
ら
ぬ
者
な
き
通
り
、
歐
米
で
最
も
盛
ん
に
行
な
わ
る
る
仙
姑
傳
（
フ

エ
ヤ
リ
ー
テ
イ
ル
）
也
、「
シ
ン
ダ
レ
ラ
」、
繼
母
に
惡
ま
れ
、
常
に
灰
中
に
坐
し
、
厮
役
厨
務
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
し
え
き
ち
ゆ
う
む
」。］
に
苦
し
め
ら
れ
、
生
活
全
く
、
異
母
妹
の
盛
飾
遊
食
す
る
に
反
せ
り
、
一

旦
仙
姑
の
助
け
に
よ
り
、
貴
公
子
に
見
初
め
ら
れ
し
が
、
公
子
之
を
執
へ
ん
と
す
る
每
に
、
駛
く
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
は
や
く
」。］
去
て
影
を
留
め
ず
、
然
る
に
或
夕
べ
、
例
の
ご
と
く
公
子
眼
前
に
舞
踏
濟
み
、
遁

れ
去
ん
と
し
て
、
仙
姑
が
吳
た
る
履
を
落
す
、
公
子
之
を
拾
ひ
、
衆
女
を
試
る
に
、「
シ
ン
ダ
レ
ラ
」
の
足

の
み
之
に
合
ふ
、
公
子
因
て
意
中
の
人
を
認
め
、
之
を
娶
る
、
此
譚
西
洋
に
弘
く
行
は
る
ゝ
丈
け
、
其
作
り

替
え
も
多
き
は
、
例
せ
ば 

C
. P

ed
ro

so
, ̀

P
o
rtu

g
u
ese F

o
lk

-T
ales`;L

o
n
d
o
n
, 1

8
8
2

. 

葡
萄
牙
の
古
話
三
十
を

載
た
る
中
、「
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語
」
に
屬
す
る
者
、
三
つ
迄
有
る
に
て
知
る
べ
し
、
偖
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
さ
て
」。］
予
廿
三
年
前
在
米
の
間
、
酉
陽
雜
俎
續
集
卷
一
に
、
支
那
の
「
シ
ン
ダ
レ
ラ
」
物
語
有
る
を
見

出
し
、
備
忘
錄
に
記
し
置
き
其
後
土
宜
法
龍
師
抔
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
「
杯
」
と
誤
字
す
る
。
特
定
的

に
訂
し
た
。］
に
報
ぜ
し
事
有
り
、
英
國
の
俚
俗
學
會
、
曾
て
廣
く
諸
國
に
存
す
る
「
シ
ン
ダ
レ
ラ
」
物
語

の
諸
種
を
集
め
、
出
版
せ
し
一
册
あ
り
、
予
在
外
中
、
好
機
會
多
か
り
し
も
、
多
事
な
り
し
爲
め
、
遂
に
之

を
閱
せ
ざ
り
し
ぞ
遺
憾
な
る
、
近
日
倫
敦
の
學
友
を
賴
み
、
右
の
書
に
支
那
の
シ
ン
ダ
レ
ラ
譚
有
り
や
と
調

べ
貰
ひ
た
る
に
、
全
く
無
し
と
の
返
事
也
、
然
し
其
人
斯
る
事
に
趣
味
を
持
ざ
れ
ば
、
實
際
は
知
れ
ず
、
兎

に
角
、
自
分
折
角
、
久
し
く
取
っ
て
置
き
の
物
を
、
其
儘
埋
め
去
る
事
の
惜
し
ま
る
れ
ば
、
爰
に
其
文
を
載

す
、
縱
ひ
既
に
學
者
間
に
知
悉
さ
れ
し
事
な
り
と
も
、
此
物
語
を
、
歐
州
特
有
の
物
と
思
ひ
居
る
人
々
の
、

耳
目
を
廣
む
る
の
少
益
有
り
な
ん
か
、
云
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
底
本
の
漢
字
表
記
に
は
疑
義
が
あ

る
の
で
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印
本
画
像
を
視
認
し
て
一
部
を
特
異
的
に
訂
し
た
。
読
点
も
不

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=51875&page=7


審
な
箇
所
が
あ
る
の
で
訂
し
た
。］、
南
人
相
傳
、
秦
漢
前
有
洞
主
吳
氏
、
土
人
呼
爲
吳
洞
、
娶
兩
妻
、
一
妻

卒
、
有
女
名
葉
限
、
少
惠
善
鈎
金
、
父
愛
之
、
末
歲
父
卒
、
爲
後
母
所
苦
、
常
令
樵
險
汲
深
、
時
嘗
得
一
鱗
、

二
寸
餘
、
赬
伯
鬐
金
目
、
遂
潜
養
於
盆
水
中
、
日
長
、
易
數
器
、
大
不
能
受
、
乃
投
於
後
池
中
、
女
所
得
餘

食
、
輒
沉
以
食
之
、
女
至
池
、
魚
必
露
首
枕
岸
、
他
人
至
不
復
出
。
其
母
知
之
、
每
伺
之
、
魚
未
嘗
見
也
、

因
詐
女
曰
、
爾
無
勞
乎
、
吾
爲
爾
新
其
襦
、
乃
易
其
弊
衣
、
後
令
汲
於
他
泉
、
計
里
數
百
也
、
母
徐
衣
其
女

衣
、
袖
利
刃
行
向
池
、
呼
魚
、
魚
卽
出
首
、
因
斫
殺
之
、
魚
已
長
丈
餘
、
膳
其
肉
、
味
倍
常
魚
、
藏
其
骨
於

鬱
棲
之
下
、
逾
日
、
女
至
向
池
、
不
復
見
魚
矣
、
乃
哭
於
野
、
忽
有
人
被
髮
麄
衣
、
自
天
而
降
、
慰
女
曰
、

爾
無
哭
、
爾
母
殺
爾
魚
矣
、
骨
在
糞
下
、
爾
歸
、
可
取
魚
骨
藏
於
室
。
所
須
第
祈
之
、
當
隨
爾
也
、
女
用
其

言
、
金
璣
衣
食
隨
欲
而
具
、
及
洞
節
、
母
往
、
令
女
守
庭
果
、
女
伺
母
行
遠
、
亦
往
、
衣
翠
紡
上
衣
、
躡
金

履
、
母
所
生
女
認
之
、
謂
母
曰
、
此
甚
似
姊
也
、
母
亦
疑
之
、
女
覺
、
遽
反
、
遂
遺
一
隻
履
、
爲
洞
人
所
得
、

母
歸
、
但
見
女
抱
庭
樹
眠
、
亦
不
之
慮
、
其
洞
隣
海
島
、
島
中
有
國
名
陀
汗
、
兵
强
、
王
數
十
島
、
水
界
數

千
里
、
洞
人
遂
貨
其
履
於
陀
汗
國
國
主
得
之
、
命
其
左
右
履
之
、
足
小
者
履
減
一
寸
、
乃
令
一
國
婦
人
履
之
、

竟
無
一
稱
者
、
其
輕
如
毛
、
履
石
無
聲
、
陀
汗
王
意
其
洞
人
以
非
道
得
之
、
遂
禁
錮
而
栲
掠
之
、
竟
不
知
所

從
來
、
乃
以
是
履
棄
之
於
道
旁
、
卽
遍
歷
人
家
捕
之
、
若
有
女
履
者
、
捕
之
以
告
、
陀
汗
王
怪
之
、
乃
搜
其

室
、
得
葉
限
、
令
履
之
而
信
、
葉
限
因
衣
翠
紡
衣
、
躡
履
而
進
、
色
若
天
人
也
、
始
具
事
於
王
、
載
魚
骨
與

葉
限
俱
還
國
、
其
母
及
女
卽
爲
飛
石
擊
死
、
洞
人
哀
之
、
埋
於
石
坑
、
命
曰
懊
女
塚
、
洞
人
以
爲
奠
禖
祀
、

求
女
必
應
、
陀
汗
王
至
國
、
以
葉
限
爲
上
婦
、
一
年
、
王
貪
求
、
祈
於
魚
骨
、
寶
玉
無
限
、
逾
年
、
不
復
應
。

王
乃
葬
魚
骨
於
海
岸
、
用
珠
百
斛
藏
之
、
以
金
爲
際
、
至
徵
卒
叛
時
、
將
發
以
贍
軍
、
一
夕
、
爲
海
潮
所
淪
、

成
式
舊
家
人
李
士
元
聽
說
、
士
元
本
邕
州
洞
中
人
、
多
記
得
南
中
怪
事
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語
」
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
の
「
シ
ン
デ
レ
ラ
（C

in
d
erella

）」

を
引
く
が
、
意
想
外
に
記
載
が
短
い
（
コ
ン
マ
を
読
点
に
代
え
た
）。『
世
界
的
に
分
布
の
広
い
継
子
話
の
女

主
人
公
の
英
語
名
。
話
の
起
源
は
オ
リ
エ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
シ
ャ
ル
ル･

ペ
ロ
ー

が
《
昔
々
の
物
語
な
ら
び
に
教
訓
》』（
一
六
九
七
年)

『
に
〈
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
〉
の
名
で
、
口
伝
え
の
再
話

作
品
を
の
せ
、
ド
イ
ツ
で
は
《
グ
リ
ム
童
話
集
》
』
二
十
一
『
番
に
〈
灰
か
ぶ
り
〉
が
あ
る
。
口
伝
え
の
類

話
に
も
多
様
な
変
化
と
組
合
せ
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
骨
格
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
継
娘
が
継
母

と
そ
の
実
子
に
虐
待
さ
れ
る
が
、
親
切
な
動
物
が
食
物
や
贈
物
を
く
れ
る
。
実
子
が
そ
れ
を
知
り
、
継
母
が

動
物
を
殺
す
。
シ
ン
デ
レ
ラ
が
そ
の
死
体
を
埋
葬
す
る
と
、
墓
に
上
等
な
服
が
お
い
て
あ
る
。
王
子
が
祝
宴

を
開
く
こ
と
に
な
る
と
、
継
母
は
難
題
を
与
え
て
シ
ン
デ
レ
ラ
を
行
か
せ
ま
い
と
す
る
。
動
物
た
ち
の
援
助

で
難
題
を
片
づ
け
、
墓
の
上
等
な
服
を
着
て
シ
ン
デ
レ
ラ
が
祝
宴
に
行
く
と
，
王
子
は
美
し
さ
に
打
た
れ
て

娘
を
ひ
き
と
め
る
が
』、
二
『
度
ま
で
は
逃
げ
ら
れ
』、
三
『
度
目
に
娘
の
靴
だ
け
を
手
に
入
れ
る
。
王
子
は

そ
の
靴
に
合
う
足
の
娘
を
探
し
、
つ
い
に
シ
ン
デ
レ
ラ
を
発
見
し
て
結
婚
す
る
。
こ
の
話
は
他
の
継
子
話
、

《
一
つ
目
、
二
つ
目
、
三
つ
目
》
や
《
千
び
き
皮
》
な
ど
と
混
じ
り
あ
い
な
が
ら
』、『
多
様
な
変
化
を
し
て



伝
承
さ
れ
て
い
る
。
動
物
の
墓
は
、
し
ば
し
ば
実
母
の
墓
と
も
い
わ
れ
、
そ
こ
に
木
が
生
え
て
美
し
い
着
物

を
出
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
死
霊
が
植
物
に
化
成
す
る
と
い
う
古
い
宗
教
観
念
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。
日

本
の
《
米
福
糠
福
》
も
こ
の
系
統
の
話
と
考
え
ら
れ
る
し
、《
姥
皮
》
も
こ
の
話
の
後
半
部
分
と
関
係
が
あ

る
』。
ウ
ィ
キ
の
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
も
熊
楠
の
起
源
説
探
求
と
し
て
は
引
く
に
値
し
な
い
。
因
み
の
英
文
表

記
の
「C

in
d
erella

」
と
は
「C

in
d
er

」（
灰
）
に
対
象
が
女
性
や
子
供
を
表
わ
す
際
の
接
尾
語
「-ella

」
が
附

さ
れ
た
「
灰
だ
ら
け
の
汚
い
娘
」
と
い
う
卑
称
の
綽
名
で
あ
る
。 

「
仙
姑
傳
（
フ
エ
ヤ
リ
ー
テ
イ
ル
）
」fairy

 tale

。
原
義
は
「
妖
精
（
精
霊
）
に
つ
い
て
の
物
語
」
で
あ
る
が
、

転
じ
て
「
御
伽
話
」「
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
美
し
い
話
」
の
意
。
形
容
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。 

「
厮
役
」
召
使
い
。 

「C
. P

ed
ro

so

」
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
歴
史
家
・
民
俗
学
者
ゾ
フ
ィ
モ
・
コ
ン
シ
グ
リ
エ
リ
・
ペ
デ
ル
ゾ
（Z

ó
fim

o
 

C
o
n
sig

lieri P
ed

ro
so

 

一
八
五
一
年
～
一
九
一
〇
年)
。
当
該
英
訳
書
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で

読
め
る
。 

「
酉
陽
雜
俎
」（
ゆ
う
よ
う
ざ
っ
そ
：
現
代
仮
名
遣
）
晩
唐
の
官
僚
文
人
段
成
式
（
八
〇
三
年
～
八
六
三
年
）

撰
の
荒
唐
無
稽
な
怪
異
記
事
を
蒐
集
し
た
膨
大
な
随
筆
。
八
六
〇
年
頃
の
成
立
。
本
文
は
後
掲
す
る
。 

「
土
宜
法
龍
」（
ど
き
ほ
う
り
ゅ
う 

安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
～ 

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
）
真
言
僧

で
真
言
宗
高
野
派
管
長
。
名
古
屋
生
ま
れ
。
本
姓
は
臼
井
。
四
歳
の
時
に
伯
母
の
貞
月
尼
を
通
じ
て
出
家
し
、

「
法
龍
」
と
称
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
高
野
山
に
登
っ
て
、
真
言
・
天
台
な
ど
の
教
義
を
学
び
、

仏
教
教
学
の
研
究
に
努
め
た
。
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
「
万
国

宗
教
会
議
」
に
日
本
仏
教
の
代
表
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
。
そ
の
会
議
終
了
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、

パ
リ
で
は
「
ギ
メ
博
物
館
」
仏
教
部
の
要
請
を
受
け
て
五
ヶ
月
間
、
滞
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
で

は
、
ま
さ
に
滞
欧
中
で
あ
っ
た
南
方
熊
楠
と
出
会
い
、
互
い
に
意
気
投
合
し
て
、
パ
リ
滞
在
中
に
も
ロ
ン
ド

ン
の
南
方
と
書
簡
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
西
域
・
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
仏
教
探
訪
の
旅
を
語
り
合
っ
て
も
い
る
。

ま
た
、
南
方
が
紀
伊
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
文
通
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
南
方
の
宗
教
観
、
特
に
曼
荼
羅
論
・
宇

宙
論
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
こ
の
往
復
書
簡
は
甚
だ
面
白
い
）。
明
治
三
十
九
年
に
仁
和
寺
門

跡
御
室
派
管
長
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
高
野
派
管
長
と
な
り
、
真
言
宗
各
派
連
合
総
裁
・
高
野
山
大

学
総
理
な
ど
を
兼
任
し
た
。 

「
俚
俗
學
會
」
民
俗
学
会
。 

「
酉
陽
雜
俎
續
集
卷
一
」
の
「
支し

諾だ
く

皋こ
う

上
」
の
最
初
の
方
に
出
る
。
所
持
す
る
「
東
洋
文
庫
」（
一
九
九
四

年
刊
）
の
今
井
与
志
雄
氏
の
訳
文
を
参
考
に
訓
読
を
試
み
る
。
今
ま
で
言
っ
て
い
な
い
が
、
平
凡
社
「
選
集
」

版
は
勝
手
に
訓
読
し
た
も
の
が
載
る
が
、
こ
れ
が
現
代
仮
名
遣
で
、
し
か
も
訓
読
者
が
漢
籍
に
詳
し
い
人
物

で
な
い
よ
う
で
、
甚
だ
不
審
に
思
う
箇
所
が
多
く
、
殆
ん
ど
参
考
に
し
て
い
な
い
（
と
い
う
か
、
な
ら
な
い
）

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AC%E3%83%A9
https://archive.org/details/portuguesefolkta00consuoft/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/portuguesefolkta00consuoft/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/portuguesefolkta00consuoft/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/portuguesefolkta00consuoft/page/n5/mode/2up


 
 

 

＊ 

 

南
人

な
ん
じ
ん

、
相
ひ
傳
ふ
。 

 

秦
・
漢
の
前
に
洞ど

う

主し
ゆ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
村
長
。］
の
吳
氏
あ
り
、
土
人
、
呼
ん
で
「
吳
洞
」
と
な
す
。

兩
妻
を
娶
る
。
一
妻
、
卒そ

つ

し
、
女

む
す
め

有
り
、「
葉
限

せ
ふ
げ
ん

」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
代
仮
名
遣
「
し
ょ
う
げ
ん
」。
こ

の
名
は
中
国
南
部
の
伝
説
の
女
性
の
名
と
し
て
知
ら
れ
る
。］
と
名
づ
く
。
少を

さ

な
き
よ
り
惠さ

と

く
、
善よ

く
金
を

鈎さ
ぐ

る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
探
し
出
し
た
。］。
父
、
之
れ
を
愛
す
。 

 

末
歲

ま
つ
さ
い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
あ
る
年
の
末
。］
に
、
父
、
卒
し
、
後
母

ま
ま
は
は

に
苦
し
め
ら
る
る
所
と
爲な

る
。
常
に

險け
は

し
き
に
樵き

こ

ら
せ
、
深
き
に
汲

み
づ
く

ま
し
む
。
時
に
、
嘗
て
、
一
つ
の
鱗う

を

を
得
た
り
。
二
寸
餘
り
に
し
て
、
赬あ

か

き
伯
鬐

ひ

れ

、
金
の
目
た
り
。
遂
に
潜ひ

そ

か
に
盆
水
に
養
ふ
。
日

ひ
に
ひ

に
長
じ
、
數
器
を
易か

ふ
る
も
、
大
に
し
て
、
受

く
る
能
は
ず
。
乃

す
な
は

ち
、
後
ろ
の
池
中
に
投
ず
。
女
は
、
得
さ
せ
ら
る
る
所
の
餘
食
を
、
輒

す
な
は

ち
、
沉し

づ

め
て
以

つ
て
之
れ
に
食
ら
は
す
。
女
、
池
に
至
れ
ば
、
魚
、
必
ず
首
を
露
は
し
て
岸
に
枕

ま
く
ら

す
。
他
人
の
至
る
も
、

復
た
と
出
で
ず
。
其
の
母
、
之
れ
を
知
り
て
、
每つ

ね

に
之
れ
を
伺
ふ
も
、
魚
、
未
だ
嘗
て
見あ

ら

は
れ
ず
。
因
り
て
、

女
に
詐

い
つ
は

り
て
曰
は
く
、 

「
爾

な
ん
ぢ

、
勞
す
る
無
か
ら
ん
や
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
疲
れ
て
は
い
な
い
か
い
？
］
。
吾
、
爾
が
爲
め
に
其
の
襦

う
は
ぎ

を
新
た
に
せ
ん
。」 

と
。 

 

乃
ち
、
其
の
弊や

ぶ

れ
し
衣
を
易か

へ
、
後の

ち

、
他ほ

か

の
泉
に
汲
ま
し
む
。
里
を
計
れ
ば
數
百
な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

唐
代
の
百
里
は
約
五
百
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
あ
り
得
な
い
誇
張
で
あ
る
。
］。
母
、
徐

お
も
む

ろ
に
其
の
女
の

衣
を
衣き

て
、
利と

き
刃

さ
す
が

を
袖
に
し
、
池
に
行
き
て
向
か
ひ
、
魚
を
呼
ぶ
。
魚
、
卽
ち
、
首
を
出
だ
せ
り
。
因

り
て
、
之
れ
を
斫き

り
殺
す
。
魚
、
已
に
、
長
さ
丈
餘
、
其
の
肉
を
膳く

ら

ふ
に
、
味
は
常
の
魚
に
倍
す
。
其
の
骨

を
鬱
棲

う
つ
せ
い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
人
糞
・
獣
糞
な
ど
を
貯
留
し
て
「
肥
え
」
に
す
る
場
所
。］
の
下
に
藏か

く

す
。
日

を
逾こ

え
て
、
女
、
至
り
、
池
に
向
か
へ
ど
も
、
復
た
、
魚
を
見
ず
。
乃
ち
、
野
に
哭
す
。
忽
ち
、
人
、
有
り
。

被
髮
・
粗
衣
に
し
て
、
天
よ
り
降く

だ

り
、
女
を
慰
め
て
曰
く
、 

「
爾
、
哭
す
な
か
れ
。
爾
の
母
は
爾
の
魚
を
殺
せ
り
。
骨
は
糞
の
下
に
在
り
。
爾
、
歸
り
て
、
魚
の
骨
を
取

り
て
室
に
藏
す
べ
し
。
須
ら
く
、
第つ

ぐ

に
、
之
れ
に
祈
ら
ば
、
當
に
爾
に
隨
ふ
べ
し
。」 

と
。 

 

女
、
そ
の
言
を
用
ひ
、
金き

ん

璣き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
金
と
宝
玉
。
］
衣
食
、
欲
す
る
に
隨
ひ
て
具そ

な

は
れ
り
。 

 
 

洞
の
節せ

つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
祭
日
。］
に
及
び
、
母
、
往
き
て
、
女
を
し
て
庭
の

果
く
だ
も
の

を
守
ら
し
む
。 

 

女
、
母
の
行
く
こ
と
遠
き
を
伺
ひ
、
亦
、
往
く
。
翠
紡

す
い
ば
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
翡
翠
の
羽
で
紡
い
だ
も
の
。］

の
上
衣
を
衣き

て
、
金
の
履く

つ

を
躡は

け
り
。 

 

母
の
生
み
し
所
の
女
、
之
れ
を
認
め
、
母
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、 

「
此
れ
、
甚
だ
姊
に
似
た
り
。」 



と
。
母
も
ま
た
、
こ
れ
を
疑
ふ
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
あ
っ
て
少
し

お
か
し
い
。
脱
文
或
い
は
錯
文
が
疑
わ
れ
る
。］ 

 

女
、
覺
り
て
、
遽

に
は
か

に
反か

へ

り
、
遂
に
一
隻

い
つ
せ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
片
方
。］
の
履
を
遺の

こ

し
、
洞
人

む
ら
び
と

の
得
る
所
と

爲
る
。 

 

母
、
歸
り
て
、
但た

だ

、
女
の
庭
樹
を
抱い

だ

き
て
眠
れ
る
を
見
、
亦
、
之
れ
を

慮
お
も
ん
ぱ
か

ら
ず
。 

 

其
の
洞
、
海
の
島
に
隣
り
し
、
島
中
に
、
國
、
有
り
、「
陀だ

汗か
ん

」
と
名
づ
く
。
兵
、
强
く
し
て
、
數
十
の

島
と
、
水
界
數
千
里
に
王
た
り
。 

 

洞
人
、
遂
に
其
の
履
を
陀
汗
國
に
貨う

り
、
國
主
、
之
れ
を
得
、
其
の
左
右
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
侍
従
。
］

に
命
じ
て
、
之
れ
を
履
か
し
む
る
も
、
足
の
小
な
る
者
、
履
け
ど
も
、
一
寸
を
減
ず
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
元

の
大
き
さ
よ
り
一
寸
小
さ
く
な
っ
て
履
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
唐
代
の
一
寸
は
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
］。
乃
ち
、
一
國
の
婦
人
を
し
て
、
之
れ
を
履
か
し
む
る
も
、
竟つ

ひ

に
一
つ
と
し
て
稱あ

ふ
者
、
無
し
。 

 

其
の
輕か

ろ

き
こ
と
、
毛
の
ご
と
く
、
石
を
履
む
に
、
聲お

と

、
な
し
。 

 

陀
汗
王
、 

「
其
の
洞
人
、
非
道
を
以
つ
て
之
れ
を
得
し
か
。」 

と
意お

も

ひ
、
竟
に
禁
錮
し
て
、
之
れ
を
拷か

う

掠
り
や
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
拷
問
。］
す
れ
ど
も
、
遂
に
從よ

つ
て
來
た
る

所
を
、
知
ら
ず
。 

 

乃
ち
、
こ
の
履
を
、
以
つ
て
、
是
れ
を
道だ

う

旁ば
う

に
棄
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
部
分
は
文
意
が
続
か
ず
、

何
ら
の
錯
文
が
疑
わ
れ
る
。］、
卽
ち
、
人
家
を
遍
歷
し
て
之
れ
を
捕
へ
ん
と
し
、
若も

し
、
女
の
履
け
る
者
有

ら
ば
、
之
れ
を
捕
へ
、
以
つ
て
、
告
げ
さ
す
。 

 

陀
汗
王
、
之
れ
を
怪
し
み
、
乃
ち
、
其
の
室
を
搜
し
、
葉
限
を
得
た
り
。 

 

之
れ
を
履
か
し
む
る
に
信し

ん

な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
人
で
あ
っ
た
。］。 

 

葉
限
、
因
り
て
、
翠
紡
の
衣
を
衣
て
、
履
を
躡
き
て
進
む
に
、
そ
の
色

し
よ
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
姿
。］
や
、

天
人
の
ご
と
し
。
始
め
て
、
事
を
、
王
に
具ま

う

す
。 

 

魚
骨
と
葉
限
と
を
載
せ
て
、
俱
に
國
に
還
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
主
語
は
王
。］。 

 

其
の
母
及
び
女
は
、
卽
ち
、
飛
石
と
爲
し
、
擊
た
れ
て
死
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
石
打
ち
の
刑
に
処
せ
ら

れ
て
沢
山
の
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
て
死
ん
だ
。
穴
を
掘
っ
て
そ
こ
に
罪
人
を
立
た
せ
、
庶
民
に
次
々
と
石
を

投
げ
つ
け
さ
せ
て
殺
す
刑
罰
が
イ
ス
ラ
ム
圏
に
現
在
も
あ
る
が
（
罪
名
は
不
貞
で
男
女
を
問
わ
な
い
）
、
そ

れ
と
同
様
の
も
の
で
あ
ろ
う
。］。
洞
人
、
之
れ
を
哀
れ
み
、
石
坑
に
埋う

づ

め
、
命な

づ

け
て
「
懊
女

わ
う
ぢ
よ

塚づ
か

」
と
曰
ふ
。

洞
人
、
以
つ
て
禖ば

い

祀し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
祭
祀
。「
禖
」
中
国
古
代
に
於
い
て
祀
ら
れ
た
神
の
名
。
］
を
な
し
、

女
む
す
め

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
女
の
子
の
出
生
。］
を
求
む
れ
ば
、
必
ず
、
應
ず
。 

 

陀
汗
王
、
國
に
至
り
、
葉
限
を
以
つ
て
上
婦
と
爲
せ
り
。 

 

一
年
、
王
、
貪
り
求
め
て
、
魚
骨
に
祈
り
、
寶
玉
、
限
り
無
し
。
年
を
逾こ

え
れ
ば
、
復
た
と
、
應
ぜ
ず
。 



 
王
、
乃
ち
、
魚
骨
を
海
岸
に
葬
り
、
珠し

ゆ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
真
珠
。］
百
斛こ

く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
唐
代
で

五
千
九
百
リ
ッ
ト
ル
。］
を
用
ひ
て
之
れ
に
藏か

く

し
、
金
を
以
つ
て
際へ

り

と
爲
せ
り
。
徵
せ
し
卒
の
叛

む
ほ
ん

す
る
時
に

至
り
て
、
將
に
發あ

ば

き
て
、
以
つ
て
、
軍
を
贍た

す

け
ん
と
す
る
も
、
一
夕

い
ち
ゆ
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
あ
る
夜
。］
、
海
潮

の
爲
に
淪し

づ

め
ら
る
。 

 

成
式
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
作
者
。］
の
舊
家
人
の
李
士
元
の
說
け
る
を
聽
け
り
。
士
元
は
、
元
、
邕
州

よ
う
し
う

の

洞む
ら

中う
ち

の
人
に
て
、
多
く
、
南
中
の
怪
事
を
記
し
得
た
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
記
憶
し
て
い
た
。］。 

 
 

 

＊ 

「
東
洋
文
庫
」
の
今
井
氏
は
、
本
篇
の
注
で
熊
楠
の
本
論
考
に
も
言
及
さ
れ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
少
し
長
い
引
用
と
な
る
が
、
熊
楠
の
考
証
と
原
拠
本
篇
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
の
で
、

引
か
さ
せ
て
戴
く
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

楊
憲
益

ヤ
ン
シ
ェ
ン
イ
ー

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
九
一
五
年
生
ま
れ
で
二
〇
〇
九
年
没
。
中
国
文
学
の
英
語
翻
訳
者
と
し

て
著
名
。
妻
は
同
じ
仕
事
を
成
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
グ
ラ
デ
ィ
ス
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
テ
イ
ラ
ー
（G
lad

y
s 

M
arg

aret T
ay

ler

：
中
国
名
：
戴
乃
迭
）。
文
化
大
革
命
中
、
夫
婦
は
四
年
刊
投
獄
さ
れ
て
い
る
。］
の
「
中

国
の
掃
灰
娘

サ
オ
ホ
イ
ニ
ヤ
ン

（C
in

d
erella

）
譚
」
に
、『
酉
陽
雑
俎
』
の
こ
の
話
を
全
文
抄
録
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
案
語
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
国
語
で
「
注
釈
」
の
意
。］
を
加
え
て
い
る―

―

こ
の
説
話
は
、
あ
き
ら
か
に
、
西
方
の

掃
灰
娘
（C

in
d
erella

）
譚
で
あ
る
。
段
成
式
は
、
西
暦
九
世
紀
の
人
で
あ
り
、
こ
の
説
話
が
、
遅
く
と
も
九

世
紀
、
あ
る
い
は
、
八
世
紀
に
は
す
で
に
中
国
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
篇
末
に
、
説

話
の
語
り
手
は
邕
州
の
人
だ
と
い
う
。
邕
州
は
、
す
な
わ
ち
、
い
ま
の
広
西
の
南
寧
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
グ

ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
で
こ
こ
。］
で
あ
る
。
こ
の
説
話
が
、
東
南
ア
ジ
ア
経
由
で
中
国
に
入
っ
て
き
た

こ
と
が
わ
か
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
、
コ
ッ
ク
ス
（M

arian
 R

o
lfe C

o
x

）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
リ
ア
ン
・
ロ
ー

ル
フ
・
コ
ッ
ク
ス 

(

一
八
六
〇
年
～
一
九
一
六
年)

は
イ
ギ
リ
ス
の
民
俗
学
者
で
、
こ
の
シ
ン
デ
レ
ラ
伝
承

の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。］
の
考
証
に
よ
る
と
、
こ
の
説
話
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
近
東
で
、
合
計
、
三

四
五
種
の
大
同
小
異
の
伝
説
が
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
、
こ
の
本
は
い
ま
、
さ
が
す
す
べ
が
な
い
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
っ
と
も
流
行
し
た
二
種
の
伝
説
は
、
一
七
世
紀
（
原
文
「
七
世
紀
」。
十
七
世
紀
」
の
誤
植
で
あ

ろ
う
）
の
フ
ラ
ン
ス
人
、
ペ
ロ
ー 

P
errau

lt 

の
物
語
集
と
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
人
、
グ
リ
ム 

G
rim

m
 

兄
弟

の
説
話
集
に
見
ら
れ
る
。
グ
リ
ム
の
伝
説
に
よ
る
と
、
こ
の
「
掃
灰
娘
」
の 

A
sch

en
b
rö

d
el, A

sch
en

 

と
い

う
名
の
意
味
は
、「
灰
」
で
あ
り
、
英
語
の 

A
sh

es 

で
あ
る
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
語 

A
escen

, 

サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
の 

A
san

 

で
あ
る
。
も
っ
と
も
面
白
い
の
は
、
中
国
語
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
娘
は
、
依
然
、

葉
限
と
い
う
名
で
あ
る
。
あ
き
ら
か
に 

A
sch

en
 

あ
る
い
は
、A

san
 

の
訳
音
で
あ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
葉
限
」
は
中
国
語
カ
タ
カ
ナ
音
写
で
「
イ
エ
・
シ
ィ
ェ
ン
」
で
あ
る
。］。
通
行
の
英
語
テ
キ
ス
ト
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
転
訳
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
掃
灰
娘
の
は
く
鞋く

つ

は
琉
璃

ガ

ラ

ス

で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ

https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E5%BA%83%E8%A5%BF%E3%83%81%E3%83%AF%E3%83%B3%E6%97%8F%E8%87%AA%E6%B2%BB%E5%8C%BA+%E5%8D%97%E5%AF%A7%E5%B8%82/@22.3710348,106.2129167,6.5z/data=!4m5!3m4!1s0x36b16129db60f479:0x8052498222e9bfb2!8m2!3d22.817002!4d108.366543
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E5%BA%83%E8%A5%BF%E3%83%81%E3%83%AF%E3%83%B3%E6%97%8F%E8%87%AA%E6%B2%BB%E5%8C%BA+%E5%8D%97%E5%AF%A7%E5%B8%82/@22.3710348,106.2129167,6.5z/data=!4m5!3m4!1s0x36b16129db60f479:0x8052498222e9bfb2!8m2!3d22.817002!4d108.366543


ン
ス
語
テ
キ
ス
ト
で
は
、
毛
製
の
鞋く

つ

（V
air

）
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
訳
者
が
琉
璃
（v

erre

）
と
誤
認
し
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
中
国
語
テ
キ
ス
ト
で
は
、
金
の
履く

つ

と
い
う
け
れ
ど
も
、『
毛
の
よ
う
に
軽
く
、
石
を
ふ
ん
で
も

音
が
し
な
か
っ
た
』
と
い
う
か
ら
、
多
分
、
本
来
は
、
毛
で
つ
く
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
（
揚
憲
益
『
零
墨

れ
い
ぼ
く

新
端
』
に
収
む
。
一
九
四
七
年
二
月
、
中
華
書
局
刊
、
上
海
）。 

 

た
だ
、
楊
憲
益
氏
の
指
摘
し
た
、
シ
ン
デ
レ
ラ
の
履
い
た
く
つ
が
、
ガ
ラ
ス
か
、
そ
れ
と
も
毛
製
の
く
つ

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
氏
の
説
明
の
仕
方
に
疑
問
が
あ
る
。
シ
ャ
ル
ル
・
ぺ
ロ
ー
（C

h
arles P

errau
lt

（
一
六
二
八
－
一
七
〇
三
年
）
の
説
話
集
と
は
、h

isu
to

res o
u

 co
n
tes d

u
 tem

p
s p

a
ssé a

vec d
es m

o
ra

lities 

(in
 1

6
9
7
) 

、
ま
た
の
名
、C

o
n
tes d

e m
a
 M

ère L
o
ya

 

で
あ
る
が
、
ペ
ロ
ー
の
説
話
集
（
ペ
ン
ギ
ン
叢
書
本
）

の
英
訳
者
Ｇ
・
ブ
レ
レ
ト
ン
氏 

G
eo

ffrey
 B

rereto
n
 

に
よ
る
と
、
シ
ン
デ
レ
ー
フ
（
ペ
ロ
ー
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
語
風
に
、
サ
ン
ド
リ
ョ
ン
と
い
う
）
の
履
い
た
く
つ
を
ガ
ラ
ス
製
と
し
て
い
る
の
は
、
お
び
た
だ
し
い

シ
ン
デ
レ
ラ
説
話
の
な
か
で
、
ペ
ロ
ー
と
ペ
ロ
ー
以
後
の
少
数
の
版
だ
け
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。
最
も
古

い
版
で
は
、v

erre

（
ガ
ラ
ス
）
と
な
っ
て
お
り
、
の
ち
の
版
で
、v

air

（
白
い
毛
皮
）
と
改
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
ガ
ラ
ス
の
く
つ
に
関
し
て
は
、
説
話
研
究
者
の
間
で
、
か
つ
て
は
げ
し
い
論
争
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
は
、
別
と
し
て
、
楊
憲
益
氏
の
説
明
は
、
右
の
事
実
を
と
り
ち
が
え
て
い
る
。
思
う
に
、
こ
れ
は
同
氏

の
右
論
文
執
筆
時
期
と
か
か
わ
り
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
同
氏
は
、
コ
ッ
ク
ス
の
本
は
、「
い
ま
、
さ

が
す
す
べ
が
な
い
」
と
い
う
。
動
乱
か
、
戦
争
に
よ
る
流
亡
の
時
期
の
執
筆
な
の
で
あ
ろ
う
。
コ
ッ
ク
ス
の

本
と
は
、
Ｇ
・
ブ
レ
レ
ト
ン
氏
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る―

―
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な
お
、
シ
ン
デ
レ
ラ
譚
は
、
ペ
ロ
ー
の
も
の
の
前
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ア
ン
バ
ス
テ
ィ
ス
タ
・
パ
ジ
ー

レ 
G

iam
b
astista

 B
asile

（
一
五
七
五
－
ニ
八
三
二
年
）
の
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』P

en
ta

m
ero

n
e

（1
6
3
4
‐6

）

に
訳
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
く
わ
し
く
は
、
つ
ぎ
の
英
訳
書
の
序
説
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。 
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《
引
用
終
了
》］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
。］ 

  

「
ペ
ド
ロ
ソ
」
の
葡
萄
牙
里
談
、
第
二
十
四
頗
る
之
れ
に
似
た
り
、
云
く
、
鰥
夫
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や

も
め
」。］
あ
り
、
三
女
を
有
せ
る
が
長
女
次
女
は
衣
裳
飾
り
の
み
し
、
季
女
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
ゑ
む

す
め
」。］
は
好
ん
で
厨
事
を
務
め
け
る
を
、
兩
姉
嘲
て
竈
猫
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
ま
ど
ね
こ
」。］
と
呼

り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
よ
べ
り
」。］
、
一
日
、
其
父
一
魚
を
獲
、
季
女
に
料
理
を
命
ぜ
し
に
、
季
女
其
魚
の



色
黃
に
美
な
る
を
愛
し
、
父
に
乞
て
之
を
自
分
の
室
に
置
き
、
水
中
に
養
ふ
、
夜
に
及
び
、
魚
女
に
向
ひ
、

吾
を
井
に
放
て
と
言
し
か
ば
、
起
て
之
を
井
に
投
ず
、
翌
日
季
女
魚
見
ん
と
て
井
に
近
く
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
ち
か
づ
く
に
」。］、
魚
「
娘
子
井
に
來
れ
」
と
連
呼
す
、
女
大
に
惧
れ
て
去
る
、
次
日
、
二
姉
宴
會
に

趣
け
る
不
在
中
、
季
女
復
た
井
に
近
け
ば
、
魚
呼
ぶ
事
昨
日
の
如
し
、
因
て
進
で
井
に
入
し
に
、
魚
女
の
手

を
牽
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
き
て
」。］、
金
玉
の
殿
に
導
き
、
無
比
の
美
服
を
着
、
一
雙
の
金
履
を
踏
せ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
か
せ
」。］、
輅
車
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ろ
し
や
」。
大
き
な
車
。
］
に
乘
て
宴
會
に

趨
か
し
む
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
も
む
か
し
む
」。］、
戒
め
て
曰
く
、
必
ず
二
姉
に
先
つ
て
退
き
、
此
所
に

來
て
衣
飾
を
脫
せ
よ
と
、
宴
會
に
趣
く
に
及
び
、
滿
堂
季
女
の
美
を
驚
嘆
せ
ざ
る
無
し
、
宴
竟
り
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
を
は
り
」。］
急
ぎ
去
ら
ん
と
せ
し
に
、
履
一
を
落
し
王
に
拾
は
る
、
王
廼
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
す
な
は
ち
」。］
國
中
に
令
し
、
此
履
の
本
主
を
娶
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
め
と
ら
ん
」。］
と
い
ふ
、
季

女
家
に
還
つ
て
、
井
中
の
王
殿
に
上
り
、
衣
を
脫
せ
る
時
、
魚
來
て
問
ふ
可
き
事
有
れ
ば
、
今
宵
又
來
れ
と

云
ふ
、
二
姉
還
り
て
、
季
女
の
厨
事
に
急
が
し
き
を
見
、
其
日
宴
會
で
、
無
上
の
美
人
、
金
履
を
落
し
、
王

其
持
主
を
娶
ん
と
熱
望
す
る
由
を
語
る
、
又
言
く
、
吾
等
是
よ
り
王
宮
に
詣
り
、
彼
履
を
試
み
ん
に
、
一
人

の
足
必
ず
之
を
合
ふ
可
け
れ
ば
、
后
と
爲
し
事
必
定
也
、
爾
時
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
そ
の
と
き
」。］
厨
猫

に
一
新
衣
を
遣
さ
ん
と
、
二
姉
出
行
く
を
見
て
、
季
女
井
に
到
る
に
、
魚
忽
ち
、
「
汝
吾
妻
た
る
べ
し
」
と

勸
む
る
事
甚
だ
力
め
け
れ
ば
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
と
め
け
れ
ば
」。］
、
遂
に
從
ひ
ぬ
、
其
時
魚
即
ち
化
し

て
人
と
な
り
言
く
、
吾
は
當
國
王
の
子
、
久
し
く
呪
封
さ
れ
て
此
井
に
在
り
、
吾
れ
今
日
、
汝
が
履
を
落
せ

る
よ
り
、
吾
父
令
し
て
履
主
を
娶
ら
ん
と
望
む
を
知
る
、
汝
直
ち
に
王
宮
に
趣
き
、
妾
既
に
婚
を
君
の
子
に

約
せ
り
と
言
へ
り
、
季
女
、
井
を
出
で
家
に
入
れ
ば
、
二
姉
還
り
て
、
二
人
の
足
如
何
に
す
る
も
彼
履
に
適

せ
ざ
り
し
と
嘆
き
、
季
女
吾
も
行
て
試
ん
と
言
ふ
を
聞
き
、
大
に
之
を
嘲
る
、
季
女
王
宮
に
詣
り
、
履
を
試

る
に
、
合
ふ
て
寸
分
を
差
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。「
た
が
え
」。］
ざ
り
け
れ
ば
、
王
之
を
娶
ん
と
言

ふ
、
季
女
因
て
王
子
の
告
げ
し
儘
に
答
て
、
之
を
辭
せ
し
に
、
王
驚
喜
措
く
所
を
知
ず
、
百
官
を
遣
し
て
井

よ
り
王
子
を
迎
へ
、
竈
猫
女
を
娶
ら
し
め
け
れ
ば
、
兩
姉
羨
み
嫉
み
、
恐
言
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。「
怨

言
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
？
］
を
放
て
罰
せ
ら
る
、
其
後
、
王
子
父
に
嗣
で
立
ち
、
竈
猫
は
后
た
り
と
、
按

ず
る
に
、
古
今
魚
類
を
崇
め
神
と
せ
る
民
族
多
し
（F

. S
ch

u
ltze,`F

etich
ism
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ew
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） 

例
せ
ば
、
鯉
神
變
有
り
、
山
湖
を
飛
越
え
、
鱧
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
つ
め
う
な
ぎ
」。］

夜
北
斗
に
朝
し
、
之
を
殺
さ
ば
罪
を
益
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
す
」
。
増
す
。］
等
、
支
那
に
靈
魚
の
談

多
し
（
淵
鑑
類
凾
卷
四
四
一
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
四
四
二
」
で
あ
る
が
、「
選
集
」
は
「
四
四
一
」

と
し
、
原
本
を
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
後
者
が
正
し
い
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。］
）、
本
邦
で
魚
を
崇
め
し

遺
俗
に
就
て
は
、
本
誌
二
八
八
及
び
二
九
一
號
を
見
よ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
既
に
既
に
電
子
化
し
た

も
の
で
、
前
者
が
山
中
笑
の
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」
で
あ
り
、
後
者
が
そ
れ
を
受
け
て
熊
楠
が
書
い

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
http://yab.o.oo7.jp/MinakataKumagusuHonpouniokerudoubutusuuhai.pdf


た
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」
で
あ
る
。］、
又
古
え
鮪
、
鰹
、
目
黑
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
め
ぐ
ろ
」。
ウ

ル
メ
イ
ワ
シ
の
異
名
。
節
分
に
魔
除
け
と
し
て
鰯
を
掲
げ
る
こ
と
を
想
起
せ
よ
。］
、
鯛
、
鮒
、「
ヲ
コ
ゼ
」、

「
コ
ノ
シ
ロ
」、
鯖
（
玄
同
放
言
卷
三
）、
鎌
足

カ

マ

ス 

房
前

ハ

ゼ

（
石
野
廣
通
著
繪
そ
ら
言
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鎌

足
」
と
「
房
前
」
の
間
に
特
異
的
に
半
角
の
字
空
け
を
行
っ
た
。］
等
、
魚
に
資
れ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
よ
れ
る
」
。］
人
名
多
く
、
神
佛
が
特
種
の
魚
を
好
惡
す
る
傳
說
頗
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
こ
ぶ
る
」
。
］

少
な
か
ら
ざ
る
は
、
今
日
迄
蘇
格
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」。］、
愛
爾
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」。］
に
、
地
方
に
隨
て
魚
を
食
ふ
に
好
惡
あ
る
（G

o
m

m
e, o

p
.cit., p

. 2
9

0

）
に
同
く
、

古
え
「
ト
テ
ミ
ズ
ム
」
盛
ん
な
り
し
遺
風
と
見
ゆ
、
古
歐
州
及
び
印
度
の
諸
神
、
魚
形
な
り
し
例
多
く 
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に
出
づ
、
古
埃
及
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
エ
ジ
プ
ト
」。］

に
、
魚
神
「
レ
ミ
」
あ
り
、
又
鰻
鱺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
な
ぎ
」。］
等
諸
魚
を
神
と
し
、（B

u
d
g
e, ̀

T
h
e 

G
o
d
s o

f th
e E

g
y
p
tian

s,` 1
9
0
4
, v

o
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; v

o
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）、
日
神
「
ラ
ア
」
は
二
魚
「
ア
ブ
ツ
」「
ア
ン

ト
」
を
使
ふ
、（`T

h
e B

o
o
k
 o

f th
e D

ead
,` tran

s. B
u
d
g
e, 1

8
9
8
, p

. 4

）、
古
カ
ル
デ
ア
人
、
無
智
に
て
禽
獸

と
別
無
か
り
し
を
、
智
神
「
エ
ア
」、
晝
間
の
み
海
を
出
で
、
上
陸
し
て
、
言
語
、
農
工
、
書
畫
萬
般
を
敎

え
た
り
、
此
神
は
魚
形
也
、
其
前
後
に
も
、
斯
る
魚
形
神
出
で
、
民
を
開
導
せ
る
事
、
佛
敎
に
一
佛
・
二
佛

有
る
が
如
し
（M

asp
ero

, `T
h
e D

aw
n
 o
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ilizatio

n
,` L

o
n
d
o
n
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）
而
し
て
、
魚
屬
其
他
動
物
の
骨
を
尊
敬
す
る
民
族
屢
ば
有
る
は 

F
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o
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p
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2
0
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1
2
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に
其
論
有
り
、
去
ば
雜
俎
、
葉
限
、
魚
骨
に
祈
て
福
を
得
し
話
は
、

支
那
南
部
に
、
舊
く
斯
る
崇
拜
迷
信
行
れ
た
る
痕
跡
な
ら
ん
歟
、
履
を
手
懸
り
と
し
て
美
女
を
求
む
る
話
は
、

「
ス
ト
ラ
ボ
ン
」（
耶
蘇
と
殆
ど
同
時
）
の
書
に
出
づ
、
西
曆
紀
元
前
六
百
年
頃
の
名
妓
「
ロ
ド
ペ
」
浴
す

る
間
に
、
鷲
其
履
を
捉
み
去
り
、
メ
ム
フ
ヰ
ス
の
王
の
前
に
落
せ
し
を
、
王
拾
つ
て
、
其
履
の
美
に
し
て
小

さ
き
に
惚
込
み
、
履
主
を
搜
索
し
て
、
遂
に
ロ
ド
ペ
を
娶
れ
り
と
な
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『「
ペ
ド
ロ
ソ
」
の
葡
萄
牙
里
談
』「
５
」
で
既
出
既
注
。 

「
第
二
十
四
」「In

tern
et arch

iv
e

」
の
英
訳
版
（
ロ
ン
ド
ン
・
一
八
八
二
年
）
の
「X

X
IV
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E
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A
ID

E
N

 

A
N

D
 T

H
E

 F
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」「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
23
：

鮫
）
」
で
既
出
既
注
で
あ
る
が
、
再
掲
す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
ッ
エ
（F

ritz S
ch

u
ltze 

一
八
四
六
年
～
一
九
〇
八
年
）
の
書
い
た
「
呪
物
崇
拝
」
の
一
節
。「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
が
見
ら
れ

る
。
こ
こ
（
右
ペ
ー
ジ
左
の
中
央
）。
直
ぐ
後
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
の
ウ
ナ
ギ
崇
拝
の
記
事
も
続
い
て
い

る
。 

「F
razer, `T

h
e G

o
ld

en
 B

o
u
g
h
,`

」
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
人
類
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
イ
ザ
ー

（Jam
es G

eo
rg

e F
razer 

一
八
五
四
年
～
一
九
四
一
年
）
が
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
三
六
年
の
四
十
年
以

上
、
ま
さ
に
半
生
を
費
や
し
た
全
十
三
巻
か
ら
成
る
大
著
で
、
原
始
宗
教
や
儀
礼
・
神
話
・
習
慣
な
ど
を
比
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-b0b9c7.html
https://archive.org/details/fetichismcontrib00schurich/page/78/mode/2up


較
研
究
し
た
「
金
枝
篇
」（T

h
e G

o
ld

en
 B

o
u
g
h

）。
私
の
愛
読
書
の
一
つ
で
あ
る
。 

「L
e
o
 F

ro
b
en

iu
s, `T

h
e C

h
ild

h
o
o
d
 o

f M
an

,` 1
9
0
9
, p

.2
4
3
 
 
S

eq
q
.

」「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物

崇
拜
（
23
：
鮫
）」
で
既
出
既
注
。 

「
鱧
」
漢
籍
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
ハ
モ
で
は
な
く
、
脊
椎
動
物
亜
門
無
顎
上
綱
（
円
口
類
＝
無
顎

類
） 

頭
甲
綱
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
目
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
科 

P
etro

m
y
zo

n
tid

ae

に
属
す
る
生
物
で
あ
る
ヤ
ツ
メ
ウ

ナ
ギ
類
で
あ
る
。
体
制
が
似
て
い
る
た
め
に
「
ウ
ナ
ギ
」
の
呼
称
が
つ
く
も
の
の
、
生
物
学
的
に
は
、
タ
ク

ソ
ン
上
、
魚
上
綱
に
含
ま
れ
な
い
た
め
、
魚
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
が
、
で
は
、
そ
の
習
性
か
ら
、
魚

に
付
着
し
て
体
液
を
吸
引
す
る
魚
類
寄
生
虫
と
す
る
の
も
、
私
に
は
馴
染
ま
な
い
気
が
す
る
。
複
数
種
が
知

ら
れ
る
が
、
本
邦
の
場
合
は
食
用
有
益
種
と
し
て
は
同
科
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
目 

P
etro

m
y
zo

n
tifo

rm
e
 

の
カ
ワ

ヤ
ツ
メ
（
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
）L

a
m

p
etra

 ja
p
o
n
ica

 
及
び
ス
ナ
ヤ
ツ
メ 

L
eth

en
tero

n
 reissn

eri 

で
あ
る
。
両

者
は
と
も
に
中
国
北
部
に
も
分
布
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
比
定
し
て
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
が
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
類
は
実
に
世
界
で
三
科
十
属
三
十
八
種
が
い
る
（
中
国
・
日
本
に
分
布
し
な
い
種
も
含
む
）
の
で
、
中
国

の
そ
れ
は
、
他
の
種
も
含
ま
れ
る
と
考
え
た
方
が
無
難
で
あ
る
。
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
類
は
ウ
ナ
ギ
類
の
レ
プ
ト

セ
フ
ァ
ロ
ス
（L

ep
to

cep
h
alu

s

）
同
様
に
、
幼
生
が
成
魚
と
大
き
く
異
な
っ
た
形
態
を
し
て
お
り
、
ア
ン
モ

シ
ー
テ
ス
（A

m
m

o
co

etes

）
と
呼
ば
れ
る
。
幼
生
は
目
が
皮
下
に
埋
没
し
て
い
て
、
無
眼
に
見
え
（
但
し
、

負
の
走
光
性
を
示
す
の
で
感
覚
器
と
し
て
は
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）、
口
吻
も
ロ
ー
ト
状
又
は
頭
巾

状
（
成
魚
は
吸
着
吸
引
に
特
化
し
た
吸
盤
状
）
で
、
川
床
の
泥
中
に
四
年
間
程
（
あ
る
記
載
で
は
一
～
七
年

と
幅
が
広
い
）、
底
棲
し
て
い
る
。
変
態
後
（
変
態
後
は
開
眼
す
る
）
は
海
に
下
り
、
魚
類
に
吸
着
し
て
体

液
を
吸
う
（
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
目
に
は
降
河
し
な
い
種
が
お
り
、
彼
等
は
産
卵
ま
で
餌
を
全
く
と
ら
な
い
と
い

う
）、
二
～
三
年
後
（
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
で
は
こ
の
期
間
が
短
く
半
年
程
度
で
あ
る
ら
し
い
）
に
産
卵
の
た
め
に
、

再
び
、
川
に
遡
上
す
る
。
そ
の
際
に
は
も
う
摂
餌
を
せ
ず
、
目
も
消
化
管
と
と
も
に
退
化
し
て
し
ま
い
、
体

長
も
ア
ン
モ
シ
ー
テ
ス
期
よ
り
逆
に
小
さ
く
な
る
と
も
言
う
。
再
び
盲め

し

い
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
身
を
細
ら
せ

て
の
皮
つ
る
み
、
そ
し
て
死―

―

ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
ご
と
く
忌
み
嫌
わ
れ
る
彼
等
も
確
か
な
生
物
の
厳
粛
な

営
み
の
中
に
い
る
（
後
半
の
ア
ン
モ
シ
ー
テ
ス
幼
生
と
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
記
載
を

総
合
的
に
参
照
し
た
）。
私
の
古
い
電
子
化
注
で
あ
る
寺
島
良
安
の
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
五
十 

魚
類 

河
湖
無
鱗
魚
」
の
「
鱧 

や
つ
め
う
な
き
」
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
こ
で
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」

を
引
い
て
、 

 
 

 

＊ 

頭
の
斑
點
、
七
つ
有
り
、
北
斗
の
象

か
た
ち

を
作な

す
。
夜
は
、
則
ち
、
首
を
仰

あ
を
む

け
、
北
に
向
ひ
て
、
北
斗
に
朝
す

自
然
の
禮
、
有
る
故
、
字
、「
禮
」
の
省は

ぶ

く
に
从

し
た
が

ふ
。
蛇
と
氣
を
通
じ
て
、
色
、
黑
く
、
北
方
の
魚
な
る
故
、

「
玄
」・「
黑
」・
「
烏
」
の
諸
名
有
り
。 

 
 

 

＊ 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-b0b9c7.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-b0b9c7.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan50.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan50.html


と
い
う
、
辛
気
臭
い
載
道
的
生
態
行
動
解
釈
が
載
る
。
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
は
体
側
の
目
の
や
や
後
方
に
七
つ
の

鰓
孔
を
持
つ
と
こ
ろ
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
る
が
、
鰓
孔
は
後
部
に
向
っ
て
体
に
平
行
に
等
間
隔
で
開
い
て

お
り
、
北
斗
星
の
形
な
ど
に
は
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
数
の
相
同
を
牽
強
付
会
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
私
は
八

目
鰻
を
親
し
く
観
察
し
た
こ
と
は
な
い
か
ら
、
確
証
を
持
っ
て
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
実
際
の
生
態

行
動
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
北
斗
星
は
中
国
で
は
古
来
よ
り
時
刻
・
季
節
の
推
移
を
予
兆
す
る
星
と
し
て
重
要

視
さ
れ
、
後
に
道
教
の
北
斗
神
君
な
ど
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
寿
命
・
禍
福
を
司
る
も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ

た
。
ま
た
、
こ
の
「
朝
す
」
と
は
「
拜
む
・
礼
拝
す
る
」
の
意
で
あ
る
。
則
ち
、「
八
目
鰻
は
夜
に
な
る
と
、

首
を
仰
向
け
に
し
て
、
常
に
北
に
向
け
、
神
聖
な
北
斗
神
君
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
こ
ろ
の
北
斗
星
を
『
禮
』

拝
し
、
自
然
の
『
礼
』
を
と
り
行
う
が
故
に
、
そ
の
漢
字
は
『
禮
』
を
省
略
し
て
（「
示
」
を
「
魚
」
に
換

え
て
）
『
鱧
』
と
い
う
字
に
造
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
ト
ン
デ
モ
な
い
意
味
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
中
国
語

で
は
「
大
鰻

お
お
う
な
ぎ

」
の
意
が
第
一
義
に
あ
る
。 

「
淵
鑑
類
凾
卷
四
四
一
」
同
書
は
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百
科
事

典
）。
一
七
一
〇
年
成
立
。「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
四
百
四
十
一
巻
の
「
魚
一
」
に
ご
っ
そ
り
書
い

て
あ
る
が
、
よ
く
見
る
と
、「
鯉
最
爲
魚
中
之
主
形
既
可
愛
又
能
神
變
乃
至
飛
越
山
湖
所
以
琴
髙
乘
之
」
と

あ
り
、「
雅
俗
稽
言
曰
鱧
俗
呼
烏
魚
又
名
火
柴
頭
頭
戴
七
星
夜
禮
北
斗
道
家
謂
之
水
厭
忌
食
之
養
生
家
亦
忌

其
膽
臘
月
收
取
隂
乾
遇
喉
急
痺
少
許
㸃
之
卽
愈
白
小
銀
魚
也
小
於
麵
條
鰣
魚
初
夏
有
餘
月
無
故
謂
之
」
と

あ
る
の
が
、
熊
楠
の
ネ
タ
元
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。 

「
古
え
鮪
、
鰹
、
目
黑
、
鯛
、
鮒
、「
ヲ
コ
ゼ
」、「
コ
ノ
シ
ロ
」、
鯖
（
玄
同
放
言
卷
三
）
」
曲
亭
馬
琴
の
随

筆
で
琴
嶺
（
馬
琴
の
長
男
）
・
渡
辺
崋
山
画
。
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
か
ら
同
三
（
一
八
二
〇
）
年
刊
。

天
然
・
人
事
・
動
植
物
に
つ
い
て
和
漢
の
書
か
ら
引
用
し
て
考
証
を
加
え
た
も
の
。「
玄
同
」
は
「
無
差
別
」

の
意
。
当
該
部
は
巻
三
上
の
「
第
廿
九
」
の
「
人
事
」
に
あ
る
「
姓
名
稱
奈
謂
」
の
一
節
。「K

u
ro

N
et

く

ず
し
字
認
識
ビ
ュ
ー
ア
」
の
こ
こ
の
左
頁
二
行
目
の
「
鯨
」
か
ら
始
ま
る
魚
名
を
名
前
に
持
つ
〈
人
名
魚
尽

く
し
〉
の
箇
所
。
以
上
を
視
認
し
て
訓
読
し
、
電
子
化
す
る
。
表
題
は
底
本
で
は
囲
み
罫
で
あ
る
が
、［ 

］

で
挟
み
、
目
立
つ
よ
う
に
太
字
に
し
、
且
つ
、
改
行
し
た
。【 

】
は
割
注
。
一
部
に
句
読
点
・
記
号
を
添

え
、
ま
た
、
変
更
も
し
た
。
な
お
、
本
来
な
ら
ば
、「
鯖
」
ま
で
の
引
用
で
十
分
な
の
だ
が
、
今
少
し
、
魚

類
関
連
の
も
の
が
続
く
の
で
、
こ
の
パ
ー
ト
の
最
後
ま
で
電
子
化
し
て
お
い
た
。 

 
 

 

＊ 

［
鯨
【
ク
ジ
ラ
】］
に
は
、
同
名
多
か
り
。
大
伴
の
連

む
ら
じ

鯨
、【「
書
紀
」
廿
三
。
舒
明
紀
。
】
河
内
の
直き

み

鯨
、【
同

廿
七
。
天
智
紀
。】
民
の
直き

み

鯨
、【
同
廿
八
。
天
武
紀
。】
廬い

ほ

井
の
連

む
ら
じ

鯨
、【
同
紀
。】
粟
田
の
朝
臣
鯨
、【
「
續

日
本
後
紀
」。
十
六
。
】
大
伴
の
宿
祢
鯨
、【
同―

一
一
。
】
刑
部
造
眞
鯨

を
さ
か
べ
の
み
や
つ
こ
ま
く
じ
ら

、【
「
三
代
實
錄
」
七
。
淸
和
紀
。】。 

［
鮪
【
シ
ビ
】］
も
亦
三
人
あ
り
。
八
口

や

く

の
采
女
鮪し

び

女め

、【「
書
紀
」
廿
三
。
舒
明
紀
。
】
物
部
の
朴え

の

井
の
連
鮪
、

【
同
廿
五
。
齊
明
紀
。
】」
吉
士

き

し

小
鮪

こ

し

び

、【
同
廿
七
。
天
智
紀
。】
こ
の
他
、「
萬
葉
集
」
第
十
六
に
、
土
師

は

じ

の

https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/「中國哲學書電子化計劃」の四百四十一巻
http://codh.rois.ac.jp/kuronet/iiif-curation-viewer/?manifest=http://codh.rois.ac.jp/pmjt/book/200020274/manifest.json&pos=135&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/kuronet/iiif-curation-viewer/?manifest=http://codh.rois.ac.jp/pmjt/book/200020274/manifest.json&pos=135&lang=ja


宿
祢
水
通

み

ゆ

き

、
字

あ
さ
な

は
志
婢

し

ひ

麻
呂
、
と
い
ふ
者ひ

と

見
え
た
り
、
こ
の
志
婢

し

ひ

も
、
鮪し

び

の
假
名
に
は
あ
ら
ぬ
か
。
考
べ

し
。 

［
堅
魚
【
カ
ツ
ヲ
】］
を
も
て
、
名
と
せ
し
は
、
石
上

い
そ
の
か
み

の
朝
臣
勝か

つ

雄を

、【
「
續
紀
」
十
一
。
聖
武
紀
。】
河
原
の

毗ひ

登と

堅
魚
、【
同
卅
。
孝
謙
後
紀
。
】
縣
犬
養

あ
が
た
い
ぬ
か
い

の
宿
祢
堅
魚
麻
呂
、
【
同
卅
七
。
桓
武
紀
。
】
安
倍
の
朝
臣
堅

魚
、【「
殘
缺
後
紀
」
廿
二
。
嵯
峨
天
皇
紀
。】
大
伴
の
宿
祢
雄を

堅
魚
、【
又
、
小
堅
魚
に
作
る
。「
殘
缺
後
紀
」

廿
二
。
】
伴と

も

の
宿
祢
眞ま

堅
魚
、【「
類
聚
國
史
」
九
十
九
。
天
長
中
の
人
な
り
。】」
こ
の
他
、
豐
岡
の
宿
祢
眞
黑

ま

く

ろ

麻
呂
、【「
續
後
紀
」
二
。
】
こ
の
眞
黑
麻
呂
の
眞
黑
も
、
目
黑

ま

く

ろ

堅
魚
の
事
な
ら
ん
か
。
目
黑
堅
魚
の
名
目
は
、

「
東
鑑
」
に
見
え
た
り
。 

［
鯛
］
を
も
て
、
名
と
せ
し
も
の
は
、
凡

お
ほ
ち

の
直き

み

鯛
、【
續
紀
廿
九
。
孝
謙
後
紀
。
】
大
中
臣
の
朝
臣
鯛
取
、

【「
殘
缺
後
紀
」
十
七
。
平
城
天
皇
紀
。】
安
倍
の
朝
臣
鯛
繼つ

ぐ

、【「
續
後
紀
」
七
。
】
髙
道
の
宿
祢
鯛
釣
、【
同

八
。】
こ
の
他
、
鯛
身
の
命

み
こ
と

、【「
姓
氏
錄
」
十
八
。
】
小
鯛
王
、【「
萬
葉
集
」
十
六
。
】
又
、
仁
明
天
皇
嘉
祥

二
年
、
十
一
月
廿
日
、
賣
買
家
地
の
劵
書

け
ん
し
よ

に
、
秦は

だ

の
忌
寸

い

み

き

鯛
女
【
「
好
古
目
錄
」
上
卷
。】
あ
り
。 

［
鯽
魚
【
フ
ナ
】］
に
も
、
亦
、
同
名
あ
り
、
吉
備
の
品
遲
部

ひ

ち

べ

の
雄
鯽

を

ふ

な

、【「
書
紀
」
十
。
應
神
紀
。
】
難
波
玉

造
部

つ
く
り
べ

の
鯽
魚
女
、
【
同
十
五
。
欽
明
紀
。】
鴨
の
朝
臣
子
鯽

こ

ふ

な

。
【「
續
紀
」
十
八
。
孝
謙
紀
。】 

［
鰧
【
を
こ
し
】［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
オ
コ
ゼ
の
こ
と
。］］
に
も
、
亦
。
同
名
あ
り
。
物
部
尾を

輿こ
し

、【「
書
紀
」

十
九
。
欽
明
紀
。
】
蘇
我
の
臣お

み

興を
こ

志し

、【
同
廿
五
。
孝
德
紀
。】
尾
張
の
宿
祢
乎を

己こ

志し

、【「
續
紀
」
四
。
元
明

紀
。
】
大
神

お
ほ
み
わ

の
朝
臣
興を

こ

志し

、【
同
六
、
同
紀
。
】
凡

お
ほ
ち

の
連

む
ら
じ

男
事
志

を

こ

し

、【
同
九
。
元
正
紀
。
】
こ
れ
ら
の
名
す
べ

て
「
䲍

を
こ
し

」
の
假
字

か

な

な
り
。 

［
鯯
魚
【
こ
の
し
ろ
】］
に
も
、
亦
、
同
名
あ
り
。
鹽
屋
の
鯯
魚

こ
の
し
ろ

、【「
書
紀
」
廿
五
。
孝
德
紀
。
分
注
に
云
は

く
、「
鯯
魚

こ
の
し
ろ

は
、
此
に
云
ふ
「
挙
能
之
盧

こ

の

し

ろ

」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
実
際
に
魚
の
「
コ
ノ
シ
ロ
」
に
こ
の
漢
字
四

字
を
当
て
る
。］
。】
堺
部
の
宿
祢
鯯
魚

こ

の

し

ろ

。【
同
廿
九
、
天
武
紀
。
】
」 

［
鯖
【
さ
ば
】］
に
も
、
亦
、
二
人
あ
り
。
紀
の
朝
臣
鯖さ

ば

麻
呂
、【「
續
紀
」
卅
八
。
桓
武
紀
。】
田
口
の
朝
臣

佐
波

さ

は

主ぬ
し

、【「
續
後
紀
」
四
。】
こ
の
他
、
林
の
宿
禰
娑
婆

さ

ば

【「
殘
缺
後
紀
」
五
。
桓
武
紀
。】
あ
り
、
こ
は
娑

婆
國
の
娑
婆
な
る
べ
し
。 

 

こ
の
餘よ

、
魚
を
も
て
名
と
せ
し
も
の
、
衆
夥

あ

ま

た

な
り
。
枚

挙

か
ぞ
へ
あ
ぐ
る

に
遑

い
と
ま

あ
ら
ず
。
按
ず
る
に
、
魚
は
陰
中

い
ん
ち
う

の
陽や

う

な
り
。
こ
ゝ
を
も
て
、
む
か
し
、
百
官
の
名
に
、
多
く
取
れ
る
な
る
べ
し
。 

 

「
蠡
海
集

れ
い
か
い
し
ふ

」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
宋
の
王お

う

逵き

著
。
天
文
・
地
理
・
人
身
・
庶
物
・
暦
数
・
気
候
・
鬼
神
・

事
義
類
に
分
類
し
た
雑
考
。］
に
【
庶
物
類
。】
曰
は
く
、『
水
族

す
い
ぞ
く

は
、
乃
ち
、
陰
中
の
陽
な
り
。
何
を
以
つ

て
其
の
然
を
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
か
る
を
」。］
知
る
か
』
云
々

し
か
し
か

、『
魚
、
乃
ち
、
陰
物
に
し
て
、
陽
氣
を

得
る
こ
と
多
し
。
故
に
腹
内
、
脬は

く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
浮
袋
。］
を
生
ず
。
是
れ
を
以
つ
て
、
能
く
浮
き
躍お

ど

る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］。
魚
の
目
は
、
晝
夜
、
瞑ね

ふ

ら
ず
。
因
り
て
、
其
の
、
陰
物
、
爲た

れ

ど
も
、
陽
を

得
る
こ
と
、
多
き
者
な
る
を
知
る
な
り
』
と
い
へ
り
。
こ
の
「
小
」
を
も
て
「
大
」
に
譬

た
と
へ

ば
、
人
主

み

か

ど

は
陽



な
り
、
庶
民

た

み

は
陰
な
り
、
百

官

も
ゝ
の
つ
か
さ

は
陰
中
の
陽
な
り
、
之
加

く
は
ふ
る
に

、
諸
魚
、
天
神
御
子

あ
ま
つ
か
み
の
み
こ

に
仕

つ
か
へ

奉
り
し
故
事

ふ
る
こ
と

あ
り
。

「
古
事
記
」【
上
卷
。】
に
、
天
津
日
髙
日
子
番
能
迩
迩
藝
命

あ

ま

つ

ひ

た

か

ひ

こ

ほ

の

に

に

ぎ

の

み

こ

と

、
天
降

あ
ま
く
だ
り

ま
し
て
、
竺
紫

つ

く

し

の
日
向
之
髙
千
穗

た

か

ち

ほ

之

久
布
流
多
氣

く

ふ

る

の

た

め

に
座ゐ

ま

せ
し
と
き
、
底
度
久
御
魂

そ

こ

と

く

み

た

ま

、
都
夫
多
都
御
魂

つ

づ

た

つ

み

た

ま

、
沫
佐
久
御
魂

あ

は

さ

く

み

た

ま

等た
ち

、
猨
田
毗
古
古
命

さ

る

た

ひ

こ

の

み

こ

と

を
送

お
く
り

て
、
還か

へ

り
到い

た

る
條
下

く

だ

り

に
云
は
く
、『
乃

す
な
は

ち
、
悉

こ
と
ご
と

く
鰭
廣
物

は
た
の
ひ
ろ
も
の

・
鰭
挾
物

は
た
の
さ
も
の

を
追
聚

よ
び
つ
ど

へ
て
、
以も

て
問
へ
ら
く
、「
汝

い
ま
し

は
天
神
御
子

あ
ま
つ
か
み
の
み
こ

に
仕つ

か

へ
奉ま

つ

ら
ん
や
」
と
言
ふ
時
に
、
諸

も
ろ
も
ろ

の
魚う

を

、
皆
、「
仕
へ
奉
ら
ん
」
と
白ま

う

す
の
中な

か

に
』
云
々

し
か
し
か

、

後
生

の

ち

の
人
臣
、
名な

を
鱗い

ろ

介く
づ

に
取
る
も
の
ゝ
多
か
り
し
も
、
こ
れ
ら
に
緣よ

り

て
の
事
な
る
べ
し
。 

 

又
、
按
ず
る
に
、
同
書
【
上
卷
。】
に
、
大
穴
牟
遲
神

お

ほ

な

む

ち

の

か

み

、

欺
あ
ざ
む
か

れ
て
、
八
十

や

そ

の

神か
み

に
燒や

か

れ
給
ふ
段
に
云
は
く
、

『
神
産
巢
日

か

む

み

む

す

ひ

之
命

み
こ
と

、
時
に
乃
ち
、
黑い

貝か
い

と
蛤
貝
比
賣
命

お
ほ
か
ひ
ひ
め
の
み
こ
と

と
に
告の

り
訓を

し

て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
作

活

い
け
ら
し
た
ま
ふ

』

云
云

し
か
し
か

と
い
へ
り
。
鱗い

ろ

介く
づ

を
も
て
、
名
と
す
る
こ
と
、
は
や
く
、
こ
ゝ
に
見
え
た
り
。 

 

又
、
按
ず
る
に
、
都
の
宿
祢
腹
赤
【「
類
聚
國
史
」
九
十
九
。
弘
仁
十
四
年
正
月
叙
位
。
】
と
、
粟あ

は

の
宿
祢

鱒ま
す

麻
呂
【
「
三
代
實
錄
」
六
。】
と
は
、
そ
の
名
を
等と

う

類る
い

と
せ
ん
か
。
一
説
に
『
「
腹は

ら

赤か

」
は
「
鱒ま

す

」
な
り
』

と
、
い
へ
り
。
今
、
俗
は
、「
鮏さ

け

」
の
子
を
「
腹
赤
子

は

ら

ゝ

こ

」
と
い
ふ
な
り
。
又
、
一
説
に
、『「
腹は

ら

赤か

」
は
地
の

名
な
り
。
肥
後
の
國
玉
名
の
郡
、
長
渚

な
が
は
ま

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
漢
字
表
記
は
マ
マ
。］
に
、「
腹は

ら

赤か

濱は
ま

」
あ
り
。

こ
の
海
濱
に
て
漁
取

す

な

と

る
魚
を
、「
久
尓
倍

く

に

べ

」
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ニ
ベ
の
こ
と
で
は
な
い
か
？
。］
と
い
ふ
。

「
腹
赤
」
は
、
卽

す
な
は

ち
、「
久く

尓に

倍べ

」
の
事
な
り
。
そ
の
濱
に
よ
り
て
、
名
を
得
た
り
』
と
、
い
へ
り
。
い
ま

だ
孰

い
づ
れ

か
是よ

き

を
、
し
ら
ず
。「
江
家
次
第
」、【
卷
之
一
。
元
日
節
會
。】
腹
赤
の
奏
の
條
下

く

だ

り

を
考
ふ
べ
し
。 

 
 

 

＊ 

「
鎌
足

カ

マ

ス 

房
前

ハ

ゼ

（
石
野
廣
通
著
繪
そ
ら
言
）」
石
野
廣
通

ひ
ろ
み
ち

（
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
～
寛
政
一
二
（
一
八
〇

〇
）
年
）
は
旗
本
で
歌
人
・
国
学
者
。
本
姓
は
中
原
。
家
禄
三
百
石
。
従
五
位
下
・
遠
江
守
。「
繪ゑ

そ
ら
言ご

と

」

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
頃
に
成
っ
た
か
な
り
く
だ
け
た
調
子
の
考
証
随
筆
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
読
め
、
当
該
部
は
こ
こ
（
左
ペ
ー
ジ
八
行
目
か
ら
。
直
前
で
藤
原
鎌
足
を
出
し

て
お
い
て
、 

 
 

 

＊ 

「
御
存
の
通
り
愚
臣
が
名
は
か
ま
す
に
て
、
む
か
し
魚
の
名
を
付
事
が
は
や
り
物
の
や
う
に
に
て
、
君
の
御

骨
折
ら
せ
打
亡
さ
れ
し
入
鹿
な
ど
も
海
豚
と
い
ふ
魚
の
名
を
付
、
鮪
の
大
臣
な
ど
も
魚
の
名
、
蘇
我
の
赤
兄

な
ど
も
赤
鱝
と
い
ふ
魚
の
名
、
鹽
屋
の
連
鯯
（
齊
明
御
宇
の
頃
の
人
）
そ
の
ゝ
ち
廬
井
造
（
天
武
の
御
宇
の

人
）、
又
愚
臣
が
孫
の
房
前
な
ど
も
ふ
さ
ゝ
き
に
て
は
な
く
、
房
は
ほ
う
前
は
ぜ
ん
に
て
は
ぜ
と
い
ふ
が
實

の
義
、
す
な
は
ち
鯊
の
名
な
る
を
と
な
へ
誤
れ
り
、
此
外
に
も
魚
の
名
付
た
る
人
あ
ま
た
也
、
も
ろ
こ
し
に

て
も
伯
魚
と
い
ひ
鯉
と
い
ひ
玄
孫
を
禮
鮒
と
い
ふ
、
祝
鮀
と
い
ふ
も
魚
の
名
也
、
魚
の
名
付
侍
る
事
大
䳡
鷯

尊
（
仁
德
天
皇
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
䳡
鷯
」
は
ミ
ソ
サ
ザ
イ
を
指
す
。］
木
兎
宿
禰
（
武
内
）
隼
別
王
子

（
人
德
の
弟
）
飯
豐
も
（
人
德
の
曾
孫
）
鳥
の
名
也
、
其
外
、
數
々
こ
ゝ
に
い
ひ
た
つ
る
に
及
ば
ず
、
臣
が

名
を
か
ま
す
と
申
證
據
は
足
の
字
は
そ
く
と
も
す
う
と
も
兩
音
に
て
、
論
語
に
も
足
恭
を
す
う
き
や
う
と

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954090/372
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954090/372
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954090/372
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954090/372
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954090/372
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954090/372
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954090/374


よ
む
が
が
如
く
、
足
は
す
う
の
音
に
て
鎌
足
と
書
て
も
鎌
子
と
書
て
も
か
ま
す
な
る
を
、
子
の
字
も
つ
ね
に

申
金
子
な
ど
の
す
と
い
ふ
に
は
心
付
ず
し
て
、
鎌
足
一
名
は
鎌
子
と
ぼ
へ
大
系
圖
な
ど
に
は
大
職
冠
鎌
た

り
一
名
鎌
子
と
し
る
せ
り
、
入
鹿
退
治
の
時
か
ま
を
も
つ
て
打
た
る
ゆ
ゑ
名
付
て
淨
瑠
璃
に
も
大
津
眞
島

を
宿
禰
兼
道
が
鎌
を
も
つ
て
は
向
ふ
思
ひ
入
、
こ
れ
は
百
姓
す
が
た
に
や
つ
し
て
居
れ
ば
相
應
に
よ
く
取

合
せ
て
つ
く
り
た
れ
ど
、
そ
れ
が
し
何
故
帶
劒
を
用
ひ
ず
に
も
子
麿
等
と
同
時
劒
を
も
つ
て
入
鹿
を
き
る

こ
と
た
し
か
に
し
る
せ
り
、
其
鎌
を
お
さ
め
た
所
を
鎌
倉
山
と
い
ふ
な
ふ
な
ど
と
よ
ひ
か
げ
ん
な
う
そ
を

取
つ
け
い
ひ
な
す
義
に
候
と
申
さ
る
れ
ば
、
し
へ
い
の
大
臣
尊
公
に
は
し
か
な
れ
ど
も
、
後
代
ま
で
お
ろ
そ

か
に
は
い
は
ず
、
名
武
峰
に
あ
る
所
の
御
像
が
明
應
七
年
に
や
ぶ
れ
た
る
時
も
、
國
家
に
變
あ
る
時
は
い
に

し
へ
よ
り
御
廟
鳴
動
し
、
御
像
や
ぶ
れ
さ
く
る
な
ど
ゝ
あ
が
め
申
さ
る
ゝ
、
誠
に
御
本
望
の
至
り
也
、［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

て
な
感
じ
で
、
何
と
な
く
こ
の
人
、
博
識
な
ん
だ
ろ
う
が
、
ど
う
も
好
き
に
な
れ
な
い
文
章
だ
。 

「G
o
m

m
e, o

p
.cit., p

. 2
9
0

」
前
に
出
た
イ
ギ
リ
ス
の
民
俗
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ゴ
ム
（G
eo

rg
e 

L
a
u
ren

c
e G

o
m

m
e 

一
八
五
三
年
～
一
九
一
六
年
）
の
一
九
〇
八
年
の
著
作
「
歴
史
科
学
と
し
て
の
民
間

伝
承
」。
ず
っ
と
後
の
版
だ
が
、
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
原
本
の
こ
こ
で
読
め
る
（
左
ペ
ー
ジ
）。 

「G
u
b
ern

atis, `Z
o
o
lo

g
ical M

y
th

o
lo

g
y,` p

.3
2
9
 seq

q
.

」「G
u
b
ern

atis

」
は
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ

ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三

年
）
で
、
著
作
の
中
に
は
神
話
上
の
動
植
物
の
研
究
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」

は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
の
当
該
箇
所
が
読
め
る
。 

『
魚
神
「
レ
ミ
」
』「B

u
d
g
e, `T

h
e G

o
d
s o

f th
e E

g
y

p
tian

s,` 1
9
0
4
, v

o
l. i, p

.3
0
3
; v

o
l.ii, p

.3
8

2

」
イ
ギ
リ
ス

の
考
古
学
者
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ト
ン
プ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
リ
ス
・
バ
ッ
ジ
（E

rn
est A

lfred
 

T
h
o
m

p
so

n
 W

allis B
u
d
g
e 

一
八
五
七
年
～
一
九
三
四
年
：
古
代
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ッ
シ
リ
ア
研
究
者
と
し
て

大
英
博
物
館
の
責
任
者
を
長
く
務
め
た
）
の
原
本
の
当
該
部
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
見
ら
れ
、
第
一
巻

が
こ
ち
ら
の
右
ペ
ー
ジ
で
、
英
文
の
「
レ
ミ
」
の
綴
り
は
「R

em
i

」
で
、
舌
か
ら
六
行
目
の
頭
に
ヒ
エ
ロ
グ

リ
フ
（h

iero
g
ly

p
h

）
が
記
さ
れ
、
そ
こ
に
ス
ズ
キ
目
ベ
ラ
亜
目
カ
ワ
ス
ズ
メ
科 

C
ich

lid
ae 

カ
ワ
ス
ズ
メ

（
テ
ィ
ラ
ピ
ア
：T

ilap
ia

）
を
表
わ
す
そ
れ
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
英
文
で
は
「th

e F
ish

-g
o

d

」
と
あ
る
。
後

者
の
第
二
巻
の
そ
れ
は
同
書
の
最
後
の
部
分
で
、「3

8
2

」
で
は
な
く
、「3

8
3

」
ペ
ー
ジ
の
一
行
目
末
か
ら
三

行
目
に
か
け
て
に
、 

 
 

 

＊ 

T
h

e
 P

h
a
g
r
u

s, o
r e

e
l, w

a
s w

o
r
sh

ip
p

e
d

 in
 U

p
p

e
r E

g
y
p

t, a
n

d
 m

u
m

m
ie

d
 e

e
ls h

a
v
e
 b

ee
n

 fo
u

n
d

 in
 

sm
a
ll, se

p
u

lc
h

r
a
l b

o
x
e
s. 
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https://archive.org/details/folkloreasanhis00gommgoog/page/n346/mode/2up
https://archive.org/details/zoologicalmythol02gubeuoft/page/n341/mode/2up
https://archive.org/details/godsofegyptianso00budg/page/302/mode/2up
https://archive.org/details/godsofegyptianso00budg/page/302/mode/2up
https://archive.org/details/godsofegyptianso02budg/page/382/mode/2up
https://archive.org/details/godsofegyptianso02budg/page/382/mode/2up


と
書
か
れ
て
あ
る
。
「P

h
ag

ru
s

」
と
は
ス
ズ
キ
目
タ
イ
科
マ
ダ
イ
亜
科
マ
ダ
イ
属
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
マ
ダ
イ 

P
a
g
ru

s p
a
g
ru

s 

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
英
文
に
は
、
正
直
、
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。
ミ
イ
ラ
化
さ
れ
た
ウ
ナ

ギ
が
墓
の
中
の
箱
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
う
、
確
か
に
神
さ
ま
だ
わ
！ 

「`T
h
e B

o
o
k
 o

f th
e D

ead
,` tran

s. B
u
d
g
e, 1

8
9
8
, p

. 4

」「In
tern

et arch
iv

e

」
の
原
本
の
こ
こ
。
太
陽
神
ラ

ー
（
英
文
綴
り
は
「R

ā
」）
が
使
役
す
る
魚
と
し
て
「Ȧ

b
țu

」
及
び
「Ȧ

n
t

」
が
記
さ
れ
て
あ
る
。 

「
古
カ
ル
デ
ア
人
」
ウ
ィ
キ
の
「
カ
ル
デ
ア
」
に
よ
れ
ば
、
カ
ル
デ
ア
（C

h
ald

ea

・C
h
ald

æ
a

）
は
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
南
東
部
に
広
が
る
沼
沢
地
域
の
歴
史
的
呼
称
で
、
紀
元
前
十
世
紀
以
降
に
『
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ

セ
ム
系
遊
牧
民
の
諸
部
族
は
カ
ル
デ
ア
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ル
デ
ア
人
は
紀
元
前
』
七
『
世

紀
に
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
を
建
国
し
た
』。『
短
命
に
終
わ
っ
た
バ
ビ
ロ
ン
第
』
十
一
『
王
朝
』（
紀
元
前
六

世
紀
）
『
を
、
歴
史
家
は
慣
習
的
に
カ
ル
デ
ア
王
朝
、
カ
ル
デ
ア
帝
国
、
あ
る
い
は
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
と

呼
ぶ
。
と
言
っ
て
も
、
こ
の
王
朝
の
歴
代
の
支
配
者
の
う
ち
、
カ
ル
デ
ア
人
で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
の
は

最
初
の
』
四
『
人
だ
け
で
あ
る
。
最
後
の
支
配
者
ナ
ボ
ニ
ド
ゥ
ス
（
そ
し
て
そ
の
息
子
で
あ
っ
た
摂
政
ベ
ル

シ
ャ
ザ
ル
）
の
出
自
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
一
説
に
は
ア
ッ
シ
リ
ア
出
身
と
も
言
わ
れ
る
』。『
カ
ル

デ
ア
人
が
定
住
し
た
地
域
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
南
部
に
あ
り
、
主
に
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
東
岸
沿
い
に
あ
っ
た
。

カ
ル
デ
ア
と
い
う
名
は
一
般
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
南
部
全
域
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
本
来
の
カ
ル
デ
ア
は
実
の
と
こ
ろ
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
と
チ
グ
リ
ス
川
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
南
東
端
に
形
成
さ
れ
た
、
こ
の
』
二
『
つ
の
川
の
流
れ
に
沿
っ
た
長
さ
約
』
六
百
四
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
幅
お
よ
そ
百
六
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
『
広
が
る
広
大
な
平
原
で
あ
っ
た
』。『
ヘ
ブ
ラ
イ
聖
書
で
は
カ

ル
デ
ア
人
を
指
し
て
』「
カ
ス
デ
ィ
ム
」『
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
七
十
人
訳
聖
書
で
は
こ
れ
を

カ
ル
デ
ア
人
と
翻
訳
し
て
い
る
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
出
身
地
も
カ
ス
デ
ィ
ム
の
ウ
ル
と
書
か
れ
て
い
る
』。『
古

代
ギ
リ
シ
ア
人
が
カ
ル
デ
ア
人
』（
カ
ル
ダ
イ
オ
ス
）『
と
呼
ん
だ
の
は
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
が
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ

ル
シ
ア
の
支
配
を
受
け
る
前
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
支
配
階
級
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
カ
ル
デ
ア
人
が
バ
ビ
ロ

ニ
ア
の
最
初
の
定
住
民
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
の
歴
史
家
シ
ケ
リ
ア
の

デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
は
、
カ
ル
デ
ア
人
を
最
古
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
と
し
た
。
古
代
世
界
に
お
い
て
カ
ル
デ
ア
人
は

天
文
学
・
占
星
術
を
発
達
さ
せ
て
い
た
こ
と
で
高
名
で
あ
り
、「
カ
ル
デ
ア
人
の
知
恵
」
と
は
天
文
学
・
占

星
術
の
こ
と
で
あ
っ
た
』。『
占
星
術
を
司
る
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
知
識
階
級
『
乃
至
、『
祭
司
階
級
を
』
単
に
『
カ

ル
デ
ア
人
と
呼
ぶ
よ
う
に
も
な
っ
た
』
。『
カ
ル
デ
ア
人
が
使
用
し
た
言
語
は
ア
ッ
カ
ド
語
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア

方
言
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ア
ッ
シ
リ
ア
・
ア
ッ
カ
ド
語
と
同
じ
セ
ム
語
で
あ
る
が
、
発
音
と
文
字
に
若
干
』、

『
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
後
期
に
は
ア
ッ
カ
ド
語
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
方
言
も
ア
ッ
シ
リ
ア
方
言
も
話
さ

れ
な
く
な
り
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
中
で
ア
ラ
ム
語
が
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
ア
ラ
ム
語
は
今
日
ま
で
イ
ラ

ク
と
そ
の
周
辺
国
の
ア
ッ
シ
リ
ア
人
と
呼
ば
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
ア
ッ
シ
リ
ア
東
方
教
会
や
カ
ル
デ
ア
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）『
の
信
徒
）
の
母
語
で
あ
り
続
け
て
い
る
（
ア
ッ
シ
リ
ア
現
代
ア
ラ
ム
語
、
カ
ル
デ
ア

https://archive.org/details/bookofdeadchapte02budg/page/4/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A2


現
代
ア
ラ
ム
語
）
』
と
あ
る
。 

「
一
佛
・
二
佛
」
通
常
は
釈
迦
如
来
と
弥
勒
菩
薩
を
指
す
。
千
仏
と
い
う
謂
い
も
あ
り
、
こ
れ
は
過
去
・
現

在
・
未
来
の
三
劫 

に
そ
れ
ぞ
れ
現
れ
る
と
い
う
千
人
の
仏
で
、
特
に
現
在
の
賢
劫
の
千
人
の
仏
を
指
し
、
釈

迦
は
そ
の
四
番
目
の
仏
と
さ
れ
る
。 

「M
asp

ero
, ̀

T
h
e
 D

aw
n
 o

f civ
ilizatio

n
,` L

o
n
d
o
n
, 1

8
9
4
, p

. 5
6
5

」
フ
ラ
ン
ス
の
考
古
学
者
ガ
ス
ト
ン
・
カ

ミ
ー
ユ
・
シ
ャ
ル
ル
・
マ
ス
ペ
ロ
（G

asto
n
 C

am
ile C

h
arles M

asp
ero

 

一
八
四
六
年
～
一
九
一
六
年
）
。

一
八
六
九
年
か
ら
高
等
研
究
実
習
院
で
エ
ジ
プ
ト
語
を
講
義
し
、
一
八
七
四
年
に
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
（C

o
llèg

e d
e F

ran
ce

：
国
立
フ
ラ
ン
ス
教
授
機
関
）
で
、
ロ
ゼ
ッ
タ
・
ス
ト
ー
ン
解
読
や
ヒ
エ
ロ

グ
リ
フ
解
明
で
知
ら
れ
る
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
学
の
父
」
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
（Jean

-

F
ran

ço
is C

h
am

p
o
llio

n
 

一
七
九
〇
年
～
一
八
三
二
年
）
の
後
継
の
地
位
に
就
い
た
。
一
八
八
〇
年
に
エ
ジ

プ
ト
へ
派
遣
さ
れ
、
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
マ
リ
エ
ッ
ト
（A

u
g
u
ste

-F
erd

in
an

d
-F

ran
ço

is M
ariette 

一
八
二
一
年

～
一
八
八
一
年
）
の
後
を
継
い
で
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
庁
最
高
責
任
者
と
な
っ
た
。
ま
た
、
政
府
の
委
託
で

カ
イ
ロ
考
古
学
研
究
所
を
設
立
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
カ
イ
ロ
博
物
館
の
第
二
代
館
長
で
も
あ
っ
た

（
以
上
は
彼
の
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。
当
外
原
本
は
刊
行
年
が
異
な
る
が
（1

8
9
7

年
）、
こ
こ
で
よ
か
ろ
う
。

カ
ル
デ
ア
人
の
記
載
が
続
き
、
尾
鰭
を
持
っ
た
半
人
半
魚
の
二
体
の
神
像
画
が
示
さ
れ
て
お
り
、
次
の
「5

6
6

」

の
十
行
目
に
「E

a

」
の
神
名
を
確
認
出
来
る
。 

「B
o
scaw

en
, `T

h
e F

irst o
f E

m
p
ires,` 1

9
0
3
, p

p
. 6

7
―

6
8

）」
筆
者
は
ア
ッ
シ
リ
ア
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ

イ
ン
ト
・
チ
ャ
ド
・
ボ
ス
コ
ー
ウ
ェ
ン
（W

illiam
 S

ain
t C

h
ad

 B
o
scaw

en
 

一
八
五
四
年
～
一
九
一
三
年
）。

「In
tern

et arch
iv

e

」
で
原
本
が
見
ら
れ
、
当
該
箇
所
は
こ
こ
。
左
ペ
ー
ジ
下
方
か
ら
「E

a

」
の
記
載
が
始

ま
る
。 

『
「
ス
ト
ラ
ボ
ン
」（
耶
蘇
と
殆
ど
同
時
）
の
書
』
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
系
の
地
理
学
者
・
歴
史
家
・

哲
学
者
ス
ト
ラ
ボ
ン
（
ラ
テ
ン
語
文
字
転
写
：S

trab
o 

紀
元
前
六
四
か
六
三
年
～
紀
元
後
二
四
年
頃
の
書

い
た
全
十
七
巻
か
ら
成
る
ギ
リ
シ
ャ
語
で
書
か
れ
た
「
地
理
誌
」（
同
前
：G

eō
g
rap

h
ik

：
ゲ
オ
グ
ラ
フ
ィ

カ
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
著
は
当
時
の
古
代
ロ
ー
マ
人
の
地
理
観
・
歴
史
観
を
知
る
上
で
重
要
な
書
物
と
な

っ
て
い
る
。 

『
西
曆
紀
元
前
六
百
年
頃
の
名
妓
「
ロ
ド
ペ
」
浴
す
る
間
に
、
鷲
其
履
を
捉
み
去
り
、
メ
ム
フ
ヰ
ス
の
王
の

前
に
落
せ
し
を
、
王
拾
つ
て
、
其
履
の
美
に
し
て
小
さ
き
に
惚
込
み
、
履
主
を
搜
索
し
て
、
遂
に
ロ
ド
ペ
を

娶
れ
り
と
な
り
』
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
の
「
履
物
」
の
「
履
物
と
文
化
」
の
「
西
洋
」
の
項
に
以

下
の
よ
う
に
あ
る
。「
ロ
ド
ペ
」
の
伝
承
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
全
体
に
本
篇
と
の
親
和
性
の
高
い
内
容
な
の

で
、
前
の
部
分
も
含
め
て
引
く
（
コ
ン
マ
は
読
点
に
代
え
た
。
言
っ
て
お
く
が
、
私
は
同
事
典
のC

D
-L

O
M

版
を
正
規
に
購
入
し
て
所
持
し
て
い
る
）。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%AD
https://archive.org/details/dawnofcivilizati01masp/page/564/mode/2up
https://archive.org/details/dawnofcivilizati01masp/page/566/mode/2up
https://archive.org/details/dawnofcivilizati01masp/page/566/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.183470/page/n93/mode/2up


 
片
方
の
履
物
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
伝
承
が
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
に
は
あ
る
。
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
、
プ
ラ

タ
イ
ア
イ
の
兵
士
の
一
隊
が
片
方
の
み
は
だ
し
で
城
塞(

じ
よ
う
さ
い)

か
ら
脱
出
し
た
こ
と
を
伝
え
（
《
戦

史
》
第
3
巻
22
章
）、
女
怪
ゴ
ル
ゴ
ン
を
退
治
し
た
ペ
ル
セ
ウ
ス
は
サ
ン
ダ
ル
を
片
方
し
か
は
い
て
お
ら
ず
、

片
方
の
サ
ン
ダ
ル
の
男
に
注
意
せ
よ
と
の
神
託
を
受
け
て
い
た
イ
オ
ル
コ
ス
王
ペ
リ
ア
ス
の
前
に
現
れ
た

イ
ア
ソ
ン
は
そ
の
ま
ま
の
格
好
で
あ
っ
た
た
め
に
、
金
羊
皮
を
求
め
て
旅
に
出
る
こ
と
に
な
る
。J. G

.

フ
レ

ー
ザ
ー
は
《
金
枝
篇
》
で
、
は
だ
し
の
右
足
を
犠
牲
獣
の
皮
の
上
に
置
い
て
行
わ
れ
る
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
儀

礼
に
言
及
し
て
い
る
が
、
履
物
の
片
方
だ
け
を
は
い
た
い
わ
ば
異
形
の
姿
と
、
神
の
加
護
あ
る
い
は
神
意
の

顕
現
と
い
う
観
念
に
は
強
い
関
連
の
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
ペ
ル
セ

ウ
ス
崇
拝
は
エ
ジ
プ
ト
に
も
及
ん
で
お
り
、
ケ
ン
ミ
ス
な
る
町
に
は
そ
の
神
殿
が
あ
る
が
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
は

し
ば
し
ば
こ
こ
を
訪
れ
片
方
の
サ
ン
ダ
ル
を
残
し
て
い
く
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
サ
ン
ダ
ル
の
出
現
は
エ

ジ
プ
ト
の
繁
栄
を
約
す
る
吉
兆
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
（
《
歴
史
》
第
2
巻
91
節
）。 

 

ま
た
ヒ
ュ
ギ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ル
メ
ス
に
は
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
ヘ
ル
メ
ス
は
美
神

ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
に
恋
し
た
が
拒
ま
れ
、
こ
れ
を
哀
れ
ん
だ
ゼ
ウ
ス
が
鷲
に
変
じ
て
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
サ
ン

ダ
ル
の
片
方
を
盗
ん
で
彼
に
与
え
た
た
め
愛
は
か
な
え
ら
れ
た
。
同
趣
向
の
伝
説
は
ス
ト
ラ
ボ
ン
も
伝
え

て
お
り
、
鷲
に
盗
ま
れ
た
ロ
ド
ペ 

R
h
o
d
o
p
ē
 

の
サ
ン
ダ
ル
の
片
方
が
エ
ジ
プ
ト
王
プ
サ
ン
メ
テ
ィ
コ
ス
の

胸
の
上
に
落
ち
、
王
は
そ
の
持
主
を
国
中
に
捜
し
求
め
た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
履
物
と
愛
の
成
就
、
後
者
は

さ
ら
に
身
元
確
認
の
主
題
が
結
び
つ
い
て
い
る
点
で
、
シ
ン
デ
レ
ラ
の
〈
ガ
ラ
ス
の
靴
〉
な
ど
と
の
共
通
性

や
、
履
物
の
性
的
な
象
徴
性
を
示
唆
し
て
お
り
興
味
深
い
。
な
お
、
履
物
が
身
元
の
証
明
の
手
だ
て
と
な
る

例
は
テ
セ
ウ
ス
の
伝
説
に
も
見
ら
れ
、
上
記
ペ
ル
セ
ウ
ス
、
ヘ
ル
メ
ス
は
と
も
に
有
翼
の
サ
ン
ダ
ル
の
持
主

と
し
て
知
ら
れ
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

熊
楠
の
表
記
す
る
「
メ
ム
フ
ヰ
ス
の
王
」
は
、
こ
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
第
二
十
六
王
朝
初
代
フ
ァ

ラ
オ
（
在
位
：
紀
元
前
六
六
四
年
～
紀
元
前
六
一
〇
年
）
の
プ
サ
メ
テ
ィ
コ
ス
（「
プ
サ
ム
テ
ク
」
と
も
表

記
）
Ⅰ
世
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。］ 

 

予
現
に
參
考
書
を
缺
く
を
以
て
、
歐
州
「
シ
ン
ダ
レ
ラ
」
物
語
の
最
古
き
は
、
何
時
代
に
記
さ
れ
た
る
を
詳

か
に
せ
ず
、
隨
て
、
此
譚
の
早
く
筆
せ
ら
れ
し
は
、
東
西
孰
れ
に
在
る
を
斷
ず
る
能
は
ず
と
雖
も
、
兎
に
角
、

千
餘
年
前
に
成
し
酉
陽
雜
俎
に
、
此
特
色
あ
る
「
シ
ン
ダ
レ
ラ
」
物
語
を
書
付
た
る
、
唐
の
太
常
卿
、
段
成

式
の
注
意
深
か
り
し
を
感
謝
す
る
者
也
、
こ
の
人
相
國
文
昌
の
子
、
詩
名
高
く
、
宏
學
博
物
、
殆
ど
張
華
「
プ

リ
ニ
ウ
ス
」
の
流
也
、（
尉
遲
樞
の
南
楚
新
聞
に
、
今
よ
り
千
四
十
八
年
前
、
咸
通
四
年
六
月
、
卒
せ
る
後
、

其
靈
書
を
友
人
溫
庭
因
筠
に
贈
る
由
載
た
り
）、
平
素
好
ん
で
書
を
藏
し
、
又
下
問
を
耻
ず
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
は
ぢ
ず
」。］、
天
上
天
下
、
方
内
方
外
の
異
譚
奇
事
を
錄
し
て
、
酉
陽
雜
俎
二
十
卷
、
續
集
十
卷
を
撰



せ
り
、
唐
代
の
事
物
、
是
れ
に
據
て
初
て
見
る
べ
き
者
頗
る
多
し
、
然
る
に
楊
愼
の
丹
鉛
總
錄
卷
五
、
段
成

式
好
張
虛
大
之
言
、
其
著
酉
陽
雜
俎
、
亦
似
郭
子
橫
洞
冥
記
、
唐
人
杜
陽
雜
編
全
構
虛
誑
、
殊
無
一
實
也
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
原
本
影
印
本
の
当
該
部
を
確
認
し
、
一
部
の
漢
字
の
誤
り

を
訂
し
た
。］
と
評
し
、
江
村
北
海
も
亦
雜
俎
を
丸
啌
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
る
う
そ
」。］
也
と
排
せ
り
、

こ
は
後
世
支
那
人
が
、
書
籍
の
穿
鑿
の
み
に
腐
心
し
て
、
實
際
に
迂
な
る
と
、
吾
邦
の
儒
者
が
、
世
界
の
廣

き
事
を
知
ら
ざ
る
僻
言
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
る
う
そ
」
に
応
じ
て
「
ひ
が
ご
と
」
と
読
ん
で
お
く
。］
に

て
、
成
る
程
段
氏
の
記
述
に
怪
異
の
事
多
き
も
、
是
れ
却
つ
て
、
當
時
唐
土
に
行
は
れ
た
る
迷
信
、
錯
誤
の

實
況
を
直
筆
せ
る
者
な
れ
ば
、
其
頃
支
那
に
於
る
一
汎
人
智
の
程
度
を
察
す
る
に
最
も
便
利
有
る
事
、
歐
州

に
も
、
遠
く
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」「
プ
リ
ニ
ウ
ス
」
よ
り
、
中
頃
天
主
敎
諸
大
德
を
歷
て
、
近
く
「
ゲ
ス

ネ
ル
」「
ア
ル
ド
ロ
ヷ
ン
ヅ
ス
」
に
至
る
迄
、
牛
屍
を
埋
れ
ば
蜜
蜂
に
化
し
、
人
の
脊
髓
死
し
て
蛇
と
な
り
、

露
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
ゆ
」。］
海
に
入
て
眞
珠
と
變
じ
、
航
魚

タ
コ
フ
ネ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
タ
コ
ウ

ネ
」。
初
出
は
「
タ
コ
フ
子
」（「
子
」
は
「
ネ
」
の
漢
字
型
表
記
）。
初
出
に
従
い
、「
子
」
を
カ
タ
カ
ナ
表

示
し
た
。］
を
見
れ
ば
凶
事
有
り
、
印
魚

コ
バ
ン
フ
ネ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
コ
バ
ン
ネ
」。
初
出
は
「
コ
バ
ン

フ
子
」（「
子
」
は
「
ネ
」
の
漢
字
型
表
記
）。
初
出
に
従
い
、
同
前
の
仕
儀
で
示
し
た
。］
は
訴
訟
事
件
を
長

引
か
し
、
印
度
の
象
は
每
度
龍
と
鬪
て
相
討
ち
て
果
る
、
其
外
、
人
魚
山
男
抔
、
呆
れ
返
つ
た
事
共
を
飽
く

迄
夥
く
書
連
ね
た
る
に
異
な
ら
ず
、
段
氏
が
智
識
を
求
る
用
意
極
て
周
到
な
り
し
は
、
卷
十
八
に
、
諸
外
國

の
植
物
を
載
せ
た
る
に
、
啻
に
記
文
の
詳
き
の
み
な
ら
ず
、
多
く
は
其
本
國
名
稱
を
添
た
り
、
紫
鉚
の
眞
臘

名
勒
佉
（
ラ
ツ
ク
）、
波
斯
棗
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ペ
ル
シ
ア
な
つ
め
」。］
の
ペ
ル
シ
ア
名
窟
莽
（
ク
ル
マ
）、

偏
桃
の
波
斯
名
婆
淡
（
バ
ダ
ム
）、
無
花
果
の
ペ
ル
シ
ア
名
阿
駔
（
ア
ン
ジ
ル
）、
拂
林
名
底
珍
（
「
ア
ラ
ビ

ヤ
」
名
テ
イ
ン
）
等
也
（D

e C
an

d
o
lle, `O

rig
in

 o
f C

u
ltiv

ated
 P

lan
ts,` 1

8
9
0
, p

assim
.

）、
從
來
「
エ
ゴ
ノ

キ
」
に
宛
て
た
る
齊
墩
果
如
き
、
其
記
載
の
正
確
な
る
が
上
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］、
雜
俎
に
波
斯

名
齊
墩
、
拂
林
名
齊
虛
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
虛
」
は
「
選
集
」
で
は
「
虛
」
に
「
厂
」
を
懸
け
た
字
。］
と

擧
げ
た
る
は
ペ
ル
シ
ア
語 

seitu
n
 

ヘ
ブ
リ
ウ
語 

sait 

に
恰
當
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
ふ
た
う
（
こ
う
と

う
）」。
相
当
。］
す
れ
ば
、
實
は
「
オ
リ
ヴ
」
樹
の
事
也
（
明
治
四
十
年
十
二
月
、
東
洋
學
藝
雜
誌
、
拙
文

「
オ
リ
ヴ
」
樹
の
漢
名
に
出
）、
其
卷
十
九
に
見
ゆ
る
、
梁
の
延
香
園
の
異
園
の
如
き
、
詳
細
の
記
載
、
明

か
に
「
コ
ム
ソ
ウ
ダ
ケ
」
の
或
種
を
眼
前
に
想
見
せ
し
む
、（
予
の 
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） 

其
驗
仙
書
、
與
威
喜
芝
相
類
と
云
る
は
、
偶
ま
、
以
て
、
支
那
の
古
道
士
輩
が
、

自
然
に
、
窒
素
分
多
き
菌
類
の
、
畜
肉
と
等
く
滋
養
分
に
富
る
を
覺
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
と
り
て
」。］、

之
を
嗜
み
重
ん
じ
、
隨
て
菌
類
に
就
て
智
識
廣
か
り
し
を
、
諒
す
る
に
足
れ
り
（
仙
書
に
、
上
帝
肉
芝
を
某

仙
に
賜
ふ
と
有
る
は
、
紀
州
抔
に
多
き 

F
istu

lin
a h

ep
atica 

な
ら
ん
、
形
色
牛
肉
に
酷
似
し
、
且
つ
鮮
血
樣

の
紅
液
を
瀝
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
れ
る
」。］
故
、
英
語
に
牛
肉
蔬
（
ヴ
エ
ジ
タ
ブ
ル
ビ
ー
フ
ス
テ
ー

キ
）
と
呼
ぶ
）
同
卷
に
見
ゆ
る
、
昆
明
池
水
網
藻
の
記
は
、
支
那
人
が
歐
人
に
前
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=59702&page=84
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja


き
だ
ち
て
」。］、「
ア
ミ
ミ
ド
ロ
」（
英
語 

w
aler N

e
t

）
を
識
り
し
を
證
す
、（
予
の 
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）、
又
松
下
見
林
の
異
稱
日
本
傳
卷
上
に
も
引
る
如
く
、
雜
俎
三

に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
引
用
は
「
酉
陽
雑
爼
」
及
び
「
異
称
日
本
伝
」
を
閲
す
る
に
脱
字
が
あ
っ
た
の

で
特
異
的
に
訂
し
て
お
い
た
。］、
國
初
、
僧
云
玄
奘
往
五
印
取
經
、
西
域
敬
之
、
成
式
見
倭
國
僧
金
剛
三
昧
、

言
甞
至
中
天
、
寺
中
多
畫
玄
奘
麻
屩
及
匙
筯
、
以
綵
雲
乘
之
、
蓋
西
域
所
無
者
、
每
至
齋
日
、
輙
膜
拜
焉
と

有
り
、
見
林
之
を
評
し
て
、
眞
如
親
王
羅
越
に
て
遷
化
し
給
ひ
け
る
を
、
師
鍊
賛
し
て
曰
、
自
推
古
、
至
今

七
百
歲
、
學
者
之
事
西
遊
也
以
千
百
數
、
而
跂
印
度
者
、
只
如
一
人
而
已
、
蓋
不
考
金
剛
三
昧
事
也
と
言
り
、

件
の
千
餘
年
前
に
渡
天
の
壯
行
を
遂
げ
た
る
日
本
僧
は
、
其
姓
名
す
ら
本
國
に
傳
存
せ
ざ
れ
ど
も
、
吾
邦
曾

て
斯
る
偉
人
を
出
せ
し
を
知
り
得
る
は
、
一
に
親
し
く
之
に
遇
せ
し
話
を
、
雜
俎
に
載
た
る
段
氏
の
賜
物
也

（
予
の 
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參
照
）、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
太
常
卿
」「
た
い
じ
や
う
け
い
」。
天
子
の
宗
廟
の
祭
礼
を
職
掌
と
し
た
。 

「
張
華
」
三
国
時
代
の
魏
か
ら
西
晋
に
か
け
て
の
政
治
家
で
文
人
の
張
華
（
二
三
二
年
～
三
〇
〇
年
）
。
彼

の
書
い
た
幻
想
的
博
物
誌
に
し
て
奇
聞
伝
説
集
で
あ
る
「
博
物
志
」
全
十
巻
は
よ
く
知
ら
れ
る
。 

「
プ
リ
ニ
ウ
ス
」
古
代
ロ
ー
マ
の
将
軍
で
博
物
学
者
ガ
イ
ウ
ス
・
プ
リ
ニ
ウ
ス
・
セ
ク
ン
ド
ゥ
ス
（G

aiu
s 

P
lin

iu
s S

ecu
n
d
u
s 

二
三
年
～
七
九
年
）。
大
百
科
全
書
「
博
物
誌
」
三
十
七
巻
を
編
み
、
古
代
科
学
知
識

を
集
大
成
し
た
。
ベ
ス
ビ
オ
火
山
噴
火
の
際
、
調
査
に
行
き
、
遭
難
死
し
た
。
甥
の
政
治
家
ガ
イ
ウ
ス
・
プ

リ
ニ
ウ
ス
・
カ
エ
キ
リ
ウ
ス
・
セ
ク
ン
ド
ゥ
ス
（G

aiu
s P

lin
iu

s C
aeciliu

s S
ecu

n
d
u
s 

六
二
年
頃
～
一
一

四
年
頃
）
と
区
別
し
て
「
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。 

「
尉
遲
樞
の
南
楚
新
聞
」
底
本
は
「
南
楚
紀
聞
」
で
あ
る
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
誤
字
で
あ
る
こ
と
が
判
っ

た
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。「
尉
遲
樞
」（
生
没
年
未
詳
）
は
晩
唐
の
人
で
、
こ
の
「
新
聞
」
と
は
「
風
聞
」

の
意
で
、
そ
う
し
た
南
楚
の
風
聞
を
記
し
た
随
筆
。
完
本
は
伝
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
「
中
國
哲
學
書

電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
で
引
用
文
の
集
成
が
読
め
、
そ
こ
に
「
太
平
廣
記
」
卷
三
百
五
十
一
か
ら
と
し
て
、 

 
 

 

＊ 

○
段
成
式 

太
常
卿
段
成
式
、
相
國
文
昌
子
也
、
與
舉
子
溫
庭
筠
親
善
、
咸
通
四
年
六
月
卒
。
庭
筠
居
閒
輦
下
、
是
歲
十

一
月
十
三
曰
冬
至
、
大
雪
、
凌
晨
有
扣
門
者
、
僕
夫
視
之
、
乃
隔
扉
授
一
竹
筒
、
云
、「
段
少
常
送
書
來
。」

庭
筠
初
謂
誤
、
發
筒
獲
書
、
其
上
無
字
、
開
之
、
乃
成
式
手
札
也
。
庭
筠
大
驚
、
馳
出
戶
、
其
人
已
滅
矣
。

乃
焚
香
再
拜
而
讀
、
但
不
諭
其
理
。
辭
曰
、「
慟
發
幽
門
、
哀
歸
短
數
、
平
生
已
矣
、
後
世
何
云
。
況
複
男

紫
悲
黃
、
女
靑
懼
綠
、
杜
陵
分
絕
、
武
子
成
卷
君
。
自
是
井
障
流
鸚
、
庭
鐘
舞
鵠
、
交
昆
之
故
、
永
斷
私
情
、

慨
慷
所
深
、
力
占
難
盡
。
不
具
、
荊
州
牧
段
成
式
頓
首
。」
。
自
後
寂
無
所
聞
。
書
云
卷
君
字
、
字
書
所
無
、

以
意
讀
之
、
當
作
群
字
耳
。
溫
段
二
家
、
皆
傳
其
本
。
子
安
節
、
前
沂
王
傅
、
乃
庭
筠
婿
也
、
自
說
之
。 

 
 

 

＊ 
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https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=279067
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=279067
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=279067
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と
あ
る
。 

「
咸
通
四
年
」
唐
末
期
の
八
六
三
年
。 

「
溫
庭
筠
」
（
お
ん
て
い
い
ん 

八
一
七
年
？
～
八
六
六
年
？
）
は
晩
唐
の
知
ら
れ
た
詩
人
。
娘
は
段
成
式

の
子
の
段
安
節
の
妻
と
な
り
、
宰
相
で
あ
っ
た
温
彦び

ん

博は
く

の
末
裔
に
当
た
る
。
晩
唐
を
代
表
す
る
詩
人
の
一
人

で
、
同
時
代
の
妖
艶
に
し
て
唯
美
的
な
詩
風
で
知
ら
れ
る
李
商
隠
（
八
一
二
年
又
は
八
一
三
年
～
八
五
八
年
）

と
と
も
に
「
温
・
李
」
と
並
び
称
さ
れ
る
。
優
れ
た
才
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
試
験

場
で
隣
席
の
者
の
た
め
に
詩
を
作
っ
て
や
っ
た
り
、
遊
里
を
飲
み
歩
い
て
警
官
と
喧
嘩
を
し
た
り
す
る
な

ど
、
軽
率
な
行
為
が
多
く
、
科
挙
に
は
』
結
局
、『
及
第
出
来
な
か
っ
た
。
宰
相
の
令
狐
綯
』（
れ
い
こ
と
う
）

『
の
家
に
寄
食
し
た
が
、
令
狐
綯
を
馬
鹿
に
し
た
の
で
追
い
出
さ
れ
た
』。
八
五
九
年
頃
、『
特
に
召
し
出
さ

れ
て
試
験
を
受
け
た
が
、
長
安
で
任
官
を
待
つ
間
、
微
行
し
て
い
た
宣
宗
に
会
い
、
天
子
と
知
ら
ず
に
か
ら

か
っ
た
の
で
、
随
県
の
県
尉
に
流
さ
れ
た
。
襄
州
刺
史
の
徐
商
に
招
か
れ
、
幕
下
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

満
足
せ
ず
、
辞
職
し
て
江
東
の
地
方
を
放
浪
し
、
最
期
は
零
落
し
て
死
ん
だ
』。『
詩
風
は
六
朝
時
代
の
宮
体

詩
に
近
く
、
同
年
代
の
李
商
隠
に
比
べ
て
や
や
退
廃
的
。
ま
た
、
温
庭
筠
の
性
格
も
相
ま
っ
て
少
々
』、『
軽

薄
な
美
し
さ
が
あ
る
。
李
商
隠
と
共
に
、
宋
代
初
期
の
西
崑
体
に
強
く
影
響
を
残
し
て
い
る
』。
現
在
、「
温

飛
卿
詩
集
」
九
巻
が
残
る
、
と
あ
る
。 

「
楊
愼
の
丹
鉛
總
錄
卷
五
、…

…

」（
一
四
八
八
年
～
一
五
五
九
年
）
は
明
の
学
者
・
文
学
者
。
一
五
一
一 

年
に
進
士
に
及
第
し
て
翰
林
修
撰
と
な
っ
た
。
後
に
世
宗
嘉
靖
帝
が
即
位
し
た
際
、
そ
の
亡
父
の
処
遇
に
つ

い
て
帝
に
反
対
し
た
た
め
激
怒
を
買
い
、
平
民
と
し
て
雲
南
永
昌
衛
に
流
さ
れ
、
約
三
十
五
年
間
を
配
所
で

過
し
て
、
没
し
た
。
神
童
の
呼
び
名
高
く
、
十
二
歳
の
時
に
書
い
た
「
古
戦
場
文
」
は
人
を
驚
か
し
、
詩
は

政
治
家
で
詩
壇
の
大
物
と
し
て
一
時
期
を
作
っ
た
李
東
陽
に
認
め
ら
れ
た
。
博
学
で
、
雲
南
に
あ
っ
て
奔
放

な
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
、
多
く
の
著
述
を
残
し
た
。
そ
の
研
究
は
詩
・
戯
曲
・
小
説
を
含
め
甚
だ
多
方
面

に
亙
る
が
、
特
に
雲
南
に
関
す
る
見
聞
・
研
究
は
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
著
作
は
「
升
庵
全
集
」
全

八
十
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
訓
読
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

段
成
式
、
虛
大
の
言
を
張
る
を
好
む
。
其
の
著
「
酉
陽
雜
俎
」、
亦
、
郭
子
橫
が
「
洞
冥
記
」、
唐
人
の
「
杜

陽
雜
編
」
に
似
て
、
全
く
虛
誑

き
よ
き
や
う

を
構
へ
、
殊

と
り
わ

け
、
一
つ
の
實じ

つ

も
無
き
な
り
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
『
郭
子
橫
が
「
洞
冥
記
」』
は
後
漢
の
郭
憲
の
撰
に
な
る
道
教
系
の
志
怪
小
説
集
。「
杜
陽
雜
編
」
は
晩

唐
末
期
の
進
士
蘇
鶚

そ

が

く

の
撰
に
な
る
伝
奇
小
説
集
。 

「
江
村
北
海
」（
え
む
ら
ほ
っ
か
い 

正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
～
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
）
は
江
戸
中

期
の
儒
者
・
漢
詩
人
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
福
井
藩
の
儒
者
伊
藤
竜
洲
の
第
二
子
で
あ
っ
た
が
、『
明

石
藩
士
で
あ
り
母
の
兄
に
あ
た
る
河
村
家
で
生
ま
れ
、
そ
こ
で
養
育
さ
れ
た
。
は
じ
め
学
問
に
は
無
関
心
だ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%8E%E5%95%86%E9%9A%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%9D%91%E5%8C%97%E6%B5%B7


っ
た
が
、
北
海
の
俳
諧
を
見
た
梁
田
蛻
巖
に
激
励
さ
れ
』、『
勉
学
に
専
念
。
父
の
友
人
で
あ
る
丹
後
宮
津
藩

の
儒
者
・
江
村
毅
庵
の
養
子
と
な
る
。
藩
主
・
青
山
幸
道
は
北
海
に
吏
才
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
』、『
次
第

に
重
用
』
さ
れ
た
。
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
、
『
美
濃
郡
上
藩
に
移
封
の
際
、
病
を
理
由
に
辞
任
を
願
っ

た
が
許
さ
れ
ず
』、『
郡
上
に
同
行
』
し
て
い
る
。
宝
暦
十
三
年
に
は
『
許
さ
れ
て
京
都
に
帰
っ
た
が
、
そ
の

後
も
時
々
郡
上
に
行
』
っ
て
『
教
授
し
、
ま
た
は
藩
の
諮
問
に
応
じ
た
』。
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
、『
幸

道
が
隠
居
し
た
の
を
機
会
に
致
仕
し
、
京
都
の
室
町
に
対
梢
館
を
建
て
隠
居
』
し
た
。 

「
實
際
に
迂
な
る
」
現
実
の
事
実
に
疎
い
こ
と
。 

「
段
氏
の
記
述
に
怪
異
の
事
多
き
も
、
是
れ
却
つ
て
、
當
時
唐
土
に
行
は
れ
た
る
迷
信
、
錯
誤
の
實
況
を
直

筆
せ
る
者
な
れ
ば
、
其
頃
支
那
に
於
る
一
汎
人
智
の
程
度
を
察
す
る
に
最
も
便
利
有
る
」
私
は
「
酉
陽
雜
俎
」

の
愛
読
者
で
あ
り
、
博
物
学
的
民
俗
学
的
観
点
か
ら
熊
楠
に
完
全
に
同
感
で
あ
る
。 

「
ゲ
ス
ネ
ル
」
ス
イ
ス
の
博
物
学
者
で
書
誌
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ゲ
ス
ナ
ー
（C

o
n
rad

 G
esn

er 

一
五
一
六

年
～
一
五
六
五
年
）。
医
学
・
神
学
を
始
め
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
亙
っ
て
博
覧
強
記
で
、
古
典
語
を
含

め
た
多
言
語
に
通
じ
、
そ
れ
を
活
用
し
て
業
績
を
あ
げ
た
碩
学
。
著
書
「
動
物
誌
」
全
五
巻 

（
一
五
五
一

年
～
一
五
五
八
年
）
は
、
近
代
動
物
学
の
先
駆
け
と
さ
れ
、
植
物
学
に
も
長
じ
た
。
ま
た
、
書
誌
学
の
基
礎

を
築
い
た
と
さ
れ
る
「
世
界
書
誌
」（
一
五
四
五
年
～
一
五
五
五
年
）
を
著
わ
し
、「
書
誌
学
の
父
」
と
も
呼

ば
れ
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
世
界
的
な
博
物
学
者
で
あ
る
南
方
熊
楠
は
ゲ
ス
ナ
ー
に
感
銘
を
受
け
』、

『
北
米
時
代
の
日
記
に
「
吾
れ
欲
く
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ね
が
は
く
は
」
。］
日
本
の
ゲ
ス
ネ
ル
と
な
ら

ん
」
と
記
し
て
い
る
』
と
あ
る
の
は
、
熊
楠
フ
ァ
ン
の
間
で
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。 

「
ア
ル
ド
ロ
ヷ
ン
ヅ
ス
」
イ
タ
リ
ア
の
博
物
学
者
ウ
リ
ッ
セ
・
ア
ル
ド
ロ
ヴ
ァ
ン
デ
ィ
（U

lisse A
ld

ro
v
an

d
i 

一
五
二
二
年
～
一
六
〇
五
年
）
は
で
あ
る
。「A

ld
ro

v
an

d
u
s

」
と
い
う
名
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。、
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
大
学
で
医
学
と
哲
学
を
教
授
し
た
。
研
究
対
象
は
多
岐
に
渡
り
、
昆
虫
・
動
物
・
植
物
・
科
学
一
般
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
精
通
し
た
。
ゲ
ス
ナ
ー
の
「
動
物
誌
」
を
参
考
に
し
た
「
怪
物
誌
」（M

o
n
stro

ru
m

 h
isto

ria

）

は
そ
の
モ
ン
ス
ト
ル
ム
・
ワ
ー
ル
ド
の
強
烈
な
一
冊
で
あ
る
。 

「
航
魚

タ
コ
ウ
ネ

」
頭
足
綱
八
腕
形
上
目
タ
コ
目
ア
オ
イ
ガ
イ
上
科
ア
オ
イ
ガ
イ
科
ア
オ
イ
ガ
イ
属
タ
コ
ブ
ネ 

A
rg

o
n
a
u
ta

 h
ia

n
s 

の
美
し
い
貝
殻
様
の
卵
保
護
の
殻
を
成
形
す
る
   
（
   
は
作
ら
な
い
）
の
異
名
。
私
は
ビ

ー
チ
・
コ
ー
ミ
ン
グ
で
採
取
し
た
三
個
を
持
っ
て
い
る
。
但
し
、
同
種
は
太
平
洋
及
び
日
本
海
の
暖
海
域
に

分
布
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
西
洋
の
古
博
物
書
を
含
む
の
で
、
他
に
似
た
殻
を
や
は
り
   
の
み
が
持
ち
、

分
布
も
広
汎
（
全
世
界
の
熱
帯
・
暖
海
域
。
太
平
洋
・
イ
ン
ド
洋
・
大
西
洋
・
地
中
海
）
の
表
層
に
棲
息
す

る
ア
オ
イ
ガ
イ
属
ア
オ
イ
ガ
イ 

A
rg

o
n
a
u
ta

 a
rg

o
 

も
挙
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
但
し
、
以
下
の
こ
れ
を

「
見
れ
ば
凶
事
有
り
」
と
い
う
伝
承
は
私
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
原
拠
が
何
か
、
非
常
に
興
味
が
あ
る
と

こ
ろ
だ
。
な
お
、
私
の
「
大
和
本
草
卷
之
十
四 

水
蟲 

介
類 

タ
コ
ブ
子
」（
ブ
ロ
グ
版
）
や
、
サ
イ
ト

版
の
「
栗
氏
千
蟲
譜 

巻
十
（
全
） 

栗
本
丹
洲
」
の
最
後
の
そ
れ
（
画
像
多
数
。
ま
ず
、
失
望
さ
せ
な
い

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B2%E3%82%B9%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B2%E3%82%B9%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B2%E3%82%B9%E3%83%8A%E3%83%BC
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/06/post-e5f1.html
http://yab.o.oo7.jp/1000-10.html


と
自
負
す
る
）
や
、「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
四
十
七 

介
貝
部
【
蚌
類 

蛤
類 

螺
類
】
」
の
「
貝
鮹
（
か
ひ

た
こ 
た
こ
ふ
ね
）
」
も
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
読
ま
れ
た
い
。 

「
印
魚

コ
バ
ン
フ
ネ

」
条
鰭
綱
ス
ズ
キ
目
コ
バ
ン
ザ
メ
科
コ
バ
ン
ザ
メ
属 

E
ch

en
eis 

の
コ
バ
ン
ザ
メ
類
の
こ
と
で
あ

る
が
、「
フ
ネ
」
は
不
審
。
前
の
「
タ
コ
フ
ネ
」
に
引
か
れ
て
熊
楠
が
誤
っ
た
可
能
性
が
高
い
気
が
す
る
。
或

い
は
紀
州
で
「
サ
メ
」
を
「
フ
ネ
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
？
（
形
が
舟
に
似
て
は
い
る
け
れ
ど
） 

私
の
「
栗

本
丹
洲 

魚
譜 

白
の
コ
バ
ン
ザ
メ
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
、「
印
魚
」「
は
訴
訟
事
件
を
長
引
か
し
」

に
つ
い
て
は
、
荒
俣
宏
氏
の
「
世
界
大
博
物
図
鑑 

２
魚
類
」（
一
九
九
四
年
平
凡
社
刊
）
の
「
コ
バ
ン
ザ

メ
」
の
項
の
「
博
物
誌
」
の
最
後
に
（
ピ
リ
オ
ド
・
コ
ン
マ
を
句
読
点
に
代
え
た
）、『
こ
の
魚
を
も
っ
て
い

る
と
、
裁
判
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
俗
信
が
あ
る
。
こ
れ
は
裁
判
を
長
び
か
せ
れ
ば
、
結
局
勝
つ
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
に
よ
る
ら
し
い
（
谷
津
直
秀
《
動
物
分
類
表
》
）
』
（
引
用
書
は
一
九
一
四
年
刊
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
少
し
意
味
が
判
り
に
く
い
が
、
要
は
コ
バ
ン
ザ
メ
の
そ
の
吸
着
力
を
以
っ
て
裁
判
相
手

か
ら
決
し
て
離
れ
な
い
で
訴
訟
闘
争
を
続
け
る
こ
と
で
勝
つ
と
い
う
覚
悟
の
意
味
が
元
で
あ
ろ
う
と
私
は
解

釈
し
て
い
る
（
他
意
味
が
あ
る
と
な
れ
ば
、
是
非
、
お
教
え
戴
き
た
い
）。
私
の
「
生
物
學
講
話 

丘
淺
次

郎 

四 

寄
生
と
共
棲 

五 

共
棲
～
（
３
）」
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
印
度
の
象
は
每
度
龍
と
鬪
て
相
討
ち
て
果
る
」
こ
れ
も
原
拠
が
判
ら
な
い
。
但
し
、
イ
ン
ド
で
は
蛇
或
い

は
大
蛇
が
象
の
天
敵
と
さ
れ
て
は
い
る
。
大
蛇

ナ

ー

ガ

は
中
国
で
は
龍
と
は
成
っ
た
が
、
こ
れ
も
原
拠
が
知
り
た
い

と
こ
ろ
。 

「
段
氏
が
智
識
を
求
る
用
意
極
て
周
到
な
り
し
は
、
卷
十
八
に
、
諸
外
國
の
植
物
を
載
せ
た
る
に
」「
酉
陽

雜
俎
」
の
「
卷
十
八
」
は
「
廣
動
植
物
之
三
」。 

「
紫
鉚
の
眞
臘
名
勒
佉
（
ラ
ツ
ク
）」「
紫
鉚
」
は
「
し
り
う
（
し
り
ゅ
う
）」
と
読
ん
で
お
く
。
同
字
の
音

は
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
一
応
、
呉
音
が
「
ル
」
で
、
漢
音
が
「
リ
ュ
ウ
（
歴
史
的
仮
名
遣
・
リ
ウ
）」
で

あ
る
。
納
得
の
ゆ
く
読
み
だ
が
、
し
か
し
、
所
持
す
る
「
東
洋
文
庫
」（
一
九
九
四
年
刊
）
の
今
井
与
志
雄

氏
の
訳
注
の
中
で
は
「
鉚
」
に
『
こ
う
』
と
ル
ビ
さ
れ
て
お
ら
れ
、
ま
た
、
サ
イ
ト
「
和
漢
薬
・
生
薬
の
読

み
方
」
の
こ
ち
ら
で
は
『
紫
鉚
（
し
き
ょ
う
）』
で
あ
る
。
し
か
し
現
代
の
拼
音
で
は
「liǔ

」
で
、
こ
れ
は

「
リ
（
ォ
）
ウ
」
で
あ
る
か
ら
し
て
、
私
は
最
初
の
読
み
で
ゆ
く
。
さ
て
も
「
紫
鉚
」
と
は
、
マ
メ
目
マ
メ

科
マ
メ
亜
科
イ
ン
ゲ
ン
連
ブ
テ
ア
属
ハ
ナ
モ
ツ
ヤ
ク
ノ
キ 

B
u

te
a
 m

o
n

o
sp

e
rm

a
 

（
紫
鉚
樹･

紫
柳
）
或
い
は

同
じ
く
紫
鉚
樹
・
馬
鹿
花
と
漢
字
表
記
す
る
同
属
の
別
種 

B
u

te
a
 su

b
e
re

c
ta

 

を
指
す
（
こ
れ
は
植
物
で
は

最
も
信
頼
の
お
け
る
サ
イ
ト
「
跡
見
群
芳
譜
」
の
こ
ち
ら
に
拠
っ
た
）
。
ブ
テ
ア
属
は
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア

ジ
ア
に
か
け
て
広
く
分
布
す
る
。
最
初
に
示
し
た
ハ
ナ
モ
ツ
ヤ
ク
ノ
キ
は
、
当
該
属
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、

『
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
宿
主
と
し
て
し
ら
れ
る
。
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
分
泌
す
る
樹
脂
を
採
取

し
て
、
花
没
薬
（
は
な
も
つ
や
く
）
と
い
う
生
薬
や
染
色
の
臙
脂
に
用
い
ら
れ
る
』
と
あ
る
。
虫
体
被
覆
物

質
と
虫
体
内
色
素
の
両
方
を
利
用
す
る 

L
a
c
 

に
代
表
さ
れ
る
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
科 

K
e
rriid

ae 

に
つ

http://yab.o.oo7.jp/wakan47.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/03/post-0571.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/03/post-0571.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/03/post-0571.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/03/post-0571.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/09/post-39da.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/09/post-39da.html
https://hiramatu-hifuka.com/onyak/sho11.html
https://hiramatu-hifuka.com/onyak/sho11.html
http://www.atomigunpofu.jp/ch4-vegitables/mame.htm
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%86%E3%82%A2%E5%B1%9E_(%E3%83%9E%E3%83%A1%E7%A7%91)


い
て
は
、
解
説
が
非
常
に
面
倒
な
の
で
、「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
五
十
二 

蟲
部 

五
倍
子 

附 

百
藥
煎
」

の
私
の
注
を
参
照
し
て
戴
き
た
い
。
今
村
氏
の
「
酉
陽
雑
俎
」
の
訳
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
原
本
で
は

「
眞
臘
國
」）
に
産
出
し
、
現
地
で
は
『
勒
佉

ロ
ー
キ
ア

と
呼
ん
で
い
る
』。『
子み

を
結
ば
な
い
』
が
、『
濃
霧
、
露
お
よ

び
雨
が
樹
の
枝
々
に
か
か
っ
て
ぬ
ら
す
と
、
そ
の
樹
か
ら
、
す
ぐ
紫
』
鉚
（
原
本
自
体
で
段
成
式
が
字
を
誤

っ
て
い
る
）『
が
出
る
』
と
あ
る
。
ま
さ
に
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
体
を
覆
う
樹
脂
状
の
物
質
で
、
精
製

し
て
塗
料
・
接
着
剤
な
ど
に
現
在
も
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
ラ
ッ
ク
」
の
こ
と
で
あ
る
。 

「
波
斯
棗
の
ペ
ル
シ
ア
名
窟
莽
（
ク
ル
マ
）」
私
は
本
文
内
で
「
ペ
ル
シ
ア
な
つ
め
」
と
当
て
読
み
し
た
が
、

今
村
氏
は
「
ペ
ル
シ
ア
『
そ
う
』」
と
読
ん
で
お
ら
れ
、「
窟
莽
」
に
は
「
く
つ
も
う
」
と
ル
ビ
さ
れ
る
。
訳

に
よ
れ
ば
、『
形
は
、
バ
ナ
ナ
に
似
て
い
』
て
、『
花
に
二
つ
の
甲
が
あ
り
、
徐
々
に
開
花
す
る
。
裂
け
目
に

十
余
、
種
子
の
房
が
あ
』
っ
て
、『
核
が
熟
す
る
と
き
、
朱
氏
は
黒
で
あ
る
。
形
は
乾
し
た
棗

な
つ
め

に
似
て
い
る
。

味
は
甘
く
』、『
食
用
に
な
る
』
と
あ
っ
て
、
今
井
氏
は
こ
の
「
窟
莽
」
に
つ
い
て
、『
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
』『
の
ペ

ル
シ
ア
名
と
い
う
』
と
注
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
ヤ
シ
目
ヤ
シ
科
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
属
ナ
ツ
メ
ヤ
シ 

P
h

o
e
n

ix
 

d
a
c
ty

life
ra

 

で
あ
る
。
実
は
デ
ー
ツ
（D

ate

）
と
呼
ば
れ
、
北
ア
フ
リ
カ
や
中
東
で
は
現
在
も
主
要
な
食
品

の
一
つ
で
あ
る
。 

「
偏
桃
の
波
斯
名
婆
淡
（
バ
ダ
ム
）
」「
偏
桃
」
は
バ
ラ
目
バ
ラ
科
モ
モ
亜
科
サ
ク
ラ
属
ヘ
ン
ト
ウ 

A
m

yg
d
a
lu

s 

d
u

lc
is 

で
、
ご
存
知
、
種
子
の
殻
を
取
り
除
い
た
仁
の
部
分
が
生
の
「
ア
ー
モ
ン
ド
」
で
あ
る
。 

「
無
花
果
の
ペ
ル
シ
ア
名
阿
駔
（
ア
ン
ジ
ル
）」
底
本
は
「
駔
」
の
（
つ
く
り
）
が
「
且
」
で
は
な
く
「
貝
」

で
あ
る
が
、
中
文
ウ
ィ
キ
の
「
無
花
果
」
に
よ
っ
て
特
異
的
に
訂
し
た
。
バ
ラ
目
ク
ワ
科
イ
チ
ジ
ク
属
イ
チ
ジ

ク 
F

ic
u

s c
a
ric

a
 

。
同
ウ
ィ
キ
に
は
ペ
ル
シ
ャ
語
の
ラ
テ
ン
文
字
表
記
で
「an

jir

」
と
確
か
に
出
る
。「
酉

陽
雑
俎
」
で
は
第
十
八
巻
の
最
後
に
「
阿
驛
」
と
し
て
登
場
す
る
。 

 
 

 

＊ 

阿
驛
、
波
斯
國
呼
爲
阿
馹
拂
林
呼
爲
底
珍
。
樹
長
丈
四
五
、
枝
葉
繁
茂
。
葉
有
五
出
、
似
椑
卑
麻
。
無
花
而

實
、
實
赤
色
、
類
椑
卑
子
、
味
似
甘
柿
、
一
月
一
熟
。 

 
 

 

＊ 

但
し
、
今
村
氏
の
注
で
、「
阿
驛
」
に
つ
い
て
は
、『
案
ず
る
に
、『
本
草
綱
目
』
三
一
「
果
」
部
「
夷
果
類
」

の
「
無
花
果
」』
に
『
引
』
か
れ
る
『「
阿
駔
」』
と
字
注
さ
れ
、
訳
注
で
は
、
そ
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
『
新

ペ
ル
シ
ア
語
で
、
無
花
果
を
示
す
語
は
、an

jir 

で
あ
る
が
、
中
国
語
の
転
写
は
、
そ
れ
と
は
無
関
係
で
、

ペ
ル
シ
ア
語
の
よ
り
古
い
段
階
、
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
と
か
か
わ
り
が
あ
る
ら
し
い
』
と
解
説
し
て
お
ら
れ
る

（
今
村
氏
の
解
説
は
も
っ
と
詳
し
い
（
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
）
の
で
、
よ
り
詳
し
く
は
必
ず
引
用
書
を
参
照

さ
れ
た
い
）。
そ
の
「
拂
林
」（
ア
ラ
ビ
ア
）「
名
」
が
「
底
珍
」「
テ
イ
ン
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、

今
村
は
詳
し
い
注
を
附
し
て
お
ら
れ
、『
ア
ラ
ビ
ア
語
』
で
は
『tin

, tin
e, rin

a

』
と
あ
る
。 

「D
e C

an
d
o
lle, `O

rig
in

 o
f C

u
ltiv

ated
 P

lan
ts,` 1

8
9
0
, p

assim
.

」
フ
ラ
ン
ス
系
の
ス
イ
ス
の
植
物
学
者
ア

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/04/post-3723.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/04/post-3723.html
https://zh.wikipedia.org/wiki/%E7%84%A1%E8%8A%B1%E6%9E%9C


ル
フ
ォ
ン
ス
・
ル
イ
ス
・
ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ラ
ム
・
ド
ゥ
・
カ
ン
ド
ー
ル
（A

lp
h
o
n
se L

o
u

is P
ierre P

y
ram

e 

d
e C

an
d
o
lle 

一
八
〇
六
年
～
一
八
九
三
年
）。「
国
際
藻
類
・
菌
類
・
植
物
命
名
規
約
」（IC

B
N

）
の
制
定

に
功
績
が
あ
っ
た
。
こ
の
原
本
は
一
八
八
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
「O

rig
in

e d
es 

p
la

n
tes cu

ltivées 
」（「
栽
培
植
物
の
起
原
」）
で
あ
る
。 

「
エ
ゴ
ノ
キ
」
ツ
ツ
ジ
目
エ
ゴ
ノ
キ
科
エ
ゴ
ノ
キ
属
エ
ゴ
ノ
キ 

S
tyra

x ja
p
o
n
ica

 

。
本
邦
で
全
国
の
雑
木

林
に
多
く
見
ら
れ
る
落
葉
小
高
木
で
あ
る
が
、
果
皮
に
有
毒
な
エ
ゴ
サ
ポ
ニ
ン
を
多
く
含
む
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
果
汁
を
絞
っ
た
り
し
た
ら
、
飲
む
ど
こ
ろ
か
、
触
っ
た
だ

け
で
も
炎
症
を
起
こ
す
ぞ
（
溶
血
作
用
も
あ
る
と
い
う
）
！ 

当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
「
齊
墩
果
」
が
漢

名
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
来
は
オ
リ
ー
ブ
の
漢
名
で
あ
』
り
、『
現
代
中
国
語
で
は
「
野
茉

莉
」
と
呼
ぶ
』
と
あ
る
。 

「
齊
墩
果
」（
さ
い
と
ん
く
わ
）「
如
き
、
其
記
載
の
正
確
な
る
が
上
え
、
雜
俎
に
波
斯
名
齊
墩
、
拂
林
名
齊

虛
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
虛
」
は
「
選
集
」
で
は
「
虛
」
に
「
厂
」
を
懸
け
た
字
。
こ
こ
で
「
※
」
と
し
て

お
く
。
］
と
擧
げ
た
る
」
こ
れ
は
、
や
は
り
、
第
十
八
に
あ
る
、 

 
 

 

＊ 

齊
暾
樹
、
出
波
斯
國
。
亦
出
拂
林
國
、
拂
林
呼
爲
齊
※
【
音
「
湯
」
兮
「
反
」。】。
樹
長
二
三
丈
、
皮
靑
白
、

花
似
柚
、
極
芳
香
。
子
似
楊
桃
、
五
月
熟
。
西
域
人
壓
爲
油
以
煮
餅
果
、
如
中
國
之
用
巨
勝
也
。 

 
 

 

＊ 

で
あ
る
。
こ
の
記
載
を
見
て
も
判
る
通
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
シ
ソ
目
モ
ク
セ
イ
科
オ
リ
ー
ブ
属
オ
リ
ー

ブ 
O

le
a
 e

u
ro

p
a
e
a
 

で
あ
る
。 

「
ペ
ル
シ
ア
語 

seitu
n
 

ヘ
ブ
リ
ウ
語
」（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
同
じ
い
）「sait

」
今
村
氏
の
「
齊
暾
樹
」
の
注
に

「
齊
暾
」
は
『
オ
リ
ー
ヴ
』
で
、『
ペ
ル
シ
ア
語
の 

zeitu
m

 

の
転
写
で
あ
る
』
と
さ
れ
た
後
、
熊
楠
が
以
下

で
挙
げ
る
、
論
文
を
引
か
れ
て
詳
述
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
今
村
氏
の
熊
楠
の
以
下
の
論
文
の
引
用
部
を

恣
意
的
に
正
字
化
し
て
以
下
に
示
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

其
邊
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
今
村
氏
に
よ
っ
て
『
東
羅
馬
帝
国
の
亜
細
亜
領
』
と
あ
る
。］
の
諸
氏
が
オ
リ
ー

ヴ
を
呼
ぶ
名
に
、
齊
暾
に
合
ひ
又
は
近
き
者
多
し
。
ヘ
ブ
リ
ウ
の 

S
ait 

又
は 

Z
e
it

、
波
斯
の 

S
eitu

n

、
ア

ラ
ビ
ヤ
の 

Z
aitu

n

、
土
耳
其
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ト
ル
コ
じ
ん
」。］
及
び
ク
リ
メ
ヤ
脫
脫
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
意
味
不
明
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
勢
力
を
持
っ
た
元
の
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
長
男
ジ
ョ
チ
の
後
裔
が
支

配
し
て
興
亡
し
た
遊
牧
政
権
の
言
語
、
或
い
は
タ
タ
ー
ル
語
と
い
う
こ
と
か
？
］ 

S
eitu

n

、
ア
ラ
ビ
ア
の 

Jit

、
ヒ
ン
ス
ク
ニ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ス
の
こ
と
だ
ろ
う
。］
の 

Z
eitu

n
 

等
な
り…

…

［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
は
今
村
氏
の
中
略
で
あ
る
こ
と
を
、
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
の
こ
ち
ら
（
こ
こ
で
当

該
論
文
は
一
応
（
表
示
文
字
に
不
全
が
あ
る
が
）
読
め
る
）
で
確
認
し
た
。］
因
み
に
言
ふ
。
古
ア
ラ
ビ
ヤ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B4%E3%83%8E%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B4%E3%83%8E%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B4%E3%83%8E%E3%82%AD
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm


人
は
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
を
オ
リ
ー
ヴ
に
因
ん
で
齊
暾
邑 

A
aitu

n
i-y

ah
 

と
呼
び
、
又
、
七
八
世
紀
の
頃
よ
り
、

支
那
の
泉
州
を
も
齊
暾
と
呼
り
、
當
時
の
唐
人
が
泉
州
府
を
楚
桐
城 

T
seu

-tu
n
g
-ch

in
g

 

と
綽
名
せ
し
を
オ

リ
ー
ヴ
の
ア
ラ
ビ
ヤ
名
と
混
じ
て
の
事
也 

 
 

 

＊ 

『
明
治
四
十
年
』（
一
九
〇
七
年
）『
十
二
月
、
東
洋
學
藝
雜
誌
、
拙
文
「
オ
リ
ヴ
」
樹
の
漢
名
』
こ
う
表
記

し
て
い
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
の
書
誌
デ
ー
タ
の
「
目
次
」（
本
文
画
像
は
閲
覧
出
来
な
い
の
で
御
注
意

あ
れ
）
を
見
る
限
り
で
は
、「
オ
リ
ー
ヴ
樹
の
漢
名
」
で
あ
る
。 

「
其
卷
十
九
」「
酉
陽
雑
俎
」
の
そ
れ
は
「
廣
動
植
之
四
」
で
「
草
類
」
が
続
く
。 

「
梁
の
延
香
園
の
異
園
」
梁
の
第
二
代
皇
帝
簡
文
帝
蕭
綱
（
五
〇
三
年
～
五
五
一
年
：
武
帝
蕭
衍
の
三
男
。

土
嚢
を
身
体
の
上
に
積
ま
れ
て
圧
殺
さ
れ
た
）
の
作
っ
た
庭
園
名
ら
し
い
。
以
下
は
、
著
者
段
成
式
の
自
分

の
屋
敷
の
竹
林
を
手
入
れ
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
な
菌

き
の
こ

が
生
え
て
き
た
こ
と
を
記
し
た
後
に
（
「
中
國

哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印
本
を
視
認
し
た
）
、 

 
 

 

＊ 

又
、
梁
簡
文
延
香
園
、
大
同
十
年
、
竹
林
吐
一
芝
、
長
八
寸
、
頭
蓋
似
雞
頭
實
、
黑
色
。
其
柄
似
藕
柄
、
内

通
幹
空
【
一
曰
柄
幹
通
空
】
、
皮
質
皆
純
白
、
根
下
微
紅
。
雞
頭
實
處
似
竹
節
、
脫
之
又
得
脫
也
。
自
節
處

別
生
一
重
、
如
結
網
羅
、
四
面
同
【
一
曰
周
】
、
可
五
六
寸
、
圓
繞
周
匝
、
以
罩
柄
上
、
相
遠
不
相
著
也
。

其
似
結
網
衆
目
、
輕
巧
可
愛
、
其
柄
又
得
脫
也
。
驗
仙
書
、
與
威
喜
芝
相
類
。 

 
 

 

＊ 

と
出
る
の
を
指
す
。
今
村
氏
の
訳
文
を
参
考
に
訓
読
し
て
み
る
。 

 
 

 

＊ 

又
、
梁
の
簡
文
が
延
香
園
に
て
、
大
同
十
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
五
四
四
年
。］、
竹
林
、
一
つ
の

芝
く
さ
び
ら

を

吐
は
き
い

だ
す
。
長た

け

八
寸
、
頭
の
蓋か

さ

は
雞
頭
の
實
に
似
て
、
黑
色
た
り
。
其
の
柄
、
藕ぐ

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
蓮
根
。］

の
柄
に
似
、
内
は
幹
に
通
じ
、
空く

う

た
り
【
一
つ
に
曰
は
く
、「
柄
幹
は
通
空
た
り
。」
】。
皮
質
、
皆
、
純
白
に

し
て
、
根
の
下
、
微
か
に
紅あ

か

し
。
雞
頭
の
實
の
や
う
な
る
處
は
、
竹
の
節
に
似
て
、
之
れ
を
脫は

が
せ
ば
、
又
、

脫は

が
す
を
得
る
な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
よ
う
な
も
の
を
剝
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。］
。
節
の
處
よ
り
、

別
に
一
重

ひ

と

え

の
も
の
生
ぜ
し
に
、
網
羅

ま

う

ら

を
結
べ
る
が
ご
と
き
に
て
、
四
面
、
同
じ
く
し
て
【
一
つ
に
曰
は
く
、

「
周ま

は

り
」。】、
五
、
六
寸
ば
か
り
、
圓ま

る

く
繞ね

う

し
て
周
匝

し
う
せ
う

し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
丸
く
纏
わ
っ
て
ぐ
る
り
と
取

り
囲
み
。］、
以
つ
て
柄
の
上
を
罩お

ほ

ひ
て
、
相
ひ
遠は

な

れ
て
相
ひ
著つ

か
ざ
る
な
り
。
其
れ
、
結
べ
る
網
の
衆お

ほ

く
の

目
に
似
て
、
輕
く
巧

た
く
み

な
る
こ
と
、
愛
す
べ
く
、
其
れ
、
柄
と
又と

も

に
脫は

が
し
得
た
り
し
な
り
。
仙
書
を
驗け

み

す

る
に
、「
威
喜

い

き

芝し

」
と
相
ひ
類

た
ぐ
ひ

せ
り
。 

 
 

 

＊ 

「
仙
書
」
は
道
教
の
仙
術
書
。
そ
の
代
表
作
は
以
下
に
も
語
ら
れ
る
晋
代
の
葛
洪
（
二
八
三
年
～
三
四
三
年
）



の
著
「
抱ほ

う

朴
子

ぼ

く

し

」
で
あ
る
。「
威
喜
芝
」
に
つ
い
て
は
、
今
村
氏
が
、『
案
ず
る
に
、『
抱
朴
子
』
内
篇
一
一

「
仙
薬
」
で
い
う
木
威
喜
芝
で
あ
ろ
う
。
同
書
に
よ
る
と
、「
そ
も
そ
も
木
芝
と
は
、
松
柏は

く

の
脂
が
し
ず
ん

で
地
に
入
り
、
千
年
た
つ
と
茯
苓

ぶ
く
り
ょ
う

に
か
わ
る
。
茯
苓
が
一
万
年
た
つ
と
、
そ
の
上
に
小
さ
な
木
が
生
ず
る
。

形
は
蓮は

す

の
花
に
似
て
い
る
。
名
づ
け
て
木
威
喜
芝
と
い
う
。
夜
、
み
る
と
、
光
が
あ
る
。
持
つ
と
、
た
い
へ

ん
滑
ら
か
で
あ
る
。
焼
い
て
も
も
え
な
い
。
こ
れ
を
身
に
帯
び
る
と
武
器
を
よ
け
る
。
雞
に
つ
け
て
、
他
の

雞
を
十
二
羽
ま
ぜ
、
一
緒
に
籠
に
い
れ
て
、
十
二
歩
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
箭や

を
十
二
本
射
る
と
、
他
の
雞
は

み
な
傷
つ
く
が
、
威
喜
芝
を
つ
け
た
の
は
、
つ
い
に
傷
つ
か
な
い
の
で
あ
る
」。
そ
れ
で
あ
ろ
う
』
と
あ
る
。

文
中
で
「
木
」
を
外
し
て
「
威
喜
芝
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
所
持
す
る
原
本
で
も
確
認
し
た
。
こ
れ
は
恐
ら

く
、「
霊
芝
」（
レ
イ
シ 

G
a
n

o
d
e
rm

a
 lu

c
id

u
m

 
）
に
代
表
さ
れ
る
菌
界
担
子
菌
門
真
正
担
子
菌
綱
タ
マ
チ
ョ

レ
イ
タ
ケ
目
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
科
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
属 

G
a
n

o
d

e
rm

a
 

の
茸
類
の
仲
間
で
あ
ろ
う
と
は
推
定
さ
れ

る
。
な
お
、「
森
林
微
生
物
管
理
研
究
グ
ル
ー
プ
」
サ
イ
ト
内
の
「
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ
と
ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
」
に

こ
こ
を
簡
略
記
載
し
た
記
事
が
載
る
（
脱
字
を
補
っ
た
）。 

 
 

 

＊ 

 

特
異
な
形
の
た
め
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
唐
代
の
随
筆
集
で
あ
る
酉
陽
雑
俎
に
は
、「
梁
の
簡
文
帝
の
延

香
園
で
は
、
大
同
十
年
（
五
四
四
年
）、
竹
林
か
ら
き
の
こ
が
出
た
。
長
さ
は
八
寸
、
頭
の
傘
は
鶏
頭
に
似

て
黒
く
、
そ
の
柄
は
中
空
で
あ
っ
た
。
皮
質
は
み
な
と
て
も
白
く
、
根
の
下
は
、
わ
ず
か
に
紅
色
だ
っ
た
。

鶏
頭
の
実
の
と
こ
ろ
は
竹
の
節
に
似
て
い
る
。
節
の
と
こ
ろ
か
ら
、
別
に
一
重
に
網
の
よ
う
な
物
が
生
え
て

い
た
。
四
面
は
周
囲
が
五
、
六
寸
ば
か
り
、
円
形
に
ぐ
る
り
と
と
り
ま
き
、
柄
の
上
に
か
ぶ
さ
っ
て
、
互
い

に
付
着
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
網
の
目
を
結
ぶ
の
に
似
て
い
て
、
軽
く
巧
妙
な
こ
と
は
愛
ら
し
く
、
柄
と
と

も
に
は
ず
す
こ
と
が
で
き
た
。」
と
あ
り
、
割
合
正
確
な
描
写
を
し
て
い
る
。
著
者
の
段
成
式
は
、
竹
林
の

手
入
れ
を
し
て
、
病
気
で
枯
れ
た
竹
を
伐
っ
た
と
こ
ろ
、
三
年
後
（
八
三
八
年
）
の
秋
に
枯
根
か
ら
キ
ヌ
ガ

サ
タ
ケ
が
発
生
し
た
。
高
さ
は
一
尺
余
で
、
昼
頃
に
は
黒
ず
ん
で
し
お
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 

＊ 

こ
れ
は
間
違
い
な
く
、
菌
界
担
子
菌
門
菌
蕈
亜
門
真
正
担
子
菌
綱
ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
目
ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
科
キ
ヌ

ガ
サ
タ
ケ
属
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ 

P
h

a
llu

s in
d
u

sia
tu

s 

で
あ
る
。
私
は
偶
然
、
京
都
嵐
山
の
竹
林
を
散
歩
し
て

い
る
最
中
に
実
見
し
た
。
ま
こ
と
に
妖
艶
で
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
、―

―

「
熊
楠
に
し

て
ど
う
し
た
も
の
か
？ 

彼
は
『「
コ
ム
ソ
ウ
ダ
ケ
」
の
或
種
』
と
言
っ
て
い
る
が
？
」
と
甚
だ
腑
に
落
ち

な
か
っ
た
の
だ
が
？ 

菌
蕈
綱
ハ
ラ
タ
ケ
目
フ
ウ
セ
ン
タ
ケ
科
フ
ウ
セ
ン
タ
ケ
属
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
ジ 

C
o
rtin

a
riu

s ca
p
era

tu
s 

と
い
う
茸
の
異
名
と
し
て
「
コ
ム
ソ
ウ
（
ダ
ケ
）」
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。―

―

し
か
し
、
以
下
の
、「
“T

h
e E

arliest M
en

tio
n
 o

f D
icty

o
p
h

o
ra,

” 
 
N

atu
re, v

o
l. 1

, 1
8
9

4

」

（
題
は
「
デ
イ
ク
テ
ィ
オ
フ
ォ
ラ
属
に
関
す
る
最
古
の
言
及
」
）
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
し
て
、
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
で
原
文
を
読
む
こ
と
が
出
来
（
左
ペ
ー
ジ
右
段
の
中
央
）、
さ
ら
に
私
は
邦
訳
さ
れ
た

http://www.ffpri-kys.affrc.go.jp/situ/TOK/neda/hanashi/hanasi39.htm
https://archive.org/details/naturelo50londuoft/page/54/mode/2up
https://archive.org/details/naturelo50londuoft/page/54/mode/2up
https://archive.org/details/naturelo50londuoft/page/54/mode/2up
https://archive.org/details/naturelo50londuoft/page/54/mode/2up
https://archive.org/details/naturelo50londuoft/page/54/mode/2up


「
南
方
熊
楠
英
文
論
考
［
ネ
イ
チ
ャ
ー
］
誌
篇
」（
二
〇
〇
五
年
集
英
社
刊
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

苦
労
せ
ず
に
熊
楠
の
記
し
て
い
る
内
容
を
理
解
出
来
た
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
酉
陽
雑
俎
」

を
英
訳
し
て
、
こ
れ
は
「
コ
ム
ソ
ウ
ダ
ケ
」
世
界
最
古
の
記
録
で
は
な
い
か
？ 

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
や
お
ら
、「D

ic
ty

o
p

h
o
r
a

」
を
調
べ
る
と
、
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ
の
シ
ノ
ニ
ム
に 

D
ic

ty
o
p
h

o
ra

 in
d
u

sia
ta

 

が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

「
仙
書
に
、
上
帝
肉
芝
を
某
仙
に
賜
ふ
と
有
る
」
出
典
不
詳
。
「
抱
朴
子
」
に
無
論
「
肉
芝
」
は
出
る
が
、

こ
う
し
た
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

「F
istu

lin
a h

ep
atica

」
真
正
担
子
菌
綱
ハ
ラ
タ
ケ
目
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
（
肝
臓
茸
）
科
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
属
カ
ン

ゾ
ウ
タ
ケ 

F
istu

lin
a
 h

ep
a
tica

 

で
あ
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
全
世
界
に
広
く
分
布
し
、
欧
米
で
は

広
く
食
用
に
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は"B

eefsteak
 F

u
n
g
u
s"

・｢

貧
者
の
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ｣

、
フ

ラ
ン
ス
で
は｢

牛
の
舌｣

（L
a
n
g
u
e d

e b
o
eu

f

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
』。『
梅
雨
期
と
秋
に
、
ス
ダ
ジ
イ
、
マ
テ

バ
シ
イ
な
ど
（
欧
米
で
は
オ
ー
ク
や
栗
の
木
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ユ
ー
カ
リ
）
の
根
元
に
生
え
、
褐
色

腐
朽
を
引
き
起
こ
す
。
傘
は
舌
状
か
ら
扇
型
で
、
表
面
は
微
細
な
粒
状
で
色
は
赤
く
、
肝
臓
の
よ
う
に
見
え

る
。
裏
は
ス
ポ
ン
ジ
状
の
管
孔
が
密
生
し
、
こ
の
内
面
に
胞
子
を
形
成
す
る
。
他
の
ヒ
ダ
ナ
シ
タ
ケ
類
と
異

な
り
、
こ
の
管
孔
は
チ
ュ
ー
ブ
状
に
一
本
ず
つ
分
離
し
て
い
る
』。『
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
科
に
属
す
る
キ
ノ
コ
は
、

世
界
中
で
数
種
類
し
か
な
い
小
規
模
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。
現
在
、
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
属
は
本
種
を

含
む
』
八
『
種
が
命
名
さ
れ
て
い
る
』。
本
種
は
『
近
年
の
分
子
系
統
解
析
に
お
い
て
』、
同
科
の
『
ヌ
ル
デ

タ
ケ
』
属 

P
o
ro

d
iscu

lu
s 

『
や
ス
エ
ヒ
ロ
タ
ケ
科
』S

ch
izo

p
h
y
llaceae

『
の
菌
類
と
近
縁
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
』。『
肉
は
、
霜
降
り
肉
の
よ
う
な
独
特
の
色
合
い
を
呈
し
て
い
る
う
え
赤
い
液
汁
を
含
み
、
英

名
のB

eefsteak
 F

u
n
g
u
s

の
名
の
通
り
で
あ
る
。
生
で
は
わ
ず
か
に
酸
味
が
あ
る
が
、
管
孔
を
取
っ
た
上
で
、

生
の
ま
ま
、
ま
た
は
ゆ
で
て
刺
身
や
味
噌
汁
に
し
た
り
、
炒
め
て
食
べ
た
り
す
る
』
と
あ
る
。 

「
ヴ
エ
ジ
タ
ブ
ル
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
」V

eg
etab

le b
eefsteak

。
英
文
ウ
ィ
キ
の
「F

istu
lin

a h
ep

atica

」
に
は

「b
eefsteak

 fu
n
g
u
s, also

 k
n
o
w

n
 as b

eefsteak
 p

o
ly

p
o
re, o

x
 to

n
g
u
e, o

r to
n
g
u
e m

u
sh

ro
o
m

」
の
異
名
が

並
ぶ
が
、
英
文
サ
イ
ト
の
こ
ち
ら
に
は
、「T

h
e
 V

e
g
e
ta

b
le

 B
ee

fstea
k

. T
h

e B
eefstea

k M
u
sh

ro
o
m

. F
istu

lin
a
 

H
ep

a
tica

」
が
し
っ
か
り
あ
っ
た
（
太
字
は
私
が
附
し
た
）。 

「
昆
明
池
水
網
藻
の
記
」「
酉
陽
雑
俎
」
の
巻
十
九
に
は
、「
昆
明
池
」
二
箇
所
で
出
て
、
水
草
と
水
藻
が
語

ら
れ
て
あ
る
。
二
つ
並
べ
て
示
す
。「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印
本
を
視
認
し
た
（
前
者
が
こ
こ
、

後
者
が
こ
こ
）。
こ
こ
で
熊
楠
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
後
者
で
あ
る
が
、
私
は
ヒ
シ
が
大
好
き
な
の
で
、

敢
え
て
挙
げ
た
。 

 
 

 

＊ 

芰
、
一
名
水
栗
。
一
名
薢
茩
。
漢
武
昆
明
池
中
有
浮
根
菱
、
根
出
水
上
、
葉
淪
沒
波
下
、
亦
曰
靑
水
芰
。
玄

都
有
菱
碧
色
、
狀
如
雞
飛
、
名
翻
雞
芰
，
仙
人
鳧
伯
子
常
採
之
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%82%BE%E3%82%A6%E3%82%BF%E3%82%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%82%BE%E3%82%A6%E3%82%BF%E3%82%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%82%BE%E3%82%A6%E3%82%BF%E3%82%B1
https://en.wikipedia.org/wiki/Fistulina_hepatica
https://chestofbooks.com/flora-plants/mushrooms/Distinguish-Edible-Toadstools-Mushrooms/The-Vegetable-Beefsteak-The-Beefsteak-Mushroom-Fistulina-H.html
https://chestofbooks.com/flora-plants/mushrooms/Distinguish-Edible-Toadstools-Mushrooms/The-Vegetable-Beefsteak-The-Beefsteak-Mushroom-Fistulina-H.html
https://chestofbooks.com/flora-plants/mushrooms/Distinguish-Edible-Toadstools-Mushrooms/The-Vegetable-Beefsteak-The-Beefsteak-Mushroom-Fistulina-H.html
https://chestofbooks.com/flora-plants/mushrooms/Distinguish-Edible-Toadstools-Mushrooms/The-Vegetable-Beefsteak-The-Beefsteak-Mushroom-Fistulina-H.html
https://chestofbooks.com/flora-plants/mushrooms/Distinguish-Edible-Toadstools-Mushrooms/The-Vegetable-Beefsteak-The-Beefsteak-Mushroom-Fistulina-H.html
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=85088&page=289
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=85088&page=299


 
 

 

＊ 

 

芰し

、
一
名
、
水す

い

栗り
つ

。
一
名
、
薢
茩

か
い
こ
う

。
漢
の
武
が
昆
明
池
中
に
浮
根
菱

ふ
こ
ん
り
や
う

有
り
。
根
、
水
上
に
出
で
、
葉
、
波

下
に
淪
沒
す
。
亦
、「
靑
水
芰
」
と
曰
ふ
。
玄
都
に
菱
の
碧
色
な
る
有
り
、
狀

か
た
ち

、
雞
の
飛
ぶ
が
ご
と
し
。
名

づ
け
て
「
翻
雞
芰
」、
仙
人
鳧ふ

伯
子

は

く

し

、
常
に
之
れ
を
採
れ
り
。 

 
 

 

＊ 

水
網
藻
、
漢
武
昆
明
池
中
有
水
網
藻
、
枝
橫
側
水
上
、
長
八
九
尺
、
有
似
網
目
。
鳧
鴨
入
此
草
中
、
皆
不
得

出
、
因
名
之
。 

 
 

 

＊ 

 

水
網
藻

す
い
ま
う
さ
う

。
漢
の
武
が
昆
明
池
中
に
水
網
藻
有
り
、
枝
、
水
上
に
橫
側

わ
う
そ
く

し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
水
面
に
突
き

出
し
て
水
面
上
に
広
く
広
が
っ
て
い
て
。］
、
長
さ
、
八
、
九
尺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
唐
代
の
一
尺
は
三
十
一
・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
約
二
・
四
九
～
二
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
。］
に
し
て
、
網
の
目
に
似
た
る

有
り
。
鳧の

鴨が
も

、
此
の
草
中
に
入
れ
ば
、
皆
、
出
づ
る
を
得
ず
と
。
因
り
て
之
之
れ
に
名
づ
く
。 

 
 

 

＊ 

「
ア
ミ
ミ
ド
ロ
」（
英
語 

w
aler N

e
t

）」
網
深
泥
。
緑
藻
植
物
門
緑
藻
綱
ヨ
コ
ワ
ミ
ド
ロ
目
ア
ミ
ミ
ド
ロ
科

ア
ミ
ミ
ド
ロ
属 

H
yd

ro
d
ictyo

n
 

。
種
は
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、Hyd

ro
d

ictyo
n

 a
frica

n
u
m

・H
yd

ro
d
ictyo

n
 

in
d
icu

m

・H
yd

ro
d
ictyo

n
 p

a
ten

a
efo

rm
e

・H
yd

ro
d
ictyo

n
 reticu

la
tu

m
 

の
四
種
を
挙
げ
る
も
の
の
、
本
文
内

で
は
『
種
の
同
定
に
は
や
や
疑
問
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
』
と
記
す
。
以
下
、
同
ウ
ィ
キ
か
ら
引
用
す
る
。『
淡

水
性
の
藻
類
で
、
網
の
目
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
』。『
大
き
い
も
の
は
全
体
で
』
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

『
に
も
な
り
、
淡
水
藻
で
は
大
型
の
部
類
に
属
す
る
。
全
体
は
細
長
い
袋
状
で
、
五
角
形
か
六
角
形
の
網
目

構
造
か
ら
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金
網
を
円
筒
形
の
袋
の
形
に
つ
な
げ
た
よ
う
な
形
で
あ
る
。
そ
の
長
さ

は
』
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
『
足
ら
ず
の
も
の
か
ら
前
述
の
よ
う
に
大
き
な
も
の
ま
で
様
々
で
あ
る
。
た
だ
し

大
き
い
も
の
は
全
体
の
形
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。
固
着
の
た
め
の
構
造
は
な
く
、
浅
い
水

域
で
浮
遊
す
る
か
、
何
か
に
引
っ
掛
か
っ
て
固
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
色
は
鮮
や
か
な
黄
緑
』。『
網
目

の
各
々
の
辺
が
』
一
『
個
の
細
胞
か
ら
な
っ
て
い
る
。
個
々
の
細
胞
は
円
柱
形
。
そ
れ
ぞ
れ
が
当
初
は
単
核

で
あ
る
が
、
成
長
に
伴
っ
て
次
第
に
多
核
に
な
る
』。『
そ
の
姿
に
特
に
ま
と
ま
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
、

あ
ま
り
に
大
き
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
藻
類
は
ア
オ
ミ
ド
ロ
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
簡
単
な
が
ら
も
』、『
多
細
胞

藻
類
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
違
っ
て
い
る
。
ア
オ
ミ
ド
ロ
な
ど
多
細
胞
藻
類
は
細
胞
分
裂
に
よ
っ

て
細
胞
を
増
や
し
な
が
ら
、
全
体
が
成
長
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
ア
ミ
ミ
ド
ロ
の
場
合
、
小
さ
い
藻
体
も

大
き
い
藻
体
も
細
胞
数
は
変
わ
ら
ず
、
個
々
の
細
胞
の
大
き
さ
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
成
長
は
、
細
胞
そ

れ
ぞ
れ
が
大
き
く
な
る
だ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
小
さ
い
藻
体
で
は
網
の
目
も
細
か
く
、
大
き
い
藻
体

で
は
網
の
目
は
粗
い
』。『
つ
ま
り
、
こ
の
藻
類
は
非
常
に
大
柄
な
が
ら
、
ク
ン
シ
ョ
ウ
モ
』（
ア
ミ
ミ
ド
ロ

科
ク
ン
シ
ョ
ウ
モ
属 

P
ed

ia
stru

m
 

）『
や
ボ
ル
ボ
ッ
ク
ス
』（
緑
藻
綱
ボ
ル
ボ
ッ
ク
ス
目
ボ
ル
ボ
ッ
ク
ス
科

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9F%E3%83%9F%E3%83%89%E3%83%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9F%E3%83%9F%E3%83%89%E3%83%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9F%E3%83%9F%E3%83%89%E3%83%AD


ボ
ル
ボ
ッ
ク
ス
属 

V
o
lvo

x 

）『
と
同
様
に
、
細
胞
群
体
で
あ
る
。
群
体
全
体
の
細
胞
数
は
一
定
で
、
細
胞
数

が
増
え
る
の
で
は
な
く
、
細
胞
が
育
つ
こ
と
だ
け
で
成
長
す
る
。
た
だ
し
、
大
き
く
な
る
間
に
破
れ
る
よ
う

に
し
て
藻
体
の
形
が
く
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
網
が
破
れ
て
も
細
胞
の
壊
れ
て
い
な
い
部
分
は
生
き
て
い

る
か
ら
、
群
体
全
体
の
形
を
止
め
な
い
場
合
も
ま
ま
あ
る
』。『
な
お
、
細
胞
群
体
の
こ
と
を
別
名
を
定
数
群

体
と
言
う
。
こ
れ
は
、
群
体
を
構
成
す
る
細
胞
の
数
が
一
定
（
た
い
て
い
は
2
の
階
乗
、
群
体
が
で
き
る
時

の
細
胞
分
裂
回
数
に
よ
る
）
な
た
め
で
あ
る
が
、
ア
ミ
ミ
ド
ロ
の
場
合
、
細
胞
数
は
約
2
万
個
で
必
ず
し
も

一
定
し
な
い
』。『
主
と
し
て
無
性
生
殖
で
増
え
る
。
暖
か
い
時
期
に
は
、
大
き
く
成
長
し
た
群
体
に
お
い
て
、

細
胞
内
が
す
べ
て
鞭
毛
を
持
つ
遊
走
子
に
分
か
れ
る
。
遊
走
子
は
泳
ぎ
回
る
余
裕
が
な
い
ぐ
ら
い
密
生
し
、

細
胞
内
側
の
表
面
に
並
ぶ
。
や
が
て
そ
れ
ら
が
群
体
を
構
成
す
る
細
胞
に
変
わ
り
、
網
目
を
形
成
す
る
。
や

が
て
細
胞
壁
が
壊
れ
る
と
、
新
し
い
群
体
が
放
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
親
群
体
の
個
々
の
細
胞
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
新
し
い
群
体
が
作
ら
れ
る
。
群
体
が
円
筒
形
を
し
て
い
る
の
は
、
も
と
の
細
胞
の
形
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
』。『
有
性
生
殖
は
細
胞
内
に
多
数
の
配
偶
子
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
泳
ぎ
出
し
て
接
合
す
る
こ
と
で

行
わ
れ
る
。
配
偶
子
は
先
端
に
』
二
『
本
の
等
長
の
鞭
毛
を
持
つ
、
同
型
配
偶
子
で
あ
る
。
接
合
子
は
発
芽

す
る
と
ポ
リ
エ
ド
ラ
』（p

o
ly

ed
ra

：
藻
類
の
生
活
環
上
の
特
定
形
態
期
の
名
）『
と
な
り
、
そ
の
内
部
に
多

数
の
遊
走
子
を
形
成
し
、
そ
れ
が
網
状
の
群
体
を
作
る
。
接
合
核
は
発
芽
時
に
減
数
分
裂
を
行
う
』。『
ご
く

浅
い
、
富
栄
養
な
水
域
に
生
育
す
る
。
水
田
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
河
川
の
よ
ど
み
の
ご
く
浅
い

と
こ
ろ
な
ど
に
も
出
現
す
る
』。『
特
に
役
に
立
つ
場
面
は
な
い
。
迷
惑
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
れ

に
増
え
過
ぎ
て
水
路
の
邪
魔
に
な
っ
た
り
、
金
魚
な
ど
の
養
魚
場
で
増
え
て
、
小
魚
が
藻
体
の
網
の
目
に
引

っ
掛
か
っ
て
死
ぬ
、
な
ど
と
い
う
話
が
あ
る
程
度
で
あ
る
』。『
ア
ミ
ミ
ド
ロ
は
細
胞
群
体
を
形
成
す
る
こ
と

や
、
そ
の
繁
殖
法
が
ク
ン
シ
ョ
ウ
モ
と
同
じ
で
、
こ
れ
ら
は
同
じ
群
に
属
す
る
』。『
従
来
は
ク
ロ
ロ
コ
ッ
ク

ム
目
』C

h
lo

ro
co

ccales

『
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
遺
伝
子
解
析
な
ど
か
ら
ヨ
コ
ワ
ミ
ド

ロ
目
』S

p
h
aero

p
leales

『
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「T
h
e
 E

arliest M
en

tio
n
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f H
y
d
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d
icty

o
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x
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9
0
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」
標
題
は
「
ア
ミ
ミ
ド
ロ
属
に
関
す
る

最
古
の
言
及
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
文
が
読
め
る
（
左
ペ
ー
ジ
の
左
下
段
か
ら
）。
見
る
と
、

先
の
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
へ
の
投
稿
と
同
じ
く
、「
酉
陽
雑
俎
」
の
「
水
網
藻
」
の
の
英
訳
を
示
し
て
、
現
在

の
ア
ミ
ミ
ド
ロ
の
生
態
を
誇
張
し
て
描
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
し
（
但
し
、「
長
八
九
尺
」
と
い
う
寸

法
は
巨
大
に
過
ぎ
る
と
退
け
て
い
る
）、
こ
れ
は
ア
ミ
ミ
ド
ロ
に
関
す
る
最
古
の
記
述
で
あ
ろ
う
と
記
し
て

い
る
。 

「
松
下
見
林
」（
ま
つ
し
た
け
ん
り
ん 

寛
永
一
四
（
一
六
三
七
）
年
～
元
禄
一
六
（
一
七
〇
四
）
年
）
江

戸
前
期
の
医
師
で
儒
者
・
国
学
者
。
本
姓
は
橘
、
名
は
秀
明
・
慶
摂
。
大
坂
の
医
師
松
下
見
朴
の
養
子
。
儒

医
古
林
見
宜
（
け
ん
ぎ
）
に
学
び
、
京
で
医
業
の
傍
ら
、「
三
代
実
録
」
を
校
訂
し
、
こ
こ
に
出
る
「
異
称

日
本
伝
」
の
外
、「
公
事
根
源
集
釈
」「
習
医
規
格
」
な
ど
を
著
わ
し
て
い
る
。
後
年
、
讃
岐
高
松
藩
主
松
平

https://archive.org/details/nature701904lock/page/396/mode/2up


頼
常
に
仕
え
た
。 

「
異
稱
日
本
傳
」
外
交
史
書
。
全
三
巻
。
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
に
書
き
上
げ
、
同
七
年
に
板
行
さ
れ
た
。

中
国
や
朝
鮮
の
歴
史
書
か
ら
、
日
本
関
係
の
記
事
を
抜
粋
し
、
こ
れ
に
見
林
が
考
証
と
批
評
を
加
え
た
も
の
。

外
交
関
係
史
と
し
て
は
日
本
初
の
試
み
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
史
籍
集

覧
』
」
の
こ
こ
が
当
該
部
。「
酉
陽
雑
俎
」
の
巻
三
「
貝
編

ば
い
へ
ん

」（
仏
教
経
典
の
こ
と
。
貝ば

い

多
羅
樹

た

ら

じ

ゅ

（
現
在
で
は

イ
ン
ド
の
そ
れ
は
単
子
葉
植
物
綱
ヤ
シ
目
ヤ
シ
科
パ
ル
ミ
ラ
ヤ
シ
属
オ
ウ
ギ
ヤ
シ 

B
o
ra

ssu
s fla

b
ellifer 

に
同
定
さ
れ
て
い
る
）
の
葉
に
経
典
を
書
写
し
た
も
の
の
意
で
あ
る
）
訓
読
を
試
み
る
。 

 
 

 
 

＊ 

國
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
唐
。］
の
初
め
、
僧
玄
奘
、
五
印
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
天
竺
を
東
西
南
北
と
中
に
分

け
た
五
天
竺
全
部
で
イ
ン
ド
の
こ
と
。］
に
往
き
て
經
を
取も

と

め
た
り
。
西
域
、
之
れ
を
敬
す
。
成
式
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
著
者
の
自
称
。］、
倭
國
の
僧
金
剛

こ
ん
が
う

三
昧

ざ
ん
ま
い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
熊
楠
が
述
べ
る
如
く
、
現
在
も
、

こ
の
名
の
日
本
人
僧
が
誰
だ
っ
た
の
か
、
全
く
判
っ
て
い
な
い
。］
に
見ま

み

ゆ
る
に
、
言
は
く
、「
甞か

つ

て
中
天
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
上
記
の
中
天
竺
。
中
部
イ
ン
ド
。］
に
至
り
し
に
、
寺
中
、
多
く
、
玄
奘
が
麻
の
屩く

つ

及
び
匙さ

じ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
異
称
日
本
伝
」
で
は
「
カ
イ
」
と
ル
ビ
。］・
筯は

し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
音
は
「
チ
ヨ
（
チ

ョ
）」。
箸
。］、
綵さ

い

雲う
ん

を
以
つ
て
之
れ
を
乘
せ
て
畫ゑ

が

け
り
。
蓋
し
、
西
域
に
は
無
き
所
の
者
な
れ
ば
な
り
。
齋
日

さ
い
じ
つ

の
至
る
每
に
、
輙

す
な
は

ち
、
膜
拜

も

は

い

す
。」
と
。 

 
 

 

＊ 

最
後
の
「
膜
拜
」
は
「
跪
い
て
両
手
を
挙
げ
て
礼
を
す
る
こ
と
」
を
指
す
。
仏
教
に
於
け
る
最
高
無
条
件
の

礼
式
で
あ
る
。 

「
眞
如
親
王
」
澁
澤
龍
彥
最
後
の
名
作
で
知
ら
れ
る
高
岳

た
か
お
か

親
王
（
延
暦
一
八
（
七
九
九
）
年
～
？
（
貞
観
七

（
八
六
五
）
年
と
も
元
慶
五
（
八
八
一
）
年
と
も
さ
れ
る
が
不
明
）
）
、
平
城
天
皇
の
第
三
皇
子
。
嵯
峨
天
皇

の
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
が
、「
薬
子
の
変
に
」
よ
り
廃
さ
れ
た
。
後
に
復
権
し
て
四
品
と
な
る
が
、
出
家

し
、
僧
侶
と
な
な
っ
た
そ
の
法
名
が
「
眞
如
」
で
あ
り
、
空
海
（
宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
～
承
和
二
（
八
三

五
）
年
）
の
十
大
弟
子
の
一
人
と
な
り
、
仏
法
を
求
め
て
六
十
四
と
い
う
老
齢
で
入
唐
を
決
意
、
貞
観
六
（
八

六
四
）
年
に
長
安
に
到
着
し
て
在
唐
三
十
余
年
に
な
る
留
学
僧
円
載
の
手
配
に
よ
り
、
西
明
寺
に
迎
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
当
時
の
唐
は
武
宗
の
仏
教
弾
圧
政
策
（
「
会
昌
の
廃
仏
」）
の
影
響
に
よ
り
、
仏
教
は
衰
退
の

極
み
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
親
王
は
長
安
で
優
れ
た
師
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
遂
に
天

竺
行
を
決
意
し
、
貞
観
七
（
八
六
五
）
年
、
皇
帝
の
勅
許
を
得
て
、
従
者
三
名
と
と
も
に
、
広
州
よ
り
海
路
、

天
竺
を
目
指
し
て
出
発
し
た
が
、
そ
の
後
、
消
息
を
絶
っ
た
。
な
お
、
在
原
業
平
は
甥
に
当
た
る
。 

「
羅
越
」
羅
越
国
は
マ
レ
ー
半
島
の
南
端
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
国
。
こ
こ
で
元
慶
五
年
に
亡
く
な

っ
た
と
い
う
の
は
、「
日
本
三
代
実
録
」
の
元
慶
五
年
十
月
十
三
日
の
条
に
あ
る
、
当
時
、
在
唐
し
て
い
た

留
学
僧
中
瓘

ち
ゅ
う
か
ん

ら
の
報
告
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
前
の
注
と
こ
こ
は
概
ね
当
該
人
物
の
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920334/33
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920334/33
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%B2%B3%E8%A6%AA%E7%8E%8B


「
師
鍊
」
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
臨
済
僧
で
五
山
文
学
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
る
虎
関

師
錬
（
弘
安
元
（
一
二
七
八
）
年
～
興
国
七
／
貞
和
二
（
一
三
四
六
）
年
）
の
こ
と
。
彼
は
晩
年
、
京
の
東

福
寺
海
蔵
院
に
退
き
、「
海
蔵
和
尚
」
と
も
呼
ば
れ
、
元
亨
二
（
一
三
二
二
）
年
に
白
河
済
北
庵
で
優
れ
た

仏
教
史
の
史
書
「
元
亨
釈
書
」
を
著
し
た
が
、
そ
の
こ
ち
ら
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
永
禄
元
（
一
五
五
八
）
年
の
写
本
の
当
該
箇
所
の
画
像
。
左
頁
の
後
ろ
か
ら
三
行
目
以
下
）
に
、
こ
の
叙

述
が
出
る
。 

「
自
推
古
、
至
今
七
百
歲
、
學
者
之
事
西
遊
也
以
千
百
數
、
而
跂
印
度
者
、
只
如
一
人
而
已
。
蓋
不
考
金
剛

三
昧
事
也
」「
推
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
七
百
歲
。
學
者
の
西
遊
を
事こ

と

と
す
る
や
、
千
百
を
以
つ
て
數
ふ
。

而
れ
ど
も
、
印
度
に

跂

つ
ま
だ
ち
て
む
か

ふ
者
は
、
只
、
一
人
の
み
の
ご
と
し
」。
と
、
け
だ
し
、
金
剛
三
昧
の
こ
と
を

考
え
ざ
り
し
な
り
」 
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e D
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,` N

atu
re, v

o
l. lx

v
ii, p

. 6
1
1
, 1

9
0
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」
「
日
本
の
発
見
」。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の

こ
ち
ら
で
原
本
が
読
め
、
そ
の
第
二
段
落
後
半
に
以
上
の
「
酉
陽
雑
俎
」
の
内
容
が
短
く
記
さ
れ
て
あ
る
。
］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
段
落
は
前
の
「
７
」
の
補
足
で
、
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
。］ 

  

吾
邦
の
高
僧
、
海
外
に
名
を
馳
せ
乍
ら
、
本
國
に
知
ら
れ
ざ
る
例
少
な
か
ら
ず
、
之
例
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
た
と
へ
ば
」。］
、
慈
覺
大
師
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
に
見
え
た
る
、
日
本
國
靈
仙
三
藏
如
き
、
中
々
の
學
僧

に
て
、
淳
和
帝
よ
り
學
資
を
賜
は
り
し
が
、
支
那
に
て
毒
殺
さ
れ
、
異
國
の
緇
徒
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し

と
」。
僧
衆
の
意
。］
そ
の
跡
を
弔
ひ
し
の
み
、
其
詳
傳
は
傳
ら
ず
、
茅
亭
客
話
（
五
代
詩
話
卷
八
に
引
）
に
、

瓦
屋
和
尙
、
名
能
光
、
日
本
國
人
也
、
嗣
洞
山
悟
本
禪
師
、
天
復
年
初
入
蜀
、
僞
永
泰
軍
節
度
使
鹿
虔
扆
、

捨
碧
雞
坊
宅
、
爲
禪
院
居
之
、
至
孟
蜀
長
興
年
末
遷
化
、
時
齒
一
百
六
十
三
、
此
僧
德
望
高
か
り
し
の
み
な

ら
ず
、
海
外
で
二
百
歲
近
く
迄
長
生
と
は
、
偏
え
に
日
本
の
面
目
也
、
迥
か
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
る
か
」。］

降
て
十
七
世
紀
の
初
め
に
伊
太
利
の
旅
行
家
「
ピ
エ
ト
ロ
、
デ
ラ
、
ヷ
レ
」
が
波
斯
國
イ
ス
パ
ハ
ン
で
逢
し

日
本
の
碩
學
、「
ピ
エ
ト
ロ
、
バ
オ
リ
ノ
、
キ
ベ
」（
木
部
か
）
如
き
、
自
在
に
拉
丁
語
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
ラ
テ
ン
ご
」。］
を
使
い
、
道
を
求
て
ロ
ー
マ
に
留
學
し
た
り
と
（`V

iag
g

i d
i P

ietro
 d

ella V
alle,` B

rig
h
to

n
, 

1
8
4
3
, v

o
l. i, p

. 4
9
2

）、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
慈
覺
大
師
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
」「
に
つ
た
う
ぐ
ほ
ふ
じ
ゆ
ん
れ
い
か
う
き
（
に
っ
と

う
ぐ
ほ
う
じ
ゅ
ん
れ
い
こ
う
き
）」
と
読
む
（「
法
」
は
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
「
は
ふ
」
で
あ
る
が
、
仏
教

用
語
に
限
っ
て
は
「
ほ
ふ
」
と
読
む
の
を
通
例
と
し
て
い
る
）。
最
後
に
実
施
さ
れ
た
遣
唐
使
（
承
和
五
（
八

三
八
）
年
出
発
、
翌
年
到
着
。
こ
の
後
、
寛
平
六
（
八
九
四
）
年
に
、
か
の
菅
原
道
真
を
大
使
と
し
、
絵
巻

で
知
ら
れ
る
紀
長
谷
雄
を
副
使
と
す
る
遣
唐
使
が
立
案
さ
れ
た
が
、
唐
国
内
の
混
乱
や
日
本
文
化
の
発
達

を
理
由
と
し
た
道
真
の
建
議
に
よ
っ
て
停
止
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
使
の
任
は
解
か
れ
な
か
っ
た
が
（
但

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2545142/42
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2545142/42
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2545142/42
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2545142/42
https://archive.org/details/nature6719021903lock/page/610/mode/2up
https://archive.org/details/nature6719021903lock/page/610/mode/2up


し
、
道
真
は
失
脚
し
、
延
喜
三
年
二
月
二
十
五
日
（
九
〇
三
年
三
月
二
十
六
日
）
に
失
意
の
う
ち
に
大
宰
府

で
没
し
た
）、
そ
の
十
三
年
後
の
九
〇
七
年
に
唐
が
滅
亡
し
た
た
め
、
遣
唐
使
は
そ
こ
で
名
実
と
も
に
廃
止

と
な
っ
た
）
に
お
け
る
入
唐
請
益
僧

に
っ
と
う
し
ょ
う
や
く
そ
う

（「
更
に
教
え
を
請
う
」
の
意
で
、
本
邦
で
既
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
業
を

規
定
通
り
に
身
に
つ
け
た
と
さ
れ
る
僧
が
、
そ
の
業
を
深
め
、
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
短
期
に
留
学
す
る

場
合
に
用
い
ら
れ
た
呼
称
）
で
あ
っ
た
慈
覚
大
師
円
仁
（
延
暦
一
三
（
七
九
四
）
年
～
貞
観
六
（
八
六
四
）

年
：
下
野
国
生
ま
れ
。
出
自
は
壬
生
氏
。
最
澄
に
師
事
し
た
天
台
僧
で
、
後
に
「
山
門
派
」
の
祖
と
な
っ
た
。

仁
寿
四
（
八
五
四
）
年
六
十
一
歳
で
第
三
代
天
台
座
主
と
な
っ
た
）
の
出
発
（
当
時
、
四
十
五
歳
）
か
ら
帰

国
に
至
る
九
年
六
ヶ
月
に
亙
る
日
記
。
こ
れ
よ
り
前
の
承
和
三
年
・
四
年
と
二
回
の
渡
航
に
失
敗
し
た
後
、

承
和
五
年
六
月
十
三
日
に
博
多
津
を
出
港
し
た
日
か
ら
記
し
始
め
、
博
多
津
に
到
着
し
て
鴻
臚
館
に
入
り

（
承
和
十
四
（
八
四
七
）
年
九
月
十
九
日
の
条
）
、
朝
廷
か
ら
円
仁
を
無
事
連
れ
帰
っ
て
き
た
新
羅
商
人
た

ち
へ
の
十
分
な
報
酬
を
命
じ
た
太
政
官
符
が
発
せ
ら
れ
た
同
年
十
二
月
十
四
日
で
日
記
は
終
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
間
の
波
乱
万
丈
の
一
部
始
終
は
彼
の
ウ
ィ
キ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
東
洋
文
庫
刊
の
写
本
本
文
（
影
印
）
全
四
冊
と
活
字
本

の
解
説
一
冊
が
視
認
出
来
る
。 

「
日
本
國
靈
仙
三
藏
」
平
安
前
期
の
法
相
宗
の
僧
霊
仙

り
ょ
う
せ
ん

（
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
？
～
天
長
四
（
八

二
七
）
年
？
）。
日
本
で
唯
一
の
三
蔵
法
師
（「
三
蔵
法
師
」
と
は
名
前
で
は
な
く
、
仏
教
の
経
蔵
・
律
蔵
・

論
蔵
の
三
蔵
に
精
通
し
た
僧
侶
を
指
す
一
般
名
詞
で
、
後
に
は
転
じ
て
「
訳
経
僧
」
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
）。

当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
出
自
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
江
国
（
現
・
滋
賀
県
）
の
出
身
と
も
阿

波
国
（
現
・
徳
島
県
）
出
身
と
も
伝
え
ら
れ
る
。「
霊
船
」「
霊
宣
」「
霊
仙
三
蔵
」
と
も
称
さ
れ
る
』。『
興

福
寺
で
学
ん
だ
後
』、
延
暦
二
三
（
八
〇
四
）
年
に
第
十
八
次
『
遣
唐
使
の
一
人
と
し
て
入
唐
し
た
』。『
同

期
に
最
澄
・
空
海
・
橘
逸
勢
ら
が
い
る
。
長
安
で
学
び
』、
八
一
〇
年
に
は
『
醴
泉
寺
（
れ
い
せ
ん
じ
）
に

て
、
カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
来
た
般
若
三
蔵
が
請
来
し
た
「
大
乗
本
生
心
地
観
経
」
を
翻
訳
す
る
際
の
筆
受
』（
経

典
を
漢
訳
す
る
際
に
梵
語
の
口
述
を
漢
文
で
筆
記
す
る
係
の
者
）
や
『
訳
語
（
を
さ
）』（
漢
語
・
漢
字
に
置

き
換
え
る
係
。
現
代
の
翻
訳
に
相
当
す
る
）『
を
務
め
た
』。
八
一
一
年
に
『「
三
蔵
法
師
」
の
号
を
与
え
ら

れ
』
た
。『
時
の
唐
の
皇
帝
・
憲
宗
は
仏
教
の
熱
心
な
保
護
者
で
あ
り
、
霊
仙
も
寵
愛
を
受
け
て
、
大
元
帥

法
の
秘
法
を
受
け
る
便
宜
を
与
え
ら
れ
る
が
、
仏
教
の
秘
伝
が
国
内
か
ら
失
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
憲
宗

に
よ
っ
て
、
日
本
へ
の
帰
国
を
禁
じ
ら
れ
た
。
憲
宗
が
反
仏
教
徒
に
暗
殺
さ
れ
る
と
、
迫
害
を
恐
れ
て
五
台

山
に
移
』
っ
た
。
八
二
五
年
に
は
『
淳
和
天
皇
』（
じ
ゅ
ん
な
て
ん
の
う
：
在
位
：
弘
仁
一
四
（
八
二
三
）

年
～
天
長
一
〇
（
八
三
三
）
年
。
桓
武
天
皇
第
七
皇
子
）『
か
ら
渤
海
の
僧
・
貞
素
に
託
さ
れ
た
黄
金
を
受

け
取
り
、
そ
の
返
礼
と
し
て
仏
舎
利
や
経
典
を
貞
素
に
託
し
て
日
本
に
届
け
さ
せ
た
。
日
本
側
は
貞
素
の
労

苦
を
労
う
と
と
も
に
霊
仙
へ
の
追
加
の
黄
金
の
送
付
を
依
頼
し
、
ま
た
日
本
に
残
さ
れ
た
霊
仙
の
弟
妹
に
、

阿
波
国
の
稲
千
束
を
支
給
す
る
よ
う
計
ら
っ
た
。
そ
の
後
』、
八
二
八
年
（
中
唐
末
期
。
本
邦
は
天
長
五
年
）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%86%E4%BB%81
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E6%96%87%E5%BA%AB%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%85%A5%E5%94%90%E6%B1%82%E6%B3%95%E5%B7%A1%E7%A4%BC%E8%A1%8C%E8%A8%98%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E6%96%87%E5%BA%AB%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%85%A5%E5%94%90%E6%B1%82%E6%B3%95%E5%B7%A1%E7%A4%BC%E8%A1%8C%E8%A8%98%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E6%96%87%E5%BA%AB%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%85%A5%E5%94%90%E6%B1%82%E6%B3%95%E5%B7%A1%E7%A4%BC%E8%A1%8C%E8%A8%98%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E6%96%87%E5%BA%AB%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%85%A5%E5%94%90%E6%B1%82%E6%B3%95%E5%B7%A1%E7%A4%BC%E8%A1%8C%E8%A8%98%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E6%96%87%E5%BA%AB%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%85%A5%E5%94%90%E6%B1%82%E6%B3%95%E5%B7%A1%E7%A4%BC%E8%A1%8C%E8%A8%98%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?viewRestrictedList=0&detailSearchTypeNo=A&publisher=%2F%22%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E6%96%87%E5%BA%AB%22%2F&biblevelSearch=1&title=%2F%22%E5%85%A5%E5%94%90%E6%B1%82%E6%B3%95%E5%B7%A1%E7%A4%BC%E8%A1%8C%E8%A8%98%22%2F&materialTypeList=0%7C1%7C2%7C4%7C5%7C6%7C7%7C8%7C16%7C9%7C19%7C18%7C17%7CI
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9C%8A%E4%BB%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9C%8A%E4%BB%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9C%8A%E4%BB%99


ま
で
の
『
間
に
没
し
た
よ
う
で
、
一
説
に
よ
れ
ば
』、『
霊
境
寺
の
浴
室
院
で
毒
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
唐
に
渡

っ
て
か
ら
』、『
死
ぬ
ま
で
』、『
日
本
の
地
を
踏
む
こ
と
は
な
か
っ
た
』。
八
四
〇
年
に
『
霊
境
寺
に
立
ち
寄

っ
た
円
仁
が
、
入
唐
留
学
僧
・
霊
仙
の
最
期
の
様
子
を
聞
い
て
い
る
。
ま
た
』、
承
和
五
（
八
三
八
）
年
に

『
円
行
・
常
暁
が
入
唐
し
た
際
に
は
、
霊
仙
の
門
人
で
あ
っ
た
僧
侶
か
ら
手
厚
く
遇
さ
れ
て
、
霊
仙
の
遺
物

や
大
元
帥
法
の
秘
伝
な
ど
を
授
け
ら
れ
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
』
と
あ
る
。 

「
緇
徒
」「
緇
」
は
黒
い
色
で
墨
染
め
の
衣
で
「
僧
侶
」
の
意
と
な
る
。 

「
茅
亭
客
話
」（
ぼ
う
て
い
か
く
わ
：
現
代
仮
名
遣
）
宋
の
黄
休
復
の
撰
に
な
る
、
五
代
か
ら
宋
の
初
め
頃

に
か
け
て
の
四
川
の
出
来
事
を
記
し
た
も
の
。
全
十
巻
。
私
の
「
怪
奇
談
集
」
に
「
老
媼
茶
話 

茅
亭
客
話

（
虎
の
災
難
）」
が
あ
る
。
そ
の
三
巻
（「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
完
全
電
子
デ
ー
タ
）
の
「
勾
居
士
」
に
、 

 
 

 

＊ 

勾
居
士
名
令
𤣥
蜀
都
人
也
宗
嗣
張
平
雲
有
學
人
問
答
隨
機
應
響
著
火
蓮
集
無
相
寶
山
論
法
印
傳
况
道
雜
言

百
餘
篇
有
敬
禮
瓦
屋
和
尚
塔
偈
曰
大
空
無
盡
刼
成
塵
𤣥
步
孤
高
物
外
人
日
本
國
來
尋
彼
岸
洞
山
林
下
過
迷

津
流
流
法
乳
誰
無
分
了
了
教
知
我
最
親
一
百
六
十
三
嵗
後
方
於
此
塔
葬
全
身
瓦
屋
和
尚
名
能
光
日
本
國
人

也
嗣
洞
山
悟
本
禪
師
天
復
年
初
入
蜀
僞
永
泰
軍
節
度
使
禄
䖍
扆
捨
碧
雞
坊
宅
為
禪
院
居
之
至
孟
蜀
長
興
年

末
遷
化
時
齒
一
百
六
十
三
故
有
是
句 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
（
リ
ン
ク
先
で
は
影
印
本
も
見
ら
れ
る
）。
当
該
部
の
み
の
訓
読
を
試
み
る
（
字
体
は
熊
楠
の
そ
れ

に
従
っ
た
）。 

 
 

 

＊ 

瓦
屋

ぐ
わ
を
く

和
尙
、
名
は
能
光

の
う
く
わ
う

、
日
本
國
の
人
な
り
。
洞
山
悟
本
禪
師
を
嗣
ぐ
。
天
復
の
年
初
、
蜀
に
入
る
。
僞ぎ

永
泰
軍
節
度
使
鹿
虔
扆

ろ
く
け
ん
い

、
碧
雞
坊

へ
き
け
い
ば
う

の
宅
を
捨

ほ
ど
こ

し
、
禪
院
と
し
て
之こ

こ

に
居き

よ

せ
し
む
。
孟ま

う

蜀
し
よ
く

の
長
興

ち
や
う
こ
う

年
末
に
至

り
て
遷せ

ん

化げ

す
。
時
に
齒

よ
は
ひ

一
百
六
十
三
な
り
。 

 
 

 

＊ 

も
し
「
能
光
」
が
正
式
な
日
本
名
の
俗
名
で
あ
っ
た
な
ら
「
よ
し
み
つ
」
と
読
め
る
。
日
本
で
は
あ
り
得
な

い
が
、
中
国
で
の
名
乗
り
で
あ
る
か
ら
、
あ
り
得
な
い
と
は
言
え
な
い
気
が
す
る
。
「
天
復
」
は
唐
の
昭
宗

の
治
世
に
用
い
ら
れ
た
元
号
（
九
〇
一
年
～
九
〇
四
年
）。「
僞
永
泰
軍
節
度
使
鹿
虔
扆
」
唐
滅
亡
後
の
五
代

ま
で
及
ん
だ
官
人
で
詩
人
の
よ
う
で
あ
る
。「
永
泰
軍
節
度
使
」
は
五
代
の
旧
唐
の
南
を
治
め
た
官
名
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
上
の
「
僞
」
と
い
う
の
は
甚
だ
不
審
で
あ
っ
た
の
で
、
調
べ
て
み
る
と
、「
古
今
詞
話
七
」（
影

印
本
。「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」）
の
「
鹿
虔
扆
」
を
見
る
と
、「
鹿
爲
永
泰
節
度
使
」
と
あ
っ
た
。
何
の

こ
と
は
な
い
、「
鹿
、
永
泰
節
度
使
た
り
」
じ
ゃ
あ
ね
え
か
。
阿
呆
臭
！ 

「
碧
雞
坊
」
鹿
虔
扆
の
所
有
し
て

い
た
道
観
の
僧
坊
か
或
い
は
彼
の
別
邸
か
？ 

「
捨

ほ
ど
こ

し
」
喜
捨
し
。「
孟
蜀
」
五
代
十
国
時
代
に
成
都
を
中

心
に
四
川
省
を
支
配
し
た
後こ

う

蜀
し
ょ
く

（
九
三
四
年
～
九
六
五
年
）
の
別
称
国
名
。「
長
興
」
は
五
代
の
二
番
目
の

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/09/post-8e45.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/09/post-8e45.html
http://www.kanripo.org/text/KR3l0116/003?query=%E7%93%A6%E5%B1%8B%E5%92%8C%E5%B0%9A#003-6b
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=46286&page=22
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=46286&page=22
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=46286&page=22
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=46286&page=22
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=46286&page=22
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=46286&page=22


王
朝
で
あ
っ
た
後
唐
の
明
宗
李
嗣
源

し

げ

ん

の
治
世
に
用
い
ら
れ
た
元
号
。
九
三
〇
年
～
九
三
三
年
。 

「
五
代
詩
話
」
清
の
王
阮
亭
の
原
編
で
、
鄭
方
坤
の
刪
補
に
な
る
一
七
四
八
年
序
の
詩
話
集
成
。 

 

以
下
、
表
記
は
本
文
レ
ベ
ル
に
戻
る
。
冒
頭
の
字
下
げ
が
な
い
の
は
マ
マ
。］ 

 

之
を
要
す
る
に
、
段
氏
決
し
て
全
く
虛
構
し
て
酉
陽
雜
俎
を
著
し
た
る
に
非
ず
、
又
況
ん
や
上
に
引
け
る
葉

限
の
物
語
は
、
往
古
南
支
那
土
俗
の
特
色
を
寫
せ
る
點
多
く
、
之
を
談
り
し
人
の
姓
名
迄
も
明
記
し
た
れ
ば
、

其
里
俗
古
話
學
上
の
價
値
は
、
優
に
、
近
時
歐
米
又
本
邦
に
持
囃
さ
る
ゝ
仙
姑
譚
、
御
伽
草
紙
が
、
多
く
後

人
任
意
の
文
飾
脚
色
を
加
え
含
め
る
に
駕
す
る
者
と
知
る
べ
し
、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
持
囃
さ
る
ゝ
」「
も
て
は
や
さ
る
る
」。 

「
仙
姑
譚
」
女
性
の
仙
人
の
話
群
。
な
お
、
中
国
の
代
表
的
な
女
仙
で
、「
八
仙
」（
中
国
で
は
仙
人
は
実
在

の
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
の
唯
一
の
女
仙
に
何か

仙せ
ん

姑こ

が
い
る
。
因
み
に
こ
の
「
八
仙
」
が
七
福
神
の
起

源
と
す
る
説
が
あ
り
、
と
す
れ
ば
、
弁
天
の
原
型
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。 

「
駕
す
る
」
他
を
凌し

の

ぐ
。 

 

さ
て
。
以
下
は
全
体
が
一
字
下
げ
で
「
附
記
」
を
除
い
て
、
本
文
は
本
篇
の
そ
れ
よ
り
も
ポ
イ
ン
ト
落
ち

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
「
西
曆
九
世
紀
の
支
那
書
に
載
せ
た
る
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語 

（
異
れ
る
民
族

間
に
存
す
る
類
似
古
話
の
比
較
硏
究
）」
へ
の
附
記
で
は
な
く
、
先
に
同
じ
『
東
京
人
類
学
雑
誌
』
に
載
せ
た

論
考
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」（
リ
ン
ク
先
は
私
のP

D
F

一
括
版
）
の
追
加
記
事
で
あ
る
。
本
来
な
ら
、

「
南
方
随
筆
」
と
し
て
纏
め
た
際
に
は
、
そ
れ
を
そ
の
記
事
の
後
ろ
に
配
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
私
の
以
上

の
一
括
版
や
ブ
ロ
グ
版
の
最
後
で
は
、
そ
の
よ
う
に
処
理
し
て
お
い
た
。
さ
ら
に
、
熊
楠
が
追
加
し
た
「
橘
南

谿
の
西
遊
記
卷
一
」
の
「
榎
木
の
大
虵

だ
い
じ
や

」
は
、
私
の
お
節
介
で
「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
18
：

野
槌
）」
の
注
で
既
に
し
て
電
子
化
し
て
あ
る
（P

D
F

版
も
同
じ
）
の
で
、
一
切
の
注
を
必
要
と
し
な
い
の
で

あ
る
。］ 

  

附
記 

人
類
學
會
雜
誌
二
九
一
號
に
、
予
が
載
せ
た
り
野
槌
に
似
た
る
事
、
橘
南
谿
の
西
遊
記
卷
一
に

出
づ
、
其
略
に
云
く
、
肥
後
の
五
日
町
、
求
摩
川
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
で
は
「
求
麻
川
」
と
す
る
。
］

端
の
大
な
る
榎
木
の
空
洞
に
、
年
久
し
く
大
蛇
住
り
、
時
々
出
で
現
は
る
ゝ
を
見
れ
ば
病
む
と
て
、
木
の
下

を
通
る
者
必
ず
低
頭
す
、
太
さ
二
三
尺
、
總
身
白
く
、
長
さ
纔
に
三
尺
餘
、
譬
へ
ば
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初

出
で
は
「
譬
ば
」
で
あ
る
。］
犬
の
足
無
き
如
く
、
又
芋
蟲
に
似
た
り
、
土
俗
之
を
一
寸
坊
蛇
と
云
ふ
、［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
で
は
「
下
略
、
」
と
し
、
下
方
二
字
上
げ
で
「（
完
）
」（
こ
れ
は
本
「
西
曆
九
世
紀
の
支

那
書
に
載
せ
た
る
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語 

（
異
れ
る
民
族
間
に
存
す
る
類
似
古
話
の
比
較
硏
究
）」
の
論
考
の

「
完
」
の
意
）
と
す
る
。］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
明
治
四
十
四
年
三
月
、
人
類
第
二
六
卷
） 

http://yab.o.oo7.jp/MinakataKumagusuHonpouniokerudoubutusuuhai.pdf
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cb9433.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cde218.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cde218.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/300/26_300_215/_pdf/-char/ja


 

南
方
熊
楠
「
西
曆
九
世
紀
の
支
那
書
に
載
せ
た
る
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語 

 

（
異
れ
る
民
族
間
に
存
す
る
類
似
古
話
の
比
較
硏
究
）
」 

 
 

 

藪
野
直
史
注 

完 


